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(研究所玄関)

報 告 と希 望

(昭和 31年 2月15日評議員会席上)

私は今回計らずも,困難であったが噸讃馴こ創設時代を完うされた前所長小熊先生のあ

とをうけて所長の重任につきました.まだ就任後日が浅く新しい大きな席になれないで

います.御指導と御鞭穂とをお願いします.

1949年に本研究所が設立された時は形質遺伝,細胞遺伝および生理遺伝の

3部であった.その後生化学と応用遺伝の2部が増設され,1955年には変異

遺伝が追加されて6部門になった.我国では勿論,世界的に見ても最大の遺伝

学研究所の一つである.まだ人類,数理遺伝,進化遺伝の3部門が予定され,

とくに人類遺伝のような重要な部門が欠けているけれども,一応完成したもの

と見て今後は充実に重点を置 くべきであろう.

本研究所には附属建築物 として図書室,鶏舎,昆虫飼育室,ネズミ飼育室,

調節温室,作業室などがあり,本年度にはアイソT-プ実験室が作られ,明年
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度には微生物実験室が予算を通過してい

る.内部設備においては電子顕微鏡,Ⅹ

線装置,オーソルックス顕微鏡など優秀

な機械をそなえつけることができたと信

ずる.またゴ)i,TシュミヅT文庫には遺

伝学の古典的文献はほとんど集 まってい

る.このように充実しているが遺伝学の

近代的発展は吾々をして眼を見はらせる

つぎつぎに新しい進んだ設備を欲してい

る.いつも立ちおくれているのが現状で

あろう.しかし設備,器械,器具につい

て不足はあっても揃 ってきたことは事実

である.心配なのは建築物が大部分不燃

木 原 均 所長 質でないこと,および暖房設備のないた

めの火事の危険である.本館は広さは充分あるが,古い木造の建物で新らしい

機械を据えつける時には振動がいつも問題になる.

研究者の住居も不足している.また海外から留学したい希望者は多数 あ る

が,宿泊設備がない.住居のないことは所員の能率に関係するから,この点は

関係庶務部員の大いに頭を悩めているところである.

以上の足りない諸点については段々に充実したい.研究者については新しい

変異遺伝部に研究老および技術者の定員を要求したが,明年慶の予算では通過

しなかった.この要求が通ると各部とも揃ってくる.しかし研究者を補助する

雇員の数が少なく,これには各部も困っている状態である.また図書の整理に

も人員が不足している.

建物を整備 し,人員を増すのみでは研究所の使命ははたせない.独創的の研

究,役に立つ研究,研究成果を知らせることなどが研究所の大きな使命と信ず

る.

これらの点では従来においても努力してきた.発表論文が 156(1956年 2

月現在)あることで分って頂けると信ずる.若い人々の中には新知識を得るた
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め,米国に留学中の者が2名,留学準備中の著が2名程いる.昨年は,台湾大

学に講義のため,岡所員が赴き現在も彼地に留っている.米国-は駒井,酒井

両所員が ColdSpringHarborに開かれた集団遺伝学のSymposium に出席,

研究の発表を行った.将来には国内の Symposium を開いて斬新な問題につ

いて討議 したいと思う.

研究所の研究を公表するため,公開講演を行 ってきた.今年は去る2月4日

放射線と遺伝という題で東京朝日新聞社の講堂で行 った.これには熱心な聴衆

が多 く集まり盛会だった.今後もこの種の会合を続けたいと思う.

本研究所は大学附置の研究所でないため所員の採用範囲が片よらぬなどよい

面があるけれども困る面もある.たとえは若い大学院学生のいないこと,大学

教授のような研修制塵のないことはその例である.これらについても御列席の

御当局の御考慮をお願いしたい. ｢

木 原 均 ､



ⅠⅠ.研 究 室 一 覧 (昭 30･12･宋現在)

. 第 1研究室 ･田 中 義 贋 鬼 丸 喜 美 冶

形 質遺 伝部 :田 中 義 贋 :第 2研究室 木 原 均 雷 雲 蛮 貿

第 1研究室 1吉 田 俊 秀 昭隆原石
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研 究 員 ･客 員

克
之

二

･
1:
.[
･.i

田
尾
牧
小

那(節)
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第 2研究室 岡 彦 -

第3研究室 酒 井 寛 一

第 1研究室

生化学遺伝部 辻 田 光 雄 第 2研究室

辻
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ⅠⅠⅠ.研 究 課 題

課 題

A.未尭鹿のため引き続き研究したもの
1. 動植物における集団遺伝学的研究

ポ1)ジーン遺伝の研究 (科研綜合研究)
応用遺伝部 酒井 寛一

生物集団における異型個体間の競争に関する研究 〝 .酒井 寛一

陸稲に混入する赤米に関する集団遺伝学的研究
酒井 寛一
外3名

麦類品種の分化機構に関する研究 〝 後藤 寛治

品量詣 蔓り′てェおよびテントウムシによる集髄 墓守慧要望 僅 井俊 妾

陸産見類による集団遺伝学的研究

2. 作物 ･集群および花井の遺伝雷績

コムギにおける等染色体植物とその利用

コムギ近縁瞳としてのカモジグサの研究

三倍体の育成とその利用

イネの諸形質の遺伝力と遺伝的相関

雑種不稔性遺伝子の分析

ラムシュ育種法と系統育種津の比較研究

タバコの匿艮形質の本質に関する研究

タバコの種間交雑に関する研究

ナスの量的遺伝に関する研究

果樹の倍数性と不稔現象に関する研究

禾本科植物の核分類学的研究

ll

菜箸慧要望 - 清二

〝 ‡琵 醤毒

変異遺伝部 玖村 清二

義警漂要望 同 書 -
り Il

蛮謂 要望 酒井 寛一
り り

細胞遺伝部
第 1研究室
応用遺伝部
第 2研究室

蛮謂 要望 後藤 寛治

蛮謂 要望 幅 も 和義

票警漂蜜登 場 者 亜嘉

3. 軍の遺伝学的研究

家蚕のリンケージ研究 (科研綜合研究)
形質遺伝部 田中 義麿
,第 1研究室 , 外 7名



研 究 課 題

蚕の不安定遺伝子に関する研究

蚕の発生ならびに生理遺伝学的研究

4. 痛の細胞遺伝学的研究

蛋苧漂譜 田中 義麿

等 闇 低 胃 要誓

塵癌の細胞学的ならびに遺伝学的研究 (科研綜合研 .細胞遇伝部 小 貫等, 埠
第 1研究室 外 6名

/｢

〝 …†詔 冨霞

嘉苧讃要望 †堅 持 茜

雲讐悪質聖 竹 中 要

究)

癌細胞の核学的特異性に関する研究

移植癌の感受性に関する遺伝学的研究

ハツカネズミの遺伝の諸問題

突然変異誘起物質と細胞分裂抑制物質に関する細胞
遺伝学研究

5. 人為突然変異に関する研究

放射線の質と突然変異との関係

ムギ類の放射線遺伝学的研究

タバコにおける放射線突然変異

6. 遺伝形質の生化学的研究

昆虫および微生物を材料とする遺伝生化学的研究

】嘉苧漂要望

l …
;形質遺伝部

ll

生化学遺伝部
第 1研究室

二
朗
姓

二
朗

清
太
秀

治
太

村
井
藤

村
井

松
藤
江

柊
藤

∫

･l

†

完露 呈7=禁 書,8花色変異の生化学的機作 特̀に 儀 禦 描 部 等 表

;第 2研究室

尾長基の遺伝学的研究

鶏の経済的形質の-リタビリティと遺伝的相関の研

究

弟の遺伝性神経異常の研究

8. 位の分化に関する研究

植物における性の決定よび分化

動物における性の決定と性染色体

応用遺伝部
第 1研究室 田中 義麿

〝 河原 孝忠

実讐慧要望 竹 中 要



研 究 課 題

三毛雄猫の細胞遺伝学

9.^覇の遺伝に関する研究

青色翼膜の遺伝

不完全伴性遺伝

10.電子顕稚律による細胞遺伝学的研究

細胞の微細構造に関する研究

ウイルスならびにその遺伝

ll.遺伝形質の生理学的研究

7

生理遺伝部鮎富農嘉摺Ji隆義第1研究室
形質遺伝部
第3研究室

細胞遺伝部
第3研究室

駒 井 .早
田中 克己
尾崎安之助
田中 克己

温湿度E]長の調節による作物の生理遺伝学的研究 変異遺伝部 稔村 清二
第 1研究室 外7名

応用遺伝部 田中 義麿
第1研究室 . 外3名

l

第1研究室 .: 外12名

(科研綜合研究)

梓蚕越年性の支配に関する研究 (試験研究)

12. へテT)-シスの研究 (科研綜合研究)

B. 新たに研究を開始 したもの

組織培養法による細胞遺伝学的研究

撞子発芽の温度反応を支配する遺伝子の分析

野生稲の集団遺伝学的謝査

近交マウスおよびショウジョウバェの量的形質の変
異と選抜の研究

放射線遺伝学とその応用 (機関研究)

放射線突然変異の利用

コムギの祖先に関する研究

コムギにおける核置換の研究

アサガオにおける日長反応の生理遺伝学的研究

イネの核学的研究

細胞遺伝部
第 1研究室

生理遺伝部
第2研究室
//

応用遺伝部
第 1研究室

変異遺伝部
第1研究室

/｢

形質遺伝部
第2研究室
Jl
//

細胞遺伝部
第2研究室

吉田 俊秀

岡 昏 -

J/
山田 行雄

木 原 均
外10名

し∴ 吉

木 原 均

′l
阪本 寧男

竹 中 要
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ⅠⅤ.研 究 室 の 概 説

A.形 質 遺 伝 部

第 1研 究室 (田 中)

本研究室の研究は家蚕の形質遺伝学的研究と杵蚕の生理遺伝学的研究とに大

別される.家蚕の飼育採種ならびに調査には鬼丸善美酒,町田勇,北川克己,

梓蚕の試験には丸山明英が実務者として働いた.増築された育宝や地下室も本

年第1期飼育から使用することができて便利になった.また第1号桑園は従来

のものの1段上の圃場に移転することとなり,本年の春,新桑園全部に苗木の

植付を行い,晩秋期には旧桑園の1部約 1/3を技根した.

家蚕の遺伝学的研究はリンケージ検定,不安定遺伝子,優性および劣性遅れ

蚕の研究に重きをおき,杵蚕については日長効果の実験を続行 した.

遅れ蚕の研究はもう 1-2回の飼育を重ねれば結論に到達することができる

と思われる.リンケージ検定の結果はいずれも独立遺伝が証明されただけだっ

た.蛸色とqとの間にリンケージがあるかの如く見えたのは,黒蛸遺伝子がq

と結びっいた場合,+qと結びついたときよりも蛸色が濃 くなるためであるこ
とが解った.

杵蚕の箱飼育はいまだかつてないほどの好成績を収め,タイム･スウィヅチ

の設置と相待って,従来不可能であった試験設計も可能となり,多大の成果を

あげることができた.

第2研究 室 (木原)

この研究室は初め松村清二が藤井太朗,版本寧男その他の協力をえて,コム

ギおよびその近縁種の系統保存を行 うとともに,(1)コムギの零染色体植物と

その利用, (2)カモジグサの研究, (3)日長作用および発生生理の遺伝学的

研究,(4)甜菜の三倍性育種,(5)放射線突然変異の研究を行っていた.とこ

ろが9月に変異遺伝部 (後述)が増設され,梅村はその部長として転出し,こ

の研究室は10月より所長木原が兼務して運営することになった.今後は,(1)

コムギとその近縁種を用いて模置換の研究,(2)京大カラコルム ･ヒンズグッ

シュ探検によって採集された,コムギとその近縁種の研究,とくにパンコムギ



研 究 室 の 概 況

の起源が研究される.

1) コムギの零染色体趨物とその利用 (松村) 五倍コムギ雑種の子孫に現われ

た零染色体倭性 (2011)は SEARSがパンコムギよりえた同様の植物 との異同

が分析され,これら啓性を利用 してDゲノムの染色体にある遺伝子分析が行わ

れている.また隼性より出現する巨態植物が増加する染色体を分析するため,

SEARSの Nulli･Ⅰ～ⅩⅠⅤ が利用されている (後述).

2) カモジグサの研究 (栓村･阪本) コムギ近縁種 としてカモジグサ属 は興味

があり,コムギのBゲノムの起源を研究するため,二倍種の蒐集とその研究が

行われた.その核型についてはある程度の結果をえた (後述).次に 日本ネパ

ール探検隊が採集したカモジグサとその近縁種の形態学的ならびに細胞学的研

究を行 った (後述).

3) 日長作用および発生生理の遺伝学的研究 (阪本) アサガオの分布地を異にす

る系統 (ネパール,北京,日本)を用い調節温室を利用 して,日長感受性を調

査 し,生理遺伝学的研究を行 った (後述).

第3研究 室 (駒井)

駒井等の数年来の小頭に関する研究は一応完成し,AmericanJournalof

HumanGeneticsVol.7,N0.1に発表した. この研究はすでに外国学者に

も引用されている.

本年度は医学博士国井彦十,同尾崎安之助両氏の調べた山形県寒河江地方の

VANDERHoEVE症候群の大家系を主とし, これに自ら得た沼津三島在住の

同病の一家族,および京都府立医科大学の研究者の調べた滋賓にいる一族に関

する知見等を加え,この症候群の遺伝について研究 した.また同病遺伝子の突

然変異率を,北欧と日本の資料の組合せから算出した.

客員田中克己は前年度来,人類の不完全伴性遺伝について研究 しているが,

このうち仝色盲に関する分析をほぼ終ったので近 く論文として発表の予定であ

る.また小口病については未発表症例を収集中である.静岡県東部地方におけ

る白児の分布調査も続けている.さらに九州大学医学部歯科口腔外科教皇と協

力 して兎唇および口蓋披裂の遺伝に関する研究を開始した.

B.細 胞 連 伝 部

第 1研究 室 (青 田)

この研究室では前年にひきつづき癌の細胞学に研究の主力が注がれている.
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この研究の外に,興味あると思われる動物細胞学および遺伝学の 2,3の問題

が取 り上げられて研究が進められた.

1) 染色体載轟のための新しいテクニックに関する研究 (吉田･石原 ･小川) 動物

細胞学を進歩させるには,染色体観察の技術を改良しなければならない.この

見地から吉田は1)ンゲル低調溶液前処理固定法という新 しい染色体観察の技術

を考え, これを多くの他の動物-通用することを試み (吉田 ･石原), さらに

この溶液の作用機序を検討 した (吉田 ･小川)(後述).

2) 肝癌発生漣操の加的学的研究 (吉EEl･石凍) 癌細胞に特有なる染色体構成が

癌の発生とどんな関係にあるかという点を追究する目的をもって,ラットのア

ゾ色素投与による肝癌発生過程の細胞学的研究をなす実験計劃を立てた.その

第一段階として',ラットにおける正常肝細胞と腹水肝癌の染色体構成を比較研

究 し,一方再生肝細胞に多く現われる高倍性細胞について調査研究した.さら

にアゾ色素授与によって発生した原発肝癌の核学的調査により,肝癌は多元発

生的であること,特殊な染色体構成をもった癌細胞が発生することなどを明ら

かにした (後述).

3) 癌細胞における染色体構成の破壊 (吉田･小川) 癌に特有なる染色体構成が

癌細胞の増殖に対して,どんな意義をもつかという問題を追究するために,症

細胞における染色体構成を破壊する実験を計劃 した.今回の実験ではⅩ線を吉

田肉魔に照射せしめ,癌細胞の染色体を実際に切断したり,再結合せしめるこ

とに成功した (後述).

4) 動物における不妊性の細胞遺伝学的研究 (石原) 三毛雄猫については前年度

にひきつづいて3個体の新しい材料を加え,組織細胞学的に興味ある新知見を

加えた.一方,Wistar･King-A 系ラッTに葦丸水腫が高頻度に発生すること

を発見 し,それが遺伝的であることを明らかにした (後述).

5) 動物の染色体鞠査 (吉田) 動物細胞学を発展させるためには,研究に通 し

た材料を選択することにある.この目的のために,当地方に棲息している種々

なる動物を調査する研究計劃をたて,今回はニホンアマガエル,カブ トエビお

よびバッタ科教程の染色体を調査した.特に興味のあることは,従来不明とさ

れていた両棲類の性染色体をニホンアマガエルの研究によって確認した (後

逮).

6) テン1.サムシの摂政の変異 (吉El]) 先に吉田はナナホシテントウ, ジュウ

サンホシテンナウの斑,&の変異について報告した.今回はジュウサンホシテン

Tウに近縁なる米国コロラド州塵の HipPodamiaconvergensが, 北大牧野

教授より送られたので,その鞘麺斑紋の変異性について調査研究した (後述).
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第2研究 室 (竹 中)

本研究宝の課題は次の6つに大別される.すなわち 1)性の決定と分化,2)

細胞の異常分裂誘起ならびに生長抑制,3)タバコ属の細胞遺伝学,4)イネ科

植物の核学的分類,5)基本染色体数の諸問題,6)遺伝学的有用花井の蒐集保

存等である.

1) 性の決定と分化に関する研究 (竹中) 大麻,スイバ, ホウレンソウ, アス

パラガス,インドスイバなどの雌雄異株植物と,ナデシコ類を用いている.煤

雄異株植物のあるものでは染色体倍加津によって,その子孫における倍数体な

らびに異数体の性表現塵を常染色体と性染色体との割合において研究をすすめ

ている.また他方Ⅹ線処理植物の子孫における染色体異常と性表現慶との関係

について研究している.次に雌雄異株植物と,それに近い雌雄同株または両全

花植物との間の交配子孫における性表現度を調べるべく交配を試みている.ヒ

ロ-ノマンテマとスイバにおいては高倍数および異数の個体の多数について研

究を進め,過去の業績に若干の追加をなした.両全花のナデシコ類から雌雄異

株植物をつくりだすことについては,未だその試みは成功していないが,若干

の見通しを得た.

2) 細胞の異常分裂誘起ならびに生長抑制に関する研究(竹中)昨年度タマスダ レ

の球茎抽出液が細胞の生長を抑圧することを認めたので,それに近いサフラン

モドキについて研究をなし,ほほ前著同様の結果を得た.ログヮイ属植物の葉

の抽出液についても研究を進めた.バイケイソウ属の根茎の抽出液についても

研究を計画したが,求める抽出液の抽出法に困難をきたし,一時中止した.

3) タバコ属の細胞遺伝学的研究 (竹中･I)I)エシフェル1.･胡･-FLJJ) 竹中は

1954年に得た交配桂子 12桂を播種 して期待の雑種 11種を得,そのうちの

9種について胡兆華,下山勝久の協力を得て減数分裂を研究 した.外に田中の

作出したN.iabacumの半数体その他も研究した.1955年には18組合せの交

配を行 って,11組合せに種子を得た.また複2倍休作出の目的のために,第

一段階として5種の植物において同質4倍体を作った.

i)l)エンフェル下は主として雑種の複2倍体をつくり,各種の病醤抵抗性染

色体の導入を計っている.すなわち,BrightYellowxN.gluiinosaの複2

倍体に BrightYellow を,N.sylvesirisxN.iomeniosiformisの複2倍体

に BrightYellow を繰返し交配している.

4) イネ科相物の槙学的分斉 (相同) 前年度にひき続いてイネ科各群の染色体

構成の調査をなし,かつ他の形質 (薬の解剖学的特徴 ･種子の澱粉粒の形)お
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よび地理分布等の面を加えて,イネ科植物の系統関係を考察しつつある.すな

わち本年は 23桂の染色体を観察し,150種について葉の解剖学的特徴を調査

した.外にまたウシノケグサ亜科の系統に蘭し文献的稔合考察を進めた.

5) 基本艶色体数の蕎問鰐 (竹中･片岡･胡) オニユリにコオニユ1)を交配し

て,その桂子により生育 した植物体の外形,染色体数および構成染色体要素の

分析を行いつつある.

イネの半数体の減数分裂を4系統について研究し,二次対合と2価染色体数

の最高数から判断して, イネの染色体構成は (5+7)か (5+5+2)であるこ

とを推察した.

5) 遺伝学的有用花井の薫集保存 (竹中･古里 ･田村) 各種の有用花井の蒐集保

存をなしているが,それは実験圃場の項を見られたい.ただし1955年におい

てはアサガオの遺伝子蒐集にもっとも力を入れた.

第3研究 室 (辻 田)

近時ミトコンドリアの形態,生理あるいは遺伝学的意義が次第に重要視さ

れ,高等生物あるいは微生物においてその研究報告が年とともに増加しつつあ

る.この研究室では数年来カビ,ゾウワムシ,カイコ,ネズミなどを材料とし

て研究を続けている.

昨年度は次のような正常および異常細胞について研究を行った.

(1) カイコの中腸皮膜とマルビギー管腺細胞 (正常およびウイルスに胃され

た場合)

(2) カビ,ゾウリムシ

(3) ハツカネズミの癌組織の細胞

辻田はカイコの幼虫の中腸皮膜細胞あるいはマルビギー管腺細胞の超薄切片

について,ミトコンド1)アの内部構造あるいは腺細胞発達におけるその役割,

さらに呼吸酵素,ホスファターゼなどの関係を組織化学的に観察し,従来の所

見と比較検討 した.また近時全国各地に被害の多 くなった中腸多角体病では,

ウイルスが中腸皮膜の円筒細胞を侵し,しかもその細胞質に多角体が形成され

るが,このウイルスの特異性と侵された皮膜細胞について研究を進めた.

津田研究員は Penicilliumchrysogenum の超薄切片についてミトコンドl)

アの内部構造について観察した.酵母における呼吸酵素欠損系統については

EpHRUSSI(′49)が Saccharomycescerevislaeを用いて研究をはじめ,その後

アカパンカビNeurosporacrassaについて M ITCHELL ら (′51)が "poky"

系統について似たような研究を進めている.いずれにおいても現在では,この
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遺伝的欠陥は細胞質因子が関係する場合と,核遺伝子のみの支配をうける場合

とに分けられ,かつ細胞質因子として呼吸酵素と密接な関係をもつミTコンド

リアが考えられているが,これには複雑な問題が介在するようである.津田は

酵母を用いてアクリフラビンを作用させ,小コロニイをつ くる vegetative

mutantをつくりこの方面の研究をはじめた.ゾウリムシのミヤコンドリアに

ついては渡辺特別研究生が引続き研究している.

なお津mは土用研究員と協力してハツカネズミの癌細胞の超薄切片について

変化を観察している.

C.生 理 遺 伝 部

第 1研究 室 (駒井)

駒井は前年度に引つづきテンTウムシとオナジマイマイの野生集団標本を,

諸地方より集めて,その分析を行なったほかに,これらの構内の色斑型の差に

より,高温 または低塩に対する抵抗力の違いについて実験した.これらの結果

の一部は,それぞれ近 く発表する論文中に含めた.大体において,ナミテント

ウでは黒色部の多い二紋型が,またオナジマイマイでは褐色型が,高湿に対 し

て抵抗性が高いことは誤なく,こうしてこれら各種にある多型現象について相

当確実な原因が分ったことになる.

駒井はこの年度の途中に,米国 NewYork州 ColdSpringHarborに開

かれた集団遺伝学シムポジウムに招かれて出席した.その席,ならびに米国の

他の地方の大学などで講演するための原稿を作るのに,若干の努力をした.ま

た昭和26年度より3カ年に亘って,文部省の稔合科学研究費を受けて,lo金

人の協同研究者と共に行なって来た集団遺伝学に関する研究成果を,酒井と共

同編集 し,文部省の出版補助費を貰って,昭和 31年2月出版 した.

土用研究員は前から引続いて,ネズミの諸系統の飼育繁殖を引受け,全国の

医学や薬学の教室や研究所からの要望に応じて,研究資料の純系ネズミを供給

する仕事を続けている.ほかに次の研究を行なった.

llt遺伝子 日本の野生-ツカネズミ亜種に,割合に多い尾が短 くなり,■

または無 くなる形質とその遺伝子 tについて,米国 Columbia大学で多年研

究されている同系の遺伝子と比較研究するため,三島,新潟,福岡などの野生

ハツカネズミを捕え,それらの持つ l遺伝子を調べている. これは野生動植

物の含む異常形質遺伝子に関する知見に貢献するものとして,興味がある.

2) 震衝を起す新遺伝子 当所で新たに現われた神経症震顔は,従来知られて
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いる類似の神経症状と違い,未知のものらしい.劣性遺伝子によるものと思わ

れる.研究中である.

3) 立板性脱毛遺伝子 これについてはすでに報告した.一応研究を完了し,

報文起草中である.

4) 偶然性瑞 飼育中に現われた偶然性癌について,種々の系統を用いて,移

植可能性を調べている.

平研究員は,前年より引続きムナスジショウジョウバエ Drosophilarufa

の集団遺伝学的研究を続行 した.そのおもな部分は,駒井 ･酒井共編 ｢集団遺

伝学｣に公表したが,なおこの種の雌に見られる二型の現象の原因となるべき

機構について,集団飼育箱を使った実験によって明らかにすることに努めた.

第2研 究 室 (岡)

本研究室はイネを中心として遠縁品種間の生理形質の差異に関する遺伝学的

研究を主題とし,同時に応用遺伝部との緊密な凍携の下に,植物の集団遺伝学

的研究を行っている.目下のところ研究を進めつつある課題の主なものは次の

ようである.

1) 雑種不稔性遺伝子の分析 イネには二重劣性の個体を不稔性にする重複遺

伝子の存在が予想されるので,その証明のための実験を行っている.

2) 種子発芽の温度反応を支配する遺伝子の分析 この実験は目下準備中である.

3) イネ諸形質の遺伝力と遺伝相関 応用遺伝部との協力の下に統計遺伝学的

方法によるイネ諸形質の研究を行っている.

4) イネの雑種集団における競争の研究 これも応用遺伝部の協同で,理論およ

び実験的研究を行っている.

5) 野生稲の集団遺伝学的鯛査 目下の所台湾に自生する野生稲集団における

各軽遺伝子の分布を調査しようとしているが,将来は東南アジア各地域にその

研究を延長すべく計画している.

第3研究 室 (酒 井)

第3研究室は集団遺伝学に関する理論的研究を目標に,木村研究員が目下米

国ウィスコンシン大学において活発に研究を行っている.

D.生 化 学 遺 伝 部

第 1研究 室 (辻 田)

本年度行 った研究は次の二つとなる.
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(1) 昆虫を材料とする遺伝生化学的研究

(2) カイコの擬似対立遺伝子群に関する研究

1) 昆虫を材料とする遺伝生化学的研究 辻田と坂口研究員は黄色致死の遺伝生

化学的研究を続行 している.黄色致死の母親遺伝に関してはすでに報告した

が,昨年度は黄体色致死系(lem/leml) と正常致死系 (+/lemL) との相互卵巣

移植を行い,母親遺伝の事実を迫証した.すなわち卵巣移植の実験結果は,黄

色致死の時期が卵細胞の遺伝子型でなく,母体の体細胞の遺伝子型により定ま

ることを示す.さらに被植母体中に発育する卵細胞のイソキサントプテリンお

よびキサンtプテ1)ンBなどの量がどのように影響をうけるかを調べた結果,

被植母体の遺伝子型により大きな変化を示 し,これらのプテリジン化合物が母

親遺伝の機構に関連をもつことを示唆した.黄色色素キサントプテ7)ンBの量

は1眼起蚕において +<lem/lem<leml/lemLの関係にあり,この色素と密接

な関係をもつといわれる Tiの量も同様の量的関係を示す. さらに産下卵の

Tiの量は +<lem/lem<lem/leml の順序を示す.従って Tiの量は黄色致死

に対-し重要な要素であることが考えられる.しかしTiの塩化物を桶体に注射

するとこれが卵中に移行するが,.この場合卵中の多量の Tiが黄色致死時期を

早める結果とはならない.この事実は黄色致死の母親遺伝には,単なるTiで

なくこれと他のある要素との結合 した物質の必要なことを暗示する.

上記黄色致死と類似の表現型を示すものは αJである.この二つが少なくと

も対立関係にないことは以前の実験により明らかであったが,ただαJが第 ⅠⅠⅠ

染色体以外に所属するということの確証がなかった.それで昨年 αJとお粥

との交雑によりこの点を明らかにした.

名和研究員は平研究員と協力してショウジョウバェを材料としてプテリジン

化合物代謝の遺伝生化学的研究を行っている.現在この-エで確認されている

プテl)ジン化合物は5種であるが,そのうち最も顕著に見られるものは,イソ

キサントプテl)ンとキサンTプテ1)ンBとである.前著は主として休部に存在

し,後者は主として眼に含まれる.眼に含まれる赤色色素はキサントプテl)ン

Bより変化したもので, この変化に sed遺伝子が与ること, また休部に見ら

れるイソヰサントプテl)ンもキサントプテリンBから変化 したもので,この反

応段階に与る遺伝子も sedであること,従って頭部と休部では同じ遺伝子の

働 きがちがうのではないかと考えられている.カイコの Iem は sedに似た働

きをもっことは興味深い.

カイコの第一褐卵が実在するか香かについては数年来の問題であり,この理

論について研究した吉川博士はいうまでもなく多少ともこれについて因縁をも
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つ辻田にとっては年来の関心事であった.幸にして昨年の実験によりこの春在

を確認しえた.

坂口研究員はカイコの突然変異体 Glossyにつきその幼虫皮膚組織に見られ

るチロシナーゼ活性と3ヒドロオキシ･キヌレニンの量について実験した.ま

た従来続行している餅麺類昆虫の越年性に関する遺伝生化学的研究として昨年

度は酢蚕の越年性不越年性と糖代謝の関係について実験を行った.

2)撫似対立遺伝子群に関する研究 辻田と坂口研究員はカイコの E遺伝子群

について引続き研究中であるが,数年前突然変異によりえた新しい ECa につ

いて乗間の点があったが,昨年度の実験で一応考えをまとめた.

HKpについての一連の実験中,ある突然変異体をえる目的で,これに Ⅹ

線を照射する実験を昭和 29年度より行 っているが,いろいろの支障により未

だ目標のものはえていない.しかし外にいくつかの突然変異体がえられ,これ

らについて遺伝行動を調べている.このうち U遺伝子群に関連している Nll

と Nl2についてはある程度実験が進んでいる.X 線照射によりえたかような
突然変異体の大部分は勢色体異常に起因するもののようである.

第2研究 室 (柿)

この研究室の当面の目標は花色に関する遺伝生化学的研究である.花色の遺

伝現象を生化学的に基礎づけるためには,花の色素そのものの生合成と,生成

色素の細胞内要因による色調変異の2つの生化学過程が明らかにされなければ

ならない.しかし,これらについてはいずれも臆説の域を出です,今日なお成

果の拠るべきものは見られない.ただ後者すなわち花色の変異については,逮

伝学では従来細胞液のpHとの関連においてこれを取扱って来たが,これとて

も今日ではすでに妥当性を失うに至 った.

そこでこの研究室では上記の2つの課題の解決に貢献すべく,前年度以来専

ら三色スミレ (遠藤)とアサガオ (阿部)を用いて各種の交雑実験に基づき,

まず色素生成と花色変異の機作を遺伝学的に窺知する方向に研究を進めつつあ

るが,同時にまた花色構成色素そのものの研究にも深 く意を用いている.この

面で本年度重点的に着手したものは青色アントチアンの本体についての研究

(林)であり, これによって花色の遺伝生化学は新たな発展段階に直面すると

考え得るに至った.

なお 30年度には,広く本邦の紅葉について色素の調査を完了し,さらに高

山植物の花や果実の色素についても広汎な研究調査を実施した.

個々の研究経過については別項にその概要を述べる.
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第3研究 室 (林)

この研究室は微生物における遺伝的変異の機構について研究を行っている.

本年度は導入現象の分析を中心として,飯野によって次の諸項について研究が

進められた.

1) 形賞導入適確の分析 細菌における形質導入現象 (transduction)は,遺

伝物質が DNA として直接にまたは phageを媒体として,一つの細胞か ら

他の細胞-伝達される現象であり,遺伝物質の生化学的特性,因子接合の特異

性,組換えの機構等の分析的研究に対して大きな貢献をもたらす可能性をもっ

ものであるが,今のところこれが新しい細胞-透過 して,その遺伝構造に体制

化される過程については殆んど明らかにされていない.この間題を明らかにす

るために Salmonella菌の PLT22phageおよび Escherichiacoli(大腸

菌)の l･phageによる導入現象について,ガラクT-ス醗酵能ほか数形質を

指標として, どのような処理条件因子が導入効率に浄して影響するかを検討

し,また中間過程としての異質因子接合体 (heterogenote)の存在を追求して

いる.

2) H-抗原相変異の遺伝的親爺 Salmonella菌の H一抗原の相変異の遺伝的機

構について尋出された2つの仮説 (STOCIくER,1949および LEDERBERG,1953)

の矛盾を解決し,より包括的な理論を導くために,導入実験および恒化学組成

培養装置によって研究を進めている.

3) 鞭毛団子群の研究 共通な或は極 く近縁な作用をもった因子が緊密な連関

群をなしている例が Escherichiacoliの糖分解因子,Salmonella菌の トリプ

Tファン合成因子などで見出され,遺伝子の位置効果,遺伝子の作用分化等の

問題に重要な資料を擾供しているが,J=項 (1)の実験において,H一抗原因子

および一部の鞭毛形成因子群の間にも同様な関係の存在することが示唆された

ので,この点を確認すべく新たに研究を開始した.

これらの研究は米国 Wisconsin大学奨学金の補助を受けて行われたもので

あり,同大学遺伝学教室の微生物遺伝研究室において Prof.LEDERBERG の指

導の下に継続されている.

耳.応 用 遭 伝 部

第 1研究室 (田中)

この研究室では主として鶏の遺伝育種学的研究を続行 している.
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1) 池の育種学的研究 (田中) 河原研究員協力の下に実施中で,前年通り産卵

性の改良を目ざして選抜を行い,か長わら卵重の増大を考慮する.産卵数につ

いては附録社団法人全国種鶏遺伝研究会記事の中に記載 したように年を追って

進歩の跡が著しい.

2) 尾長鶏の遺伝子分析 (田中) 稔合研究の第 2年目である.原産地 (高知

県)より取り寄せた純粋の尾長鶏と岐阜地鶏とのF】はすでに成鶏となったが,

尾羽に関しては小国と全く同型で,羽色は白色尾長鶏の雄を用いた場合にも全

部白藤となった.これは白色尾長鶏が白藤遺伝子を有していたことを証する.

3) Aticrome)iaの研究 (河原) 兄妹交配を行なった白色レグホーンの 1

系統から発見された致死因子で,ホモは歴子期において全部致死する.従来報

告された 7種の micromeliaとは形態的に異なるので,新しい突然変異と思

われる.

4) Drt)t<tJphih における量的形質の遺伝 (山田) 野生型より10系統の近交系

を作り,それらの間の Flの剛毛数と題長との変異度を調査し,これと近交係

数との相関を見,並びに Flと長期近交系との変異慶の比較および世代の推移

に伴なう組合せ能力の反覆性の調査を行なっている.

第2研究 室 (酒井)

本研究室は植物の応用遺伝学的研究を主題にとり,1)生物における競争,

2)育種法の理論的研究,3)量的形質の遺伝,および 4)栽培および野生植物

の集団遺伝学的研究を行っている.

1) 生物に脚ナる荒争 この研究は次のような課題に分けられ,各研究室員お

よび生理遺伝部その他の協力によって行われている.すなわち (i)競争分数に

関する研究 (酒井 ･岡),(ii)競争の働き方に関する研究 (酒井),(iii)競争力

の遺伝 (酒井その他), (iv)倍数体の競争力の研究 (酒井その他),(V)競争

による集団構成の変化の研究 (酒井その他)のほか,微生物,ショウジョウバ

エ,カイコ等についても,関係の部および研究室の協力を得て研究を進めよう

としている.

2) 育種法の理論的研究 この研究は目下のところ主に自殖性植物の育種法を

中心に行われている.その主な課題は (i)植物育種における選抜操作の理論お

よび実験的研究,(ii)集団育種法と系統育種法に関する研究,(iii)重要形質

の遺伝力および選抜指数に関する研究である.

3) 量的形質の遺伝 量的形質の遺伝研究は,次のような課題について行われ

ている. (i)タバコの紅葉に関する遺伝学的研究 (酒井 ･井山), (ii)ナスの
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量的形質の遺伝学的研究 (後藤).

4) 裁埼および野生植物の集団遺伝学的研究 これは,(i)オオムギの栽培品稜

における変異性の研究 (後藤),(ii)エノコロの野生集団の変異性の研究 (潤

井)に分けられる.

以上の他,ショウジョウバェでは,集団における遺伝子型間の競争と移動に

関する研究,オオムギおよびショウジョウバェにおける放射線の効果に関する

集団遺伝学的研究が,特別研究生の平泉,朗によって生理遺伝部第一研究室と

共同で行われている.

F.変 異 辻 伝 部

第1研究 室 (松村)

変異遺伝部は9月に新設され2名の増員をえたのみで不完全であるため,1

研究室をおくことになった.形質遺伝部第2研究室の大半がここに引きつがれ

た.主な研究題目は,

1) 一粒コムギにおける放射線葵然変異の研究 (牧村 ･藤井) 放射線遺伝学の基

礎的研究は一粒コムギを用いて行われ,玖村は主として硬軟種々のⅩ線および

γ線照射を行 って染色体異常の発生率と線質との関係を研究し (後述),藤井

と共同して遺伝子突然変異と線量や線質との関係を研究した (後述).一方,

藤井はⅩ線による集録素突然変異体の生理遺伝学的研究を継続した (後述).

分 Ⅹ 鋲実然変異年の利用 (拾村 ･藤井) 種子繁殖を行 う作物としてはタバコ
およびオオムギが,また栄養繁殖を行 う芽粂変異の誘発の実験にはグラジオラ

スやチューリップなどが用いられた.二条オオムギ数種についてⅩ線の感受性

や Ⅹ 2 における葉緑素突然変異体の発生率が比較された (後述). タバコでは

線質による突然変異の影響が研究された.また以前にえた突然変異体では,育

種に利用されそうなものについての後代検定が行われた (後述).

3) 軸蕪の三倍世育種 (松村･その他) GW 系統の耐病性品種を二倍体側の親

に選んだ三倍体組合せが初めて北海道の現地 (日本甜菜製糖会社圃場その他)

で比扱栽培された.三倍性種子の実用生産に関する基礎研究を行い,それらに

よってえた種子から･2x･3xおよび 4xの混合割合が堺足された (後述)･
なお京大理学部物理出身の近藤宗平の採用が決定し,1956年 1月 1日に

発令された.同氏は放射線の測定,放射性同位元素の取扱いなどに協力するは

ずである.さらに他の1人についても,ほ 選ゞ考が終 り三重県立大学医学部助

教授菅原努医学博士が2月には採用発令されるはずである.
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V.研 究 美 醜

さきに掲げた研究計画に基づいて昭和 30年中に実施 した研究業績について

以下その概要 を述べ る.

日 次

1. 不安定遺伝子の変異の対称性の喪失 (田中義麿)

2. 梓秦蛸の越年性に対する日長効果 (田中義麿)･

3.零染色体植物とその利用 (梅村清二)

4. カモジグサ二倍種の核型 (格村清二 ･阪本寧男) ･26

5. ネパール産カモジグサおよびその近縁種の研究 (梅村清二 ･阪本寧男)-･27

6. アサガオの日長感受性の生理遺伝 (阪本寧男)･ -･27

7. VAN DER HoEVE症候群の遺伝 (馳井 草)･ -･･28

8. 仝色盲と不完全伴性遺伝 (田中克己)

9. 人類の不完全伴性遺伝と性比 (田中克己)

10. 1)ンゲル低調溶液前処理津とその応用 (吉田俊秀 ･石原隆昭) -130

ll. リンゲル低調溶液前処理固定法の検討 (吉田俊秀 ･小川恕人) ･-32

12. X線による癌細胞染色体の切断と勧着 (吉田俊秀 ･小川恕人)･ 33

13. 肝癌発生過程の細胞学的研究,i.

ラットにおける正常肝および肝稀細胞の染色体比較(吉田俊秀･石原隆昭)-34

14.肝癌発生過程の細胞学的研究,ⅠⅠ.

ラットの肝臓の再生過程に見られる高倍性細胞(石原隆昭 ･吉田俊秀)-34

15.肝癌発生過程の細胞学的研究,ⅠⅠⅠ.

核学的にみた肝痛の多発性 (吉田俊秀 ･石原隆昭)･ 35

16. 動物不妊性の細胞学的ならびに遺伝学的研究,I.

三毛雄狐の精子形成 (石原隆昭)

17. 動物不妊性の細胞学的ならびに退伝学的研究,ⅠⅠ.

wistar-King-A 系ラットに多発する畢丸水腫について (石原隆昭)･･37

18. 動物の染色体調査,Ⅰ.

ニホンアマガェル (HyLaarboreajaponica)の性染色体 (吉田俊秀) 38

19. 動物の染色体調査,ⅠⅠ.

カブトェピ(A卓usacqualisPACKARD)の核型(吉田俊秀 ･蛭海啓行)-39

20. テン下ウムシの1種,H軸 odamiaconvcrgensの鞘趨斑紋の変異

(吉田俊秀)

21. スイバの性染色体の研究 (竹中 要)
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22. イネ科植物の核分類学的研究,ⅠⅠⅠ.(館岡亜緒)-

23. 稲の核学的研究,I.

稲の半数体の核学的研究 (竹中 要 ･胡兆華 ･館岡亜緒) ･

24. オニユリとコオニユリとの雑種の細胞遺伝学的研究 (竹中 要 ･

25. カイコのミトコンド1)アの研究 (辻田光雄)I

26. 微生物のミトコンドl)アに関する遺伝学的研究 (津田誠三)･

27. 中腸型多角体の形態と中腸円筒細胞における多角体形成過程の

電子顕微鏡的研究 (辻田光雄)

28. 中腸型多角ウイルスの添食実験について (辻田光雄)･

29. 日本産ハツカネズミの J遺伝子 (土用 清) ･

30. -ツカネズミの運動失調症 tremorについて (土用 清)･

31. ムナスジショウジョウバェ (Drosophilarufa)の平衡多型現象

(平 俊文)

32. 配偶子発育因子のポリジーン的性質 (岡 善一)･

33. イネ雑種集団における遺伝子頻度の変化 (岡 善一)

34. イネ雑種集団における遺伝子紅襖の制限 (岡 蓉-)

35. イネ品種間雑種における生産形質の遺伝 (岡 善一)

36. 台湾野生稲集団の観察 (開 き-)

37. 相互転座法によってある染色体の量的形質に対する支配力を推定

する公式 (岡 善一)

38. 卵巣移植による家蚕黄色致死における母親遺伝の追証

(坂口文書 ･辻田光雄)

39. 黄色致死奉 (lemり の遺伝生化学的研究,IV.

移植卵巣におけるプチリンの追跡 (坂口文書 ･辻田光雄)I

40. 黄色致死蚕の遺伝生化学的研究,V.

黄色致死茶系統の金属代謝について (辻田光雄 ･坂口文書)

41. 黄色致死蚕とアルビノ致死蚕との遺伝学的関係 (辻田光雄卜

42. 家蚕の第一褐卵の実在について (辻田光雄)-

43. 家蚕の E遺伝子群に関する研究 (辻田光雄 ･坂口文書)･

44. X線府射により生じた突然変異体 (辻田光雄) ･

45. 家蚕突然変異 Glossy幼虫の皮膚蔽織における Tyrosinase活性

について (坂口文書)

46. 鱗遡目昆虫の越年性機構に関する生化学的研究,II.

梓蚕の越年および不越年性と糖代謝との関係 (坂口文書)･

47･ プテリジン代謝に関する遺伝生化学的研究 (名和三郎 ･平 俊文)

48. 天然アンナチアニンのカラムクロマトグラフィ-による分離と精
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製 (遠藤 徹)

研 究 集 群

49.アサガオの数品瞳およびその Flに出現する花色素について(阿部幸薪)--･･68

50. ナスのアンTチアン色素における有機酸結合の遺伝様式 (阿部幸頼

･後藤寛治)

51.高山植物のアントチアン色素 (林 孝三 ･阿部幸顎).

52.花色変異の要因とくに青色アントチアンの本体についての研究

(林 孝三 ･阿部革帯)

53. 家鶏,Micromeliaの研究 (河原孝息)

54. タバコの二倍体と同質四倍体間の競争 (酒井寛一)･1

55.競争個体の数比の変化と競争効果続報 (酒井寛一)･

56. イネ品種の混合集団における競争力の栽培条件による変化

(岡 蓉一 ･酒井寛一)

57. イネ品種および雑種から分離した系統間の競争力の変異

(岡 安一 ･酒井寛一)

58. イネにおける雑種性と倍数性とが競争力に及ぼす影響

(酒井寛一 ･内山田博士)

59. オオムギ野生種の競争力について (酒井寛一 ･後藤寛冷)

60. 日徳性植物の集団における競争による遺伝子型間の平衡

(酒井寛一 ･平泉雄一郎)

61. 自在性植物の個体選抜における個体,系統および系統群の測定値の

重みづけ (酒井寛一)

62. オオムギ品種 ｢細梓2号｣の分化機構 (後藤寛治)-

63. オオムギ品瞳 ｢岩手メンシュアリー2号｣の集団分析 (後藤寛治)

64. ビールムギ ｢博多2号｣の地方系統間差異 (後藤寛治)-

65. コムギ品瞳 ｢埼玉 27号｣の異型について (後藤寛治)･

66. ナスの量的形質の遺伝力 (続報)(後藤寛滑)-

67. 夏相の単為結果 (古里和夫 ･鈴木英次郎)

68. 柑橘種子の多尿現象に関する研究 (古里和夫 ･太田泰雄 ･石橋憲二)

69, 葡萄の倍数体品種について (古里和夫 ･石橋鷺二 ･太田泰雄)･

70. スイカとコロシンナウリの雑種 F2について (古里和夫 ･宮沢 明)

71. 甘煮の出穂開花 (古里和夫)

72.X線の稔性および突然変異率に及ぼす影響 (松村清二 ･藤井太朗)

73. 放射線による一粒コムギの染色体異常 (玖村清二)･

･79

･81

･82

･83

･84

74. X線照射による一粒コムギの virido-albina突然変異の研究 (藤井太朗)-89

75.三倍性甜菜の実用的採種 (玖村清二･望月 明)･ ･･･190
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A.形 質 遺 伝 静

第1研究 室 (田中)

1. 不安尭遺伝子の変異の対称性の喪失 (田中義鷹)

蚕の褐円錐紋やこぶの存否を支配する主遺伝子 (L またはK)はきわめて安定である

が,それらの舞妓やこぶの数および分布を支配する変更遺伝子 (modifiers)はすこぶる

不安定であって,遺伝学上注目すべき行動をとることはしばしは報告したところである.

これら不安定遺伝子 (unstablegenes)の特徴をあげると,a)多くの世代にわたって連

続淘汰を行なっても固定しない;b)それにもかかわらず明らかに遺伝性が認められる;

C) したがって淘汰の有効なる場合が多い.

禍円やこぶの分布型の変異をポT)ジーンで説明しようとする意見に対して著者は反落

の考をもっている.反対の理由はいろいろあるが,中にも次の点が主なるものである.

a)ポリジーン説によると,二つの近交系の Flは中間性を示し斉-で,F2に最大変異

を現わすはずである.ところが不安定遺伝子では Flに最大の変異を示し,F2になって

も変異の幅が拡大しない.b)逆淘汰が有効である.

以下述べるところの実験成績もまたポリジ-I/では説明困難な事実の一つといえよう.

祖円系が著者の管理に入った十数代の聞,ある1系統 (S271,S22)では舞枚数 10

(第 4,5,6,7,8の各環節に 1対ずつの舞紋を有するもの)のものを毎代選抜採種し

たが,いつでも 10より斑紋の多いものと少ないものとが生じ,変異矩形は 10を中心

としてほぼ左右対称に分布していた.

ところがその後ある系統 (161,1621,117)において毎代演:枚数 10 (ただし1代だ

けは 10と 14との交配より,また1代は 14から採種したことがある)を選抜繁荏した

にもかかわらず,毎代 10またはそれよりも多いものだけが出て, 9以下のものは殆ど

出なくなった.つまり標準型の片側だけに限られたプラス型の不対称変異を示すように

なり,それが 20代以上も続いたのである.

これと反対に標準型よりも少ない分布型のみを示す褐円の系統は現在のところ出来て

いないが, こぶではそのようなものがある.すなわち S313,k6などの系統では,代

々 10個のこぶを有するものを選抜しているのに,毎代出て来る変異型はすべて 10ま

たはそれより少ないもので,つまりマイナス型変異である. まれに 11,12倍のものが

少数現われて,それから採種してもやはり次代以後はマイナス型に復帰する.

ここのような事実は,裾円舞紋の数が, プラスまたはマイナスの方向-の相加的ポ1)

ジーンの集積によって決定されるとしては説明できにくいことを証するもので,むしろ

不安定遺伝子が突然変異によりマイナスまたはプラスの方向-の変異性を失なったと見

るべきであろう.
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2. 昨季甥の越年性に対するt3曇効果 (田中糞庸)

A) 卵期のE]長効果について 卵斯すなわち歴子に対する日長効果の有無の決定は多

年の宿願であった.幼虫期の日長効果が単眼の光覚に依存するものでないことは,著者

の実験によって明らかとな/,たので,歴子に対する日長効果があるとすれば,それは単

眼形成前から始まることも考えられる.従って卵期の日長処理は採種後なるべく早くか

ら行ない,肺化までの被処理日数を長 くすることが必要である.

本年はこの点に十分の注意を払い,卵殻の漂白を行ない,香,夏,秋の 3期にわたり

実験したが,第 3期は仝試験区が越年楠となったのでこれを除ぎ,ここには第 1,第 2

期の結果を述べる.

第 1期の飼育は空前の好成績を示し,1試験区の健蛸数60頑を超えるものもまれでな

く,最少の区でも31頭を数えた.その上試験区数も従来に比べてはるかに多 く,卵期日

長効果の実験中最も信頼できるものであったと信ずる.

第 1表 第 1期卵期日長試験成績

卵期長日 (18時間) 卵期短日 (9時間)

処 理 法
試 数 区

越年歩合
(平 均)

A 1,2 100%

B 3,4 98.5

C 5,6 100

D 7,8 90.1

E 9,10 1Dこ)

F ll,12 62.6

G 13,14 100

H 15,16 87.0

1 17,18 100

平 均 93.1

試 数 区
越年歩合
(平 均)

19,20 94.1%

21,22 95.2

23,24 90.5

25,26 92.5

27,28 89,2

29,30 77.4

31,32 91.0

33,34 91.3

35,36 82.8

89.3

この結果は大体において卵期長日の方の越年歩合が高 くな/)ているが,処理 D,F,H

では道であり,卵期長日と卵期短日との相対応する各区間の差の有意性を見ると

1.183で,自由度8に対する tは 1.397(p-0.2)より小さく,有意の差があるとは認め

られない.

ところが第2期では次のような結果が得られた.

第2表 第2期卵期日長試験成績

卵期長日 (18時間) 卵期短日 (9時間)

処 理 法 試 験 区 腎 ,Syrg 試 験 区 腎 ,5,I,q

A 1,2 100% 9,10 100%



研 究 紫 蘇 25

B 3,4 71.6 11,12 100

C 5,6 39.0 13,14 94.1

D 7,8 7.1 15,16 59.4

平 均 54.4 88.4

今度は第 1期とは逆に卵期長日の方の越年歩合が高 く,短日の方が低･く前年の結果と

一致したI EDD-4･120となり2-5% 水準で有意と見なされる･
かくして今回もまた判鎗たる鮎論を下すことができなかったが,著者としては第 2期

実験の卵期日長処理日数が,第 1期の8日に対し4日間であったこと,作柄が第 1期よ

りも劣り,平均健蝉数 27.1頭に過ぎなかったことなどから見て,第 1期の成績の方に

多 くの信頼をおきたいと思う.

B) 反覆処理試験 新たに設置したタイムスウィッチを利用し,第 2期には明2時間

～曙1時間または明1時間-曙2時間の1日8回反覆を幼虫期の仝齢にわたって行ない,

第 3期には明 2y2時間-暗 y2時間と明 y2時間-暗 2% 時間反覆とを実施した.

第 3表 第2期反覆処理試験

明2-a.tY･1反覆 明1-暗2反覆

卵期日長 読 i-区~ 密 密 試 験 区 腎 ,Syrg

長 33,34 0% 35,36 0%

知 37,38 5.0 39,40 24.3

平 均 2.5 12.2

第4表 第3斯反覆処理試験

明2y2.-暗 1/2反覆 明y2-暗2y2反覆

卵期日長

試 験 区 腎 ,SEi 試 験 区 腎 ,lSy;g

長 35,36 0% 37,38 41.7%

短 39,40 17.1 41,42 43.0

平 均 8.6 42.4

以上の結果によると,明2-曙1の1昼夜の明暗時間数は16時間と8時間であり,覗

1-曙2の場合は明8時間,暗 16時間であるし,明21/9-時 ちらの処理は明20時間と曙

4時間,明 y2-暗2y2の処理は明4時間と暗20時間であるから,大体において光線の照

射を 8回に区分して実施しても長日効果は著しい影響を受けないが,短日効果は明時間

の介入によってかなり抑制されるものといえる.

第 2研究室 (木原)

3.零染色体繍物とその利用 (栓村清二)

五倍コムギ雑種 (Tritic従mPOlonicumXT.Spelta)の子孫から育成した等染色体植物
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(20ⅠⅠ)は,Dゲノムの1舟の染色体を失った替性で7種類あり,その失った染色体によ

って a～g-憩性とよぶ.SEARS博士は同氏の育成したパンコムギ (ChineseSpring)よ

りの零染色体植物のうちで,Nulli-ⅩⅤⅠは筆者の g一憩隆に当ることが,同博士よりの再

度の分譲材料からも証明された.また Nulli-ⅩVIIは C･隻性であり,SEARSの結果とも

一致する.その他の嬢性の分析は続行中である.

一方 a～g･憩性から出現する a～g一五態 (2n-42)の増加した染色体を分析するため,

SEARSの Nulli･Ⅰ～ⅩⅠV との交雑が部分的に行われた. これらの結果からa･互態が a一

簸性より増加した aA-染色体は SEARSの VIIであり,C･互態がました Ĉ は IIIであ

ることが前年に証明された.本年にはNulli-Ⅰと7種類の亘態との交雑を完成し,f一互態

のました fzlが Ⅰであることが判った.次には Nulli-ⅠⅠと各亘態との交雑が進んでい

る.

a～g･憩性を利用して D ゲノム染色体上にある遺伝子分析を行う目的で,T.comPac-

tum と7種類の碧性との F2が調査されつつある.その結果,密穂遺伝子 Cは e･染色

体にその座を占めると想像される.

4. カモジグサ二倍積の核型 (栓村清二 ･抜本寧臭)

橡村 (1949)の研究によって Agrobyronglaucum (2n-42)および A.elongatum

(2〝-70)が二粒系および普通系コムギと共通にもっているゲノムは B であることを明

かにした.McFADDENおよび SEARS(1946)は A.triticeum がBゲノムだけを有す

る二倍穐であると想像した.この推察の成香をきめ,コムギの Bゲノムの起源を蘭べる

ために,カモジグサ属の二倍体を集め,その核型を研究した.A.iriticeum は第 1図の

第 1図 A.tyiticeumの

根端細胞染色体 第2図 A.elongaium の根端細胞
(×col1200) 染色体 (×ca.1200)

ごとくすべての染色体が小形で subterminal の狭窄を有する.これは Bゲノムの染色

体がすべて medianまたは Submedianの狭窄を有するという従来の研究には符合しな
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い. これに反し二倍種の A.elongaium は第2図のごとく, ほとんど medianおよび

submedianの狭窄を有する大形染色体を有し,コムギの染色体ににている.これらの観

察から McFADDEN および SEARSの推察は正しいとはいえない･

5. ネパール産カモジグサおよびその延線鶴の研究 (牧村清二 ･版本乎男)

1952-53年のネパールヒマラヤ探検隊によってカモジグサ (Agyopyron)3撞,エゾ

ムギ (Etymus)2種およびヤマカモジグサ (Brachybodium)1種が採集された. これ

らの植物を細胞学的ならびに分類学的に研究した.

Agropyronsemicostaium NEES･は染色体数 2n-28の四倍体で,すべての染色体

は median または submedianの狭窄を有する.その分布も広く,形態的には A.cili･

areFRANCH.,A.yezoenseHoNDA など日本産の Roegneria節の四倍体に類似 し,

これらの近縁種と想像される. 日本産カモジグサ (A.tsukusienseOHWI)は以前には

A.semicostaiumNEES.と呼ばれたが,これは六倍種でネパール産のものとは明らかに

異なり,大井 (1953)の分類の正しいことが判った.

その他の植物の採集地とその標高および染色体数を次表にまとめた.

種 名 採 集 地 染色体数(2タI)

A.semicosiaium Pisang(3,084m),Thonje(2,023m)

Manasulu(ca3,500m),Gab(2,129m) 28

A.Gmelz'ni Annapurnaベ ー ス キ ャ ンプ (Ca3,500m) 28

A.striatum Pisang(3,084m)

E.dahuricus ll ( ll )

E.sibiricus ll ( II )

B.sylv.var.loz. H ( rl )

A.siriaium NEES.は他の2種とは穂の形態がことなっている.Elymusdahuricus

TURCZ.および E.sibiricusL.はともに六倍体で形態的にもよく似ており満州,朝鮮

などにも広 く分布 してい る植物である. ByachypodiumsylvaticumBEAIJV.var.

lozonienseHARA は二倍体で,その染色体は Agrobyronや Elymusに比して非常に小

さく,また n-9の基本数を有する植物で,上述の各種とは著しく異なる.

6. アサガオの日長感受性a)生理遺伝 (阪本寧男)

典型的な短日植物であるアサガオの分布地を異にする6系統 (緯度 N280 ネパール産

野生4系統,N 400北京郊外の野生型 ｢テンタン｣,本邦塵栽増穐 ｢ムラサキ｣)を 30

oC,80% RH の調節温室で生育させ,自然日長の変化に伴う主軸の着菅開始節位によっ

て各系統の日長感受性を調査し,その分布地との関係を考察した.

実験は 1954年 12月 22日より 1955年 12月 1日まで9回おこなった.一般的に

は･日長が長くなるにつれて (1)主軸の着曹開始節位は上昇する.(2)その節位の個体

間の偏れが大になり (3)系統間の差も大となる.
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次に6系統間の差異をみると, (1)ネパール産4系統はすべて同じ傾向を示す

｢テンタン｣｢ムラサキ｣およびネパール産の僧に, 日長感受性が著しく低 くなる
三島 (N350)の自然日長の変化に伴って, (1)主軸の着菅開始節位は変動する

)

た

パ

は

ま

ネ

-ル産のものは夏至前後の最も長い日長下では主軸に着菅しない.

各系統の限界曙期を以上の結果から推定すると,ネパール塵10時間前後,｢テンタン｣
8時間半以下,｢ムラサキ｣9時間半以下と考えられる.用いた6系統の生育地における
自然日長の生物学的時期 〔24時間-(自然日長+常用薄明障)〕を算出し,各系統の限界曙

期と考え合せると,北に産するものほど限界時期が短い.すなわち. 日長感受性が大で

あり,その生育地の環境に密接にむすびついていることを示す.

この感受性の内的要因を調べるために,ネパ-ルの1系統と｢テンタン｣および｢ムラ

サキ｣を相互に交雑し,それぞれの F.植物の着菅開始節位を調査した.Flはほぼ両親

の中間の感受性を示し,また正逆交雑により差のないことが明らかとなった.

第 3研究室 (駒井)

7.VAN DER 土工OEVE症候群の遺伝 (駒井 卓)

青色輩膜を主徴とし,ほかに骨質脆弱,難聴等をも併有する VAN DER HoEVE症候

群については,従来多 くの研究があり,家系の発表されたものは,わが国だけでも70に

上る.その遺伝は型的の優性常染色体性遺伝子によるもので,浸透率はかなり高い.医

学博士国井彦十,同尾崎安之助両氏が多年に亘り調査した山形県寒河江地方在住の一族

について,その遺伝様式を調べた. この家系は従来発表された同症候群の何れの家系よ

りも大きなものである.

このため,ほかに参考として, 自ら溶津三島地方に在住する同病の一族を爾べ,また

京都府立医科大学の研究者等が最近研究した未発表の滋賀県在住の一族に関する資料や,

内外の諸文献をも用いた.

その結果, この症候群の遺伝についての従来の通説の正しいことを支持することにな

った.すなわち, これらの諸症候は,同一常染色体性優性遺伝子の多面発現によるもの

であることを推定したのである.

ほかに同様の化骨異状の胎児に現われるもの,すなわち先天性化骨不全症と名づけら

れるもの, またその出生後間もなく現われて,著しい不具を起すものも,一般 vAN

DER HoEVE症候群に見る比較的軽度の骨質脆弱と,恐らく同一遺伝子,または複対立

関係にある遺伝子によるものと推定した.そしてこのうち先天性のものは確かに人類の

致死遺伝子の一種に属することを知った. これらの知見の上に,デンマークやスエーデ

ンで調べられた先天性化骨不全症の出現額度により, また日本におけるこの症候群病者

の比率から,この遺伝子の突然変異率を,あらまし算出して,各代毎に 4×10~5という

数値を得た. これは己知の人類の諸遺伝病の遺伝子,殊に先天性四肢短縮症などのそれ

の突然変異率と.甚だ近いことに注意される.
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8.全色富と不尭全伴性遺伝 (田中克己)

人類の不完全伴性遺伝については HALDANE (1936)以来多 くの研究が行われたが

一方には細胞学者の間に有力な反対説もあり不明の点が少なくないので. HALDANEの

説を再検討する必要があると考え,国内で得られた仝色盲の症例85家族を分析した.本

症など不完全伴性劣性形質の研究には血族結婚家系が最も通するので, この点わが国は

恵まれている,

家系の中で,血族結姫から生れ,しかも両親の血縁関係の明らかなものが20同胞群あ

り, このうち患者の父方の祖父を通じて血縁の場合 (P家系群)が 12同胞群で同胞の

内訳は正常男 (a)15,男患者 (b)18,玉常女 (C)17,女息老 (d)12である.患者の

父方の祖母を通じて血縁の場合 (M 家系群)は8同胞群で正常女 (a)ll,女患者 (b)

ll,正常男 (C)15,男患者 (d)6から成る.両群を合計すると (a)26, (b)29, rc)

32, (d)18である. HALDANEの式を用いて交叉価を求めると, (b) と (d)からx-

d/(b+d)-0.3830, (a)と (C)か ら x-(2a-C)/(a+C)-0.3448, 両者 を組合せて

∫-0.3786士0.0667を得る.方向は不完全什性説と一致するが ∬-0.5との差は標準偏

差の 1.82倍で有意水準に達しない.

次に上記の 20同胞群を除き,同胞数2人以上で健著と病者の数が明らかなもの26家

族につき FINNEY の第 1津を通用した.

連関点数 (linkagescore)の合計 S(A)-十15.55554.報知量 (amountofinform-

ation)の合計 S(K)-56.00002,標準誤差は tS(K)書手-7.483. これよりJ-15.55554/

7.483-2.08.これは 1.9% より低い確率に相当し統計学的に有意である.

x- 日 1-(≡(釣 り

から交叉価を求めると ∬-0.2365.

このように今回の分析も,前に報告した仝色盲患者の性比が非血族結婚に比べ血族結

婚の子に著しい女性超過を示す事実と相ま/)て,全色盲の不完全伴性遺伝説に有利な結

果となったが,なお今後研究の余地があると考えられる.

9. ^貫の不尭全伴性遺伝と性比 (田中克己)

MACKLIN (1944,1952)は色素性乾皮症の家系分析で,患者の父がその父方から病的

遺伝子を受けとる場合には (P家系群)男児が女児よりも多く生れ,そのために男患者

が比較的多くなり,患者の父の母方から伝わる場合には (M 家系群)逆になることを示

竣した.

両親の血縁関係の明らかな全色盲家系例では前節で述べたようにP家系群 (男 33,女

29),M家系群 (男 21,女 22)とも男女数に有意の差はない.

次にこれ以外の家系を (A)同胞中,患者が男のみの家系 (大部分 p家斉群と思われ

る),(B)患者が女のみの家系 (大部分 M家系群であろう),(C)男女の患者を含むも
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の,の3群に分け男,女児期待数を観察数と比較した.A群についで言えは MACXLIN

は弐 r-Ps/(1-が)を用いて 1家族当りの平均男児数を計算したが (式中 タは男児が

生れる確率でほぼ 0.5,Sは同胞群の大きさ),この式は男児を少なくとも1人含んだ家

族に通用するもので,A群のように男患者を少なくとも1人含み女患者を1人も含まな

い場合には正確でないから次のように改めた.A群のうちP家系群の1家族当り平均男

児数は

r- 哩 4̀:禁 -:;sL13tX)3S:lI ･.(1)

で与えられる (式中 ガは交叉価).少数ながら含まれる M 家系群の平均男児数は

Y,- sf2(3+芸.-ニ;Si237x'38~1‡ -(2,

B群は大部分 M家系群に属し,その平均女児数は式 (1)から得られ,P家系群の方

を式 (2)によって計算する.Sが等しければ r′は常に Y よりも大きく,交叉佃 xが

/J､さいほど両者の差が大きい.X-0.5のとき r-r′である.

仝色盲で ∬-0.5と∬-0.2の場合につき期待数と観察数を比較すると

観 察 数 期 待 数 期待数(x-0.2,
(x-0.5) 式 (1)より)

A 群 男 児 数 40 41.650 38.494

B 群 女 児 数 26 23.704 21.881

でともに有意の差はない.∫-0.2の場合は息者を全部非交叉型と仮定したが,実際は交

叉型も少数含まれているはずで,この家族は式 (2)で計算すべきであるから,これを考

慮すると期待値はさらに観察数に近づく.即ち仝色盲では性比 (正常者を含めた)の異

常は証明できない.

同じ方津を MACXLINの色素性乾皮症の姿料に通用するとx-0.5の場合A群の男児

観察数 125に対し期待数 124.061,B群の女児数 96に対し期待数 91.145でともに良

く一致し,交叉価を ∬-0.3または 0.2としても同様で,やはりMACKLINの説は当

てはまらない.

B.細 胞 達 伝 部

第1研究室 (吉 田)

10. I)ンゲル低駒溶液静処理法とその応用 (吉田俊秀 ･石原瞳昭)

l)ンゲル低調溶液で前処理をなし,それでもってラットの清原細胞および吉田肉腫な

どの腹水性細胞の染色体を観察する新しい方津についてはすでに発表した (吉田 1955).

今回はこの方津を他の動物の細胞および癌細胞に応用し得るかどうかを検討した.研究

の結果,リンゲル溶液の濃度を適当に変えることによって,他の多くの動物の種類にも応
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第 1表 実験材料と通用されるリンゲル溶液の濃度

動 物 お よび組 撒 (癌)の種 穀

シロネズ ミ (Ratlusnoyvegicus)

精 原 細 胞

肝 細 胞

青 田 内 膜

M T K 内 股 Ⅱ

M T K 肉 陛 1Ⅱ

弘 前 内 腔

ハツカネズ ミ (Musmusculus)

精 原 細 胞

肝 細 胞

- - )Z･, グ ッ ヒ 腹 水 横

腹 水 腹 痘 ( 衣 )

カイウサギ (Luz'uscuniculusdomesticus)

生 殖 細 胞 (精 原,精 母)

i3 (Fclisdomestica)

生 殖 細 胞 (精 原,精 母)

アヒル (Anasplatyrhynchadomestica)

雁 の 腎 臓 細 胞

ニホンアマガエル (Hylaarboreajaponica)

生 殖 細 胞 (清 原,精 母)

バッタ類 (Acrididae一般)

生 殖 細 胞 (梼 原,精 母)

適用される1)ンゲル液の濃度
(Ringer:水)

1:10-20

1:100

1:10-20

付

け
//

1:20

1:100

1:20

1:10ノー･20

1:5

1:20-30

1:50

1:50

1:100
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用し得ることがわかった.実験に用いられた動物と, その通用濃度を表示すれば,第 1

表の如 くになる.

筆者の研究に先だって低調溶液で前処理をして染色体を観察することは,すでに MA･

mNO& NISHIMURA (1951,水処理おしつぶし津), HuGHES(1952,NaClを含まな

いタイロード液を粗放培養標本に用う),HsU&PoMERAT (1953,NaClを含まないジ

ャイ液,範織培養)等によって研究されており, また筆者 (1955)の研究 と同 じ年に

WAHRMAN&ZAHAVI(1955)は低謁タイロー ド溶液を,ScHMIDTKE (1955)は低調

食塩溶液を,筆者と同じにおしつぶし標本に用いて,染色体を観察する方法を発表した.

しかし動物の種類,粗織の種類等の差異によって,使用する塩溶液の濃度を変更して使用

したのは,筆者等の研究が始めてである.塩浴液の濃度を動物の材料の違いによって変

えか ナれほならないのは,それらの材料の種類によって,細胞の物理的,化学的或は生

理的条件が違うためであろうと考えられた (詳細は ｢染色体｣に掲載予定).
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ll. I)ンゲル低的溶液曲処理固定法の検討 (吉EEl俊秀 ･小川忠人)

研究者の1人,吉田はアセ トオルセインによって核を染色する時に,凍釈リンゲル氏

液で予め細胞を処理すると,従来の方津によるより鮮麗な標本を得ることを発見しこれ

を慣用して来た. かかる前処理の作用機序を明らかにし, その結果から導いた標本作製

に最も通する新処方液を調製する目的で, ラットの吉田肉腫,腹水肝癌(No.7974)およ

びヒナバッタ (Stauroderusbicolor)の生殖細胞を材料とし, まずリンゲル氏液等を構

成する無機塩類 KCl,NaCl,CaCl2,MgC12と,さらにその類似塩化物 FeC12,FeC13,

AIC13の個々の作用について調べた. 塩化物のみに限ったのは,第 1にリンゲル氏液を

発展させるという観点からと,第2には介入を予想される複雑な附帯条件を避け, 陽イ

オンの比較だけで成績が検討できると考えたからである.

実験の結果は表の如 く,リンゲル氏液中の KClは本目的には必要のないこと,吉田肉

鹿には NaClの Nl1,000搾液および CaC12の N/100溶液が,腹水肝癌には CaCIzの

N/100溶液および MgC12の N/100溶液が最適であり,ヒナバッタの雄の生蒋細胞には

FeC12の N/10,000溶液および AIC13の N/1,000溶液が好結果を示した.

第 1 表

Bl 1/100N

肉 1/1,000N

鹿 1ノ′10,000N

腹 1ノ10N

水 1/100N

環 1/.10,000N

ヒ
ナ

バ

ッ
ク

1/10N

lJ100N

十

一

≠

十

十

二

一

I

I

+

l∫l,000N + ≠

1/10,OCON # +

巾 染色体のひろが りやは ぐれが頗めて良好. + 淡色体のひろが りやほ ぐれがやや良好.

従って染色体のひろがりやほぐれに対し最も良好な成果を収める低調処理専用液とし

て次の処方を得た.

吉 江I 内 膜 用
ic"aacc.12 lil;ll:.00二 浪 合



腹水肝信用(No.7974)

ヒ ナ ノヾ ッ 弓

研 究 業 締

CaC12 1/100N
浪 合

MgC12 1/100N

FeClZ 1/10,000N
艦 合

AIC13 1/10,000N
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なお材料により適した塩化物の種類および至通準慶に相異のあることは,それぞれの

癌や動物の種類によって,染色体の物理的化学的性質組成に違いのあることが凍えると

共に,低謝処理の効果が単なる物丑的現象によるのみではなく化学的作用をも見逃せぬ

ことを示している.

12.X 線による稀細胞染色体の切断と融青 (吉田俊秀 ･小川恕人)

癌細胞に特有なる染色体構成を破壊し,或は変化せしめようという実験目的を立て,

ラットの吉田肉腫を材料としてⅩ線の照射実験を行った. X線が染色体を切断し,或は

敵意を生ぜしめることは,植物ではくわしく研究されているが,動物ではこの方面の研

究は少なく,特に癌細胞に対しては見るべき業績は殆んどない.一般に動物細胞は植物

に較べて形が小さく,染色体の詳細な観察が困難なためである.

筆者らは癌細胞の染色体が実際にⅩ線によって切断せしめ得るか,また切断した染色

体が他の染色体に結合し得るかどうかという点を,新おしつぶし法 (吉田 1955)の技術

でも,,て検討した.実験は吉田肉腫ラットに 100Y,200Y,1,000Y,5,00Or,10,000r

および 50,000Yを直接照射する方法と,腹水腰湯を硝子管に放り体外でもって 1,000r

および 50,000γ照射する2つの方津を併用した.ここでは興味ある 2,3の実験結果の

みについて報告する.

5,000γおよび 10,000γを生体脚射すると,照射直後から2,3時間目までの間は分裂

像はみられるが,6時間目では分裂像は殆んどみられなくなり,時間の経過と共に細胞数

は激減する.24時間日頃から再び分裂像が現われ始める.これは両実験区共ほぼ同じ経

過をたどった.照射直後にみられた分裂像は恐らく照射時にすでに分裂中期に入ってい

た細胞であり, この時期には染色体全体の切断が多 くみうけられた.一方,分裂の再現

期 (24-48時間目)には娘染色体の切断や染色体の融着など,興味あるいろいろな異常

染色体が高頻度に観察された.両実験区の 2頭のラットは 48時間目に死亡したので,

5,000Yの照射後,12時間目に3頭のラットに移植したが.そのうち1頭のラットにの

み移植が成功した.移植された腺癌細胞を調べたところ,殆んど全ての細胞は吉田肉腫

特有の染色体構成をもっていた. このことから放射線によって染色体異常を生じた細胞

は,増殖能力を失い,死滅するものと推察された.

50,000Yを生体照射すると,直後に染色体の著しい崩壊をみるが.一方,硝子管内で

照射した場合には,その影響は著しく少なか′,た. この理由については不明であるが,

細胞の生玉聖状態と放射線の影響に何か関係がありそうに思える.



34 研 究 紫 蘇

13.肝塔発生遇軽の細胞学的研究,1.ラッ11における正常肝および肝癌細胞の染色

体比較 (吉田俊秀 ･石原謙昭)

癌細胞の染色体構成は正常なる体細胞と較べてかなり異った構成をもっているという

ことはすでに知られている (牧野 1951,その他). このような癌細胞における核学的特

異性がどうして生じたか, またどんな意義をもつかということを究明することは,癌の

特異性を知る上に重要な問題である. この目的をもって筆者らは.アゾ色素投与による

ラッtの肝癌発生過程の細胞学的研究をなす研究計封を立て実験に入った. この研究の

第一歩として,正常な肝細胞はどんな染色体構成をもつか,すでに作られた肝癌細胞は

どんな染色体構成をもつかという点を明らかにした.

正常肝としては生後 1週間以内の幼生肝と生後 1カ月以上を経過した成体の肝切除に

よる再生肝の2種類を用いた,肝癌としては,佐々木研究所の吉田教授等によって作ら

れた移植性の腹水肝癌 (No.7974)を用いた.

幼生肝は36個から84個までの染色体数の変異が観察されたが(観察細胞数は 61個),

大部分の細胞 (33個)は,42個の染色体数 (これはラットの基本染色体数)をもってい

た.これら細胞の染色体構成は,先に吉田 (1955)が, ラットの精原細胞において観察

したそれと全 く一致した. 再生肝細胞には 2n性,高倍数性等が,高頻度に表われた

が,興味のあることは異数性の細胞もかなり多数観察された事実である.しかし42個の

基本染色体数をもった細胞が最も多 く観察された. 腹水肝癌 (No.7974)は 30個から

70個の染色体数の変異が観察されたが,48個の高異数性の染色体をもった細胞が最も

多 く観察された.これらの細胞を核型分析してみると,48個のうち 29個は棒状または

次端部附着の染色体,他の 19個は中部または次中部附着の染色体であった.興味のあ

ることは 29番の染色体は点状であり,30番のそれは,やや大きな不浄のⅤ字形染色体

であった. これらの染色体は正常肝細胞には観察することのできなかった, この種の肝

括細胞特有の染色体構成要素である.以上のような観察結果から,肝癌細胞は恐らく成

体ラッTの高異数性の肝細胞に,その発生の起原をもち,それら染色体構成中に染色体

の切断や染色体の新しい融着が起り, ここにみるような癌細胞特有の核型をとるにいた

ったものと推察される.

14.肝痛発生過程の細胸学的研究,ll.ラッttの肝瀬の再生過程に見られる高借性

細胞 (石原隆昭 ･吉田俊秀)

肝臓の部分切除を行った際に,極めて旺盛な細胞分裂によって,再生現象の起ること

はよくしられている.われわれは再生肝細胞の染色体の形態的研究を行った際に,4n

以上の高倍性の染色体数をもった肝臓細胞が高率に出現することを観察した. このよう

な高倍性細胞の出現はラットの年令 (成熟ラット),系統および肝臓切除後の時間などの

実験条件には蘭係なく,すべての材料に共通した現象として現われた (第 1表).これら

高倍性細胞における正確な染色体数の観察はできなかったが,およそ 8倍性から32倍
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第 1表 肝臓の部分切除の際に現われる 2n,4nおよび,

それ以上の高倍性細胞の出現率

系 統

e

e

w

w
wK

芸

way｡
way｡
雑

雑

勺三令
(月 )

8

5

0

0

7

8

5

4

0

手術後の 観 察 柿 果
経過時間
(時) 2n 4n

8

8

8

2

2

4

2

8

8

4

4

4

7

7

2

7

4

4

高倍性細胞
(8n～32n)

二二 一:_ ニー

43.2 32.4

44.0 38.0

40.0 42.2

24.6

20.0

18.0

17.8
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親寮細胞数

0

3

7

5

nU
0

0

0

0

5

4

3

7

5

5

5

5

5

2

1

性のものまであった.

2n,4nおよび8nの間には染色体の倍加と関連して細胞自体の大きさもほぼ平行して

倍加していた.しかし,それ以上の高倍性細胞になると染色体は一般に細 くなり,正常細

胞にみられる染色体の娘染色糸とほぼ同一の太さであり,しかも細胞自体 4nおよび 8n

性の細胞とほとんど同じ大きさであった.すなわちこれら高倍性細胞は,染色体の数の上

では倍加の関係にあっても量の上においては決して倍加の関係にあるものではない.

以上の観察結果から,肝臓における倍数性細胞には少なくとも2つの型がある.1つは

染色体の数と量が平衡して増加するもの (4nおよび 8n性細胞に見られる)と,他は染

色体数のみの増加が起り, 量の増加はこれに伴わない (8n以上の高倍性細胞に見られ

るもの).このような2つの異った型の倍数性細胞がどうして生じたか,またこれらが再

生現象に対してどんな意義をもつかということは現在のところ不明である.今後もっと

くわしく追究していく予定である.

15. 肝癌発生過程a)細胞学的研究,)ll.核学的にみた肝癌の多発性 (吉田俊秀 ･石

原隆昭)

筆者らは D.A.B.(バター ･イエロー)をあたえた雑系ラットの1個体に肝癌を発生

せしめ得た.この原発肝癌の染色体研究から次に述べるような,2,3の興味ある結果が

得られた.この個体は肝臓の第 1葉に2個,第3葉に2個,合計4個の灰白色の大きい

結節状の腫癌が見られた. これらの個々の腫癌について,染色体の観察をなした (第 1

義).

No･1鷹癌 (第 1葉に現われた1個)は 4n性細胞が過半数を占めている,染色体数

の変異の幅が大きく,現在のところいまだ一定の核型を見出しえなかった.またⅤ字形

のような特異な染色体も観察されなかった.No.2慮疹 (第 1菓)は 2〃細胞が最も多
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( ):最も高頻度に存在した染伍体数.

数存在しており,前者と異った細胞の構成をなしている.染色体数の変異も大きくみら

れるが,41本の染色体をもち,そのうち1本は大きなⅤ字型染色体を含む細胞 (24.8

%)が最も多 く観察された.これらの細胞の外に42本の正常細胞と全 く同一な染色体構

成をもつ細胞 (16.2%)も観察されたが, これが果して癌化した細胞であるかどうかは

疑問の余地がある.No.3腫癌 (第 3菓)は 2nと4n性細胞がほぼ同頻度に存在す

る細胞集団からな/,ていた.染色体数は大きい変異が存在するが,81本の染色体数をも

つ細胞が比較的正常に分裂し最も多数観察された (32.0%).No.4腫癌(第3菓)を構成

する細胞はほとんど全てが 2n性細胞よりなっているが,詳細なる核型調査はできなか

った .

以上の結果のように原発した肝癌は,その発生した場所によって,その細胞構成を異

にしているように思われる.このことは 1カ所に発生した肝癌が他に転移したものでな

く,異一)た場所において独立的に発現したものであるということが想像でき,肝癌の多

発性を核学的に証明し得たものといえよう. また同一場所に発生した癌 におい て も,

2n,4nおよび高悟性等の細胞が首尾在していたが, これら全てが腫癌細胞であるという

ぎめては現在のところできない. ある細胞は癌化しているが, ある細胞は単なる再生現

象の過程にあるものかも知れない. しかしそれらのうちで,特異な染色体構成をもち,

しかも最も高頻度に観察された細胞が癌化した細胞であるということは,われわれの過

去の撞験からして想像に難 くない.

なおこれらの研究は今後も例数を重ね, ち/)と確実なデータ-を数多 く集めるよう現

在研究続行中である.

16.動物不妊性の細胞学的ならびに遺伝学的研究,1.三毛堆猪の精子形成 (石原徒昭)

昨年度は三毛雄猫 5個体の精巣の組織学的研究の結果について報告した.今年度はさ

らに1個体の三毛雄猫を採集し, また昨年度観察した2個体のうちで,のこっていた右

側の畢丸2個を採集し,合せて3個体の精巣について観察を行一,た.

著者が今まで観察した 6個体の三毛雄猫精巣の形態学的所見を総括すると第 1表のよ

うである.No.1,No.2,No.3および No.5個体においては生殖不能の形態的特徴

であるところの,生穂細胞の欠除または生庶細胞の発達停止などの諸現象が観察された.
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第 1表 三毛雄猫における精巣の固定時期とそれらの組織細胞学的所見

37

No.1 少数の積憤細胞

No.3 10 8 /54 少数の梼原一細胞

3 9 /54 俸 一括位細胞

9 4 /55 多数の精子
No4

No 5

3

/I ;

右 弓 14 6 ′55

No･6 . 32 5 /55 [多数yj精子

7.-i:̂二側窒丸,L/.':-/i側掌丸.

しかしながら,No.4および N0.6の両個体においては,生殖細胞の発達は正常に進行

し,精子の形成が認められた. N0.4においては昨年度の報告で生植細胞の発達が悪く

生曙不能の形態的特徴をもつと記載したが,それは単に生後 3カ月における幼君な精巣

の形態的特徴にすぎないということがわかった,

この 2個体の三毛姫猫が生想力を有するかどうか全く明らかではないが,形態学的所

見からすると,生硬力を有していたと考えて差しつかえはない.

No.4および N0.6の両個体の生括細胞で,染色件を観察した.精原細胞は 2n-

38,n-19で ⅩY 性染色体を認めた.第一精母細胞においては 18対の常染色体と1対

の性染色体を認めた.XY 染色体においては X は細長くY は短い染色体であった.こ

のような所見は正常雄猫の生徒細胞の染色体と全く同一であ-,て両者に差違を見出し得

なかった.

17.動物不妊性a)細胞学的ならびに遺伝学的研究,ll.Wistal'･7iil1g･A 系ラッ

トに多発する華丸水腫について (石原敵将)

wistar-King-A栗ラットは米国のウィスター研究所より北大牧野教授によって輸入さ

れたラットで,それらは Dr.KING によって 160代に及ぶ兄妹交配が続けられた貴重

なものである. この Wistar-King-A系ラッTに極めて高率に畢丸水腫の出現が観察さ

れた.その出現率は第 1表の通りである･

wister-King-A系ラッtにおける高率な出現がどのような原因によるか,例えは･ 日

本に輸入されたために起った還鏡変化 (飼育管理,気候風土)によるものか,外傷等の

二次的な原因によるか,それともラットの遺伝的性質によるかは全く明らかでない･ し

かしながら皐丸水魔の出現が Wistar-King-A系に限ざられ,しかも少数ではあるが

wistar-King-A系とWayne系の雑種第 1代にも皐丸水魔の出現が見られることから,
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第 1表 各系統および雑種における皐丸水魔の出現率

系 統
年 令

(月)

皐 丸 水 脈

確 凝

WKA * 10-20 36

WKA 5- 6 0

W ayn e * * 10-20 0

W 10-20 0

雑 系 10-20 0
(W KA aXWayne?)
Fl 10.-20 2

n･:肝 諾休芸 MiR率

3 5 44

2 9 11

0 25 25

i

,..

8

8

0

8

1

0 5 5 0

0 10 10 0

0 2 4 50.0

* WIStar-Klng-A, **Waynepinkeycdyellow.

皐丸水魔の発生に遺伝的要因の加わっていることは間違いないように思われる.

葦丸水腫は生後 10カ月頃より現われはじめ 1年以後のものにはほとんどすべてに出

現が認められた.畢丸は梁液の潤潤によって正常の 5倍内外に膨大し,皐丸小葉がその

中に浮遊したような状態で存在する.皐丸水腫が長期に及ぶと生殖細胞の発達が異常に

なり,精子の形成が阻害される.そしてついには曲精細管は垂疎になり,収縮を起し,

精子形成は全く停止する.このようなラットは完全に生殖不能になる.

18. 動物の染色体駒圭,I.ニホンアマガエル (Hylaarboreajaponica)の性染色体

(富田俊秀)

両抜類において果しで性染色体があるのか, またあるとすれば一体どんな型であるか

ということは未だ決定されていない.WITSCHI(1922,1924,1933)は Bufo,Ranaの

性染色体は ⅩY 型 (8)であろうと記載し, IRIKI(1928,1934)は同じBufo.Rand

および Hylaにおいで性染色体は ⅩⅩ型 (a)であると記載 した.MAXINO (1932,
1946,1947)は Ranaの研究で性染色体は明らかでない とされ,その他 GALGANO

(1933), GoLDSCHMIDT (1920), PROKOFIEVA (1935), SATO (1933,1934), KA-

wAMURA (1939,1943), SwINCLE (1921), CHAMPY (1913), W ICKBOM (1945).

MATTHEY(1947)等,非常に多 くの研究者が両棲類の染色体を研究したが,いずれも性

染色体は不明であると記載しているにすぎない.

ニホンアマガエルの染色体は IRTKI(1930)によって研究されている.IRIKI(1930)

の研究によると,この瞳類の染色体数は 2n-24で,性染色体は大きな1対のV字形染

色体であり,雄性細胞においては同形接合型で ⅩⅩ (8)であると報告した.
筆者がリンゲル低調溶液前処理津の染色技術によって明らかにしたところによると,

この種類の染色体数は IRIKI(1930)の研究と全く一致して,2n-24であった.染色体

は全部 Ⅴ または J形である.核型を分析してみると,殆んど全部の染色体が対を求め

て1対ずつ排列することができるが,第6番目の大さにあたる1対の染色体は両者でや

や大さを異にする.一･方の染色体は正確にⅤ字形であるが,他方の染色体は,大さは前
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着のそれとほぼ同じであるが片方の腕がやや長い. これがX染色体であり,前著のⅤ字

形がY染色体であろうと推定された.

精原細胞における前期の染色体行動をみると,Ⅹ染色体だけが,他の染色体よりも早く

凝集し,他の染色体からはっきりと区別がつく.この時のX染色体の大さ,および形態は,

中期において観察されたX染色体と全く一致した.雌の染色体を未だみていないので,

異常凝集する染色体がⅩであるか,Yであるかは確言Lがたいが,Ⅹ染色体は前期にお

､いてしばしは異常凝集をするという一般の細胞学的常識から判断して,これが Ⅹである

ということは恐らく間違いないであろう.

19.動物の染色体鞠奮,ll.カブトエビ (AJJu.< ((,L･rLLtl(Ll,由 PACt(ARD)の核型

(青田俊秀 ･蛭海曹行)

カアヤエビは甲殻類 (Crustacea),菓脚目 (Phyllopc･da),カブトエビ科 (Apodidae)

に属する動物で, この科に鹿する動物の染色体は唯 1種類 (Apussp.)が MooRE

(1893)によって研究されているのみであるpMooREは卵核を詞べて,この種類の染色

体はただ1本 (2n-1)であると報告した.

筆者等は日本産のカブ下エビ (Apusacqualis)を採集し,その生態や染色体について

新しい知見を得たので, ここに報告する.材料であるカブトエビは沼津市北部の水田中

より採集された. この種類は従来中部以東に分布することは報告されなかったが,今回

の採集で沼津にも臨乱していることがわかった.採集された 43個体のうち,34個体は

姓で,残り9個のみが雌であった.カブトエビ科は一般に雌が多く,雄は極 く少ないと

いわれている.上野 (1925)は本種の45個体を和歌山県 (7月)で採集しているが,そ

れらの仝個体が雌であったと報告している. しかし溶津で採集された材料では,雄の方

がはるかに多かったということは興味がある.

この種類の染色体は非常に′トさくて,観察は困難であったが, リンゲル低調溶液前処

理固定法とアセト オルセイン染色法でもって,染色体をきれいに観察することができ

た.観察の結果,精原細胞の染色体は明らかに6対~,12本であることがわかった.それ

らのうち, 1対はやや大きなⅤ字形染色体であり,他は小型のⅤ字形或は棒状の染色体

からなっていた.雌の染色体は材料の都合で観察することはできなかったが, MooRE

(1893)が報告した 2n-1という染色体数は恐らく観察のあやまちであろうと思われ

る.

20. テントサムシの1種,HILJpOdq,IILia coyI,L･elyeJLt<の鞘海摂政の変異

(富田俊秀)

材料に用いたテンTウムシの1種 (HipPodamiaconvergens)は北大牧野教授が 1952

年6月に米国コロラド州,FortCollinsにおいて採集されたものである･ この昆虫の鞘

勉津紋に変異のあることは,すでに KEl･LO3G& BELL (1904), JoHNSON (1910),

SHULL (1944,1945)等によって研究されている.今回は牧野教授から送られた578個
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体の材料について,鞘麹斑紋の変異を謝査し,前研究者のそれと比較研究した.

班紋変異の分類は KELLOGG&BELL (1904)の方法に従って,斑紋を大きく4Class
に大別し,それらを更に31の subclassに分類した.Class別にみた薮蚊の変異は第1

表に湛めて示した.12個の斑紋が分離して存在する ClassA の出現頻度は両研究結果

において差異はないが,班紋の結合する型 (ClassB)は筆者の材料の方が少なく,反対

に舞紋の消失する型 (ClassC)は KELLOGG&BELLの方が少なかった.なお,筆者
の材料では,舞紋が過剰に存在する型 (ClassD)は1個体も観察することはできなかっ

た (第 1表).JoHNSON は米国各地において採集された材料について舞紋の変異性を比

較研究し,採集された地域別によって,変異性にかなり著しい差異のあることを報告し,

これは土地の気候条件,特にその土地の乾湿鹿に重要な関係があると考察 してい る.

KELLOGG& BELL (1904)の材料はカリフォルニアにおいて採集されたもので,筆者と

KELLOGG& BELL との間の結果の差異は,恐らく,地域拍,気候的な差異に起因するも

のと考えられる. SHULL (1944,1945)は斑紋のあるものと無いものとの交配実験をな

し,斑紋の変異性には spotless遺伝子と,いくつかの変更遺伝子が関係していると述べ

ている.彼はコロラド産とカl)フォルニア産の両材料を比較して,舞紋の変異性と遺伝

子の関係をのべているが, コロラド産のテントウムシにおける舞紋の変異性は筆者の材

料と非常によく一致していた.(詳細は日本動物学童報(29)に発表).

第 1表 テントウムシの1種,Hyppodamiaconvergensの鞠趨津紋の

変異 (KEI.LOGG& BELL1904の結果と比較)

研 究 者

一吉 田 (1955)

KELLOGG&BELL(1904)

斑 紋 の 型 (Class別)

A B C D

86.8t2.613･6%10%
謝 査
個 件 数

578

1,035

第2研究室 (竹 中)

21. スイバの性染色体の研究 (竹中 要)

スイバ (Rumexacetosa)の倍数体および異数体についての研究は多年に亘り多数の

個体について小野,山本および筆者の報告がある.その性形質の表現はショウジョウバ

エ型であることは確定されている.なお進んでの研究の一歩として再び研究を開始した.

1) 3ai辛 の出現席 3x草,すなわち 2n-18a+2Ⅹ+2Y は野外で時折り発見さ

れる.この成因は卵母細胞或は精母細胞の不減数によるものである.すなわち,

(12a+2X)X(6a+2Y)-1 18a+2X+2Y <

或は (6a+Ⅹ)×(12a十Ⅹ+2Y)ー 18a+2Ⅹ十2Y

ただし競争授精の立場から前者の方が多くあり得る.後者は先ずないといってよかろ
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う.

野外において?株 3,328,8株 1,960および 3x宰 株7個体を調査判定した.3x李

はその成因上 Sの雛に入れらるべきものであるから,1,967個体の内に 7個体の年が

発生したことになる.すなわち 281回に1回の割合で不減数の卵核が (6a+2Y)の花

粉で受精したことになる.およそ300回に1回の割合で 2xa株中に 3x宰 株が生ず

るのである. 同様の不減数卵核が (6a十Ⅹ)の花粉で受精すれば (18a+3Ⅹ)の 平を

生ずる筈である. (6a十2Y)の花粉より (6a+Ⅹ)の花粉の方が授精鹿争 に強いか ら

3x耳 珠より3x?株が多いことは推察されるが,野外での見掛けでは後者は発見しに

くいので,その比率は決定しにくい.

2)3cr? の手課 野外にて,ギガスを目安にして採集しても3x平を得ることは困

難であるが,ギガスで結実慶の低い株を採集すると,凍れに3x?,すなわち 2n-18a

+3X の染色体構成をもつものが得られる. この植物は結実数が少ない上,その種子を

播いても発芽率が非常に低い. この子孫の成熟個体 40株の性比は 923:612:竿5

であった.その内 28株の染色体式と性指数とは,

染 色 体 式

9 14-12a+2Ⅹ

21-18a十3Ⅹ

14十1fr**-12a十2Ⅹ十1fr

16-12a十2Ⅹ+2Y

15-13a+2Ⅹ

16-14a十2Ⅹ

宰 19-15a十2Ⅹ十2Y

19-17a+2Ⅹ

20-18a+2Ⅹ

8 14-lla+Ⅹ十2Y

15-12a+Ⅹ+2Y

*数相敬敏

一
9

1

1

1

3

1

1

3

1

1

6

1

1

l

11

1

1

1

8

7

5

0

1

2

1

1

1

1.42:1

.1.5:1

1.83:1

2:1

* 6a竜 1とし,X を 1として 6a:Ⅹ浅さ求めた. ** frは染f勺体片.

すなわち,成熟個体は 2x と3xおよびそれに近い染色体式をもち, 9ぼ性指数が

1-1.17で,8ほ 1.83-2で,竿はその中間の 1.25-1.5で表現されている.

3) 43;草 の子揮 3x字 と推定して採集した材料の中に結実度の高いものがあった

ので,検壊したところ染色体式が 29-24a+3Ⅹ十2Y という 4xであった. この植物

は 3xの子孫においてもでき得るが,恐らくは共に不減数の卵核と花粉との接ノ針こよっ

てできたものであろう.上記 (1)の 3∬字 のできる機会から計算すると,およそ10万

回に1回位となる.

本植物の子孫はすべて早と耳珠のみであった. 守10,年34個体の内染色体調査済の

もの 34個体の染色体式および性指数は,
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染 色 体

9 21-16a･←4Ⅹ十Y

14-12a十2Ⅹ

21-18a+3Ⅹ

22-18a十3Ⅹ十Y

23-18a+3Ⅹ+2Y

宰 19-16a十2Ⅹ+Y

21-17a十2Ⅹ+2Y

20-18a+2Ⅹ

21-18a十2Ⅹ十Y

22-18a十2Ⅹ+2Y

21-19a+2Ⅹ

22-19a十2Ⅹ ←Y

22-20a十2Ⅹ
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L
寮

"
1

2

1

3

1

1

7

2

7

5

1

2

1

鶴 指 数

0.67:1

1:11:11:11:1

1.33:1

1.42:1

1.5:11.5:1

1.5:1

1.58:11.58:1

1.67:1

すなわち卒の性指数は 1.33-1.67であって雌と雄との中間に位置するし,早は1ま

たはそれ以下である. また染色体数は 3ガ, またはそれに近いものが大多数で,僅かに

2ガのものが見られた.

22. イネ科楯物の核分無学的研究,111.(相同亜緒)

1) ヤマカモジグサとエゾカモジグサの形態的牧赦 ヤマカモジグサ(Brachypodzum

sylvalicum)とェゾカモジグサ (Agropyronyezoense)は,属を別にされているが,外

部形態は大変よく似ており,｣､穂の各構成部分の形,大きさなどでは,エゾカモジと他

のカモジグサ属 (Agropyron)の種類の間より,エゾカモジとヤマカモジの間の方が類

似度が著しく高も､ものがある. しかるに,その染色体をみると,カモジグサ属の種類は

観察されたものすべて大型で b-7であるが,ヤマカモジグサ属の種類は小型で,基本

数は染色体数が多様のた桝まっきりしない.染色体的には両属はどうしても系統的な差

異をもつものとみなければならない.エゾカモジは大型で 2タl-28であり,明らかにカ

モジグサ属に属するものであるが,ヤマカモジは小型で 2n-18であり,ヤマカモジグ

サ属の他の種から由来したものと考えられる.そこで両種の間の外部形態の類似は,追

化途上たまたま起った収軟であろうと推定される.

2) その他 前年度にひきつづいてイネ科各群の染色体構成の調査を進め,本年度は

下記の種の体細胞染色体 を観察 した.その結果,Phyllorachis,Uniola,Sieglz'ngia.

Lophaiheyum,および Chikusichloaの分類学的位置に関して若干の知見を得た.また,

葉の解剖学的特徴の調査は,主として日本産の種類と北米産の種類 150種について行い,

PRAT(1936)の研究を検討し かつ,Chikusichloa,Uniola,Tyidensなどの諸属の分

類学的位置に関して若干の知見を得た.
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Bromustectorum 14 Chikusichloaaquatica

Loliumrigidum 14 ツ ク シガ ヤ 24

i italicum 14 PhragmitesKarka

Brizamedia 14 セ イ タ カ ヨ シ 48

Cynosuruscrisfatus 14 PanicumrePensノ､イ キ ビ 45(5x)

Festucac%liaia 14 0plismenuscom♪osiius

Podnemoyalis 35(7x) - ダ ウナ チ ヂ ミザ サ 72

Uniolalatlfolia 48 Setaria♪almlfoliaサ サ キ ビ 54

Asperellalonge-aristaia S.excurrensvar.♪auciseta
ア ズマ ガ ヤ 28 コサ サ キ ビ 72

Melicacillata 18 Paspalumorbiculare

Sieglingiadecumbens 36 コス ズ メ ノ ヒエ 60

Lophatherum sinense PhylLorachissagittaia 24
TLウサ サ ケサ 48

23, 稲の棲学的研究,I.稲の半数体の核学的研究 (竹中 要 ･胡兆華 ･辞岡亜緒)

稲の半数体の減数分裂の研究は,さきに盛永 ･霜鳥 (1932,1934)および中村 (1933)

によって発表された.前者等は第一論文 (1932)では 2個染色体や二次対合には触れな

かった.また中村も 2佃染色体や二次対合を見なかった.後に盛永と福島 (1934)は2

佃染色体1-2個の現われることを見たが,これは機会的出現か,そうでなければ固定の

不良によるものであろうと述べた.しかしその観察母細胞数 135のうち 37箇(27.4%)

という多数に接合があることを見ると,必ずしも機会的所産とか固定不良によるとかい

うべきものではあるまい.

われわれが行った稲 4品種の半数体の研究では移動期～第一後其射こおいて,多数の2

次対合と少数の接合2佃染色体を見た.まず明らかに2佃染色体を有する場合を見るに,

その全染色体 12箇が1価染色体のみの場合が最大多数で,全母細胞の約 64% に当り,

2侶染色体を1箇もつ場合が約 33% で,同じく2箇もつ場合が約 2% 強であった.外

に2価染色体を3箇もつものと, 3佃染色体を1箇もつものが見られたが,その数は甚

だ僅少であった.

すなわち盛永 ･福島 (1934)の見た 2個染色体をもつ母細胞教が仝観察数の 27.4%

であることと,われわれの見た 35% (33%+2%)とは若干の差異があるが,大体にお

いては一致するといえよう.次に2佃染色体と二次卦合とを区別せず,すべて対合とし

て見た場合について述べる.移動期においては 2(2)*+8(1)をモードとして 12(1)-5

(2)+2(1)の系列の,dia-metaphaseにおいては 1(3)+3(2)十3(1)をモ- ドとして

12(1)-2(3)十3(2)の系列の, また meta-anaphaseにおいては 3(2)+6(1)をモード

* かっこ内は接合または二次対合せる染色体数.
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として 12(1)-2(3)+3(2)の系列の染色体構成が見られた.

すなわち移動期から第一中期に進むに従って染色体問の親和力は増し,罪-後期に向

って漸減することが分る.そして移動期における最高の対合数は5個,すなわち5(2)+

2(1)であり,dia-metaphaseおよび meta-anaphaseにおけるそれは,共に 3染色体

の二次対合2組と2染色体の二次対合3紅であった.すなわち 2(3)+3(2)である.

さて2倍体において二次対合を研究した酒井 (1935)は染色体構成の系列が 1(2)十10

(1)-2(3)+3(2)であり,モードが 1(3)+3(2)+3(1)であることを報告したし,NAN-

I)I(1936)も 1(2)+10(1)-2(3)+3(2)の系列で,モードが 4(2)+4(1)であることを

見た.また奥野 (1944)は 12(1)-2(3)+3(2)の系列でモードが 1(3)+3(2)十3(1)で

あることを見た, これら3研究者の2倍体における研究結果は,あたかもわれわれの半

数体における対合の研究結果と甚だよく一致する.

すなわち彼等はそれぞれの結果から何れも稲の基本染色体数に5を推定している.令

二次対合が,か/,て相同であった染色体間の残余相同であるという仮定が許されるなら

は,われわれもまた,以上の結果から稲の染色体構成は (5十5+2),すなわち (abcde一十

a′b′C′d'e'+a′′b′/)であると考える.今減数分裂期の染色体の大きさの慣序に aを最大

とし,eを最小として符号をつけ,かつその接合と二次対合とを考膚して配列すると

aa′bb′ccc′dd/d/ee/の構成となる.すなわち稲の系統発生は倍数的起原のものと推論す

る.ただしこの起原が同質倍数的か異質倍数的かは今のところ速断することは困難であ

るが,恐らくは異質倍数的であろう.

24.オ三ユサとコオニユ1)との雑種の細胸遺伝学的研究 (竹中 事 ･片岡新二)

オニユリ (LiLiumtigrinum)の染色体について竹中 ･永柊 (1930)は 2n-36を発

見し,同質3倍体であると述べた.竹中 (1950)はオニユリは自家内ノ他家間および他

系統間の何れの交配においても結実しないが, コオニユリの花粉を交配すれば,容易に

多数の種子が得られることをたしかめた.佐藤正義 (1936)および竹中 (1950)はこの

雑種 Flの染色体に種々の染色体のものが存在することを報告した.そして竹中 (1950)

はそれらFlに種々の異常な外部形態を示すものがあることを報告した.

ユ1)属の染色体数は n-12であり,ユl)科の多くはまた n-12である.この数がユ

リ属の系統発生上の基本数であるかどうかについては,ユリ属のあるものの減数分裂に

二次対合を見ること等から多少の疑問もある.

われわれは竹中 (1933)によって示されたオニユリの減数分裂における染色体の不規

則分離が, コオニユリとの雑種において,如何様に現われるか.すなわち染色体の数と

形の分布状態を調べつつある. またそれ等と外部形態との関係を調査している.次にそ

れらの個体には発芽後生育と共に染色体数に増減を示すものがあるのでその機構を解明

せんと試みている. またそれら雑種 Flの減数分裂時の親和染色体および二次対合の研

究を進めんとしている.

ここには第 1報として今迄にしらべられた雑種個体の染色体数表をかかげる.
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* fは染色体片.

この表で見られる通り2nが 24と 36の正倍数およびそれに近いところに生育個体

が多く見られることは遺伝子の平衡上当然のことと考えられるが,2n-28の個体がい

ちぢるしく多いことは興味がある.オニユリの減数分裂では当然 〝-18の卵核が最も多

くできる等であるが,もしそうとすればコオ三ユリからくる n-12と授精して 2n-30

が最大多数とならなければならぬ.すなわち 2n-28が授精に或は生育に最適である何

等かの理由があるに違いない.

第3研究室 (辻田)

25. カイコの細胞のミT.コンドt)丁の研究 (虻田光祐)

王家薮の幼虫中腸皮膜のミトコンドl)アの微細構造について引続き研究している.

1) 組蒼切片による葡轟 円筒細胞の細胞質内 ミトコンド1)アは襲状構造に見えると

きもあるが,繊維状物 (細管状物かも知れない) がラセン状あるいは斜の方向にやや規

則正しく走りこれが交叉して網目状の複雑な構造を示すものがある.固定切片の光学顕微

鏡による観察では円筒細胞のミトコンドl)アの表面には多少凹凸を示す場合が多いが,

超薄切片においてもこの傾向が認められる. しばしは ミトコンドリアには細いものと太

いものとがあり,前著ではその内部構造は比較的簡単である.両者は発育の相のちがい

と考えられる.

細線縁を構成する繊維には明らかに周辺膜があり, この中にところどころ横昧状のも

のが見られる.繊維の下端は膜なく細胞質に連絡する.繊維の内腔には等質状の物質が

見られる.細線縁下の細胞質中にも繊維状物があり, これらのあるものが細線縁中に突

入する.この細胞質中の繊艶はミトコンドリアの幼君な細いものと殆ど同様の内部構造

を示す.

盃状細胞の大部分は gobletにより占められ,その周壁には繊維状のミトコンドリア

が gobletの内腔を規則正しくとり囲んで配列する.各繊維の太さは殆んど揃一)ていて,

断面には周辺膜があり,内部に繊維状物 (日がラセン状あるいは斜の二方向に走り,円筒

細胞のミトコンド1)アと殆ど同じような内部構造を示す.通例底部の細胞質中のミトコ

ンドリアは比較的少ない.織維層のミトコンrl)アの周辺には薄層状をなして分泌様物

が認められ,しかもこれが goblet内陸の分泌物と連絡しており,ミトコンドリアが分

泌に与る様式について示唆を与える.

2) チトクt)-ム ･オキシダーゼ 既にこの呼吸酵素が ミトコンドl)アの部分に顕著

に所在することについては報告した.
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3) コハク酸脱水兼酵素 bluetetrazolium を試薬に用いた.租撒化学的方法により

両種細胞においてミトコンドリアとコ-グ酸脱水素酵素とが密接な関係にあることを知

った.

4) ホスファターゼ 円筒細胞の細線縁は強い ホスファターゼの反応を示す･従来の

観察とちがって盃状細胞の織維層にもやはり強いホスファターゼの反応が認められた･

5) 円筒細渦の細線簸 細胞質内の ミトコンド1)ア,盃状細胞の織鮮層は形態上似通

った点とちがった点をもつが,いずれも同じ起源のものより発育分化したものであると

いう私のかつての考え (辻田 ′43)は,以上の観察からも支持される.なおマルビギー

管腺細胞の超薄切片では細胞質内の大形ミトコンド1)アが明らかに内縁に突出して列び

株推層が形成される過程を追究しうる.

23. 繊生物のミ11コンドリアに関する遺伝学的研究 (津田城三)

1) Penil/qt'lli7ulbChr.I/ROUenu〟Lのミトコンドl)ア横頼牡の内払織細構造 微生物

のミヤコンドl)アについての遺伝学的研究としては酵母では EpHRUSST;LTNDEGREN

等が,またNeurospoyacrassaでは MTTCHELLらが,ミトコンドl)アが核内優性遺伝

子の支配を受けていることを報告している.微生物の ミトコンドリアについては機能的

にも形態的にも研究が浅く明らかでないところが少なくないので, この研究では,退伝

学的研究の一環として,Penicz'llz'umchrysogenum のI-系統を用いて,超薄切片津によ

っで奄子顕微鏡で内部微細構造を観察した.

菌糸細胞内には多数のミトコンドl)ア様物が分布存在し,これは限界膜を有し,その

内部には PALADE等が高等動物の細胞で観察しているのと同様に,境南即ち‖cristae

miLochondriales=様のものが観察された.

細胞内におけるミトコンrl)ア様物の分布は,細胞内に一様に分布している像も観察

されたが,ある細胞では一部にミTコンド1)ア様物が集塊している像が見られ,細胞分

裂時には新たに形成される細胞膜の部分に特に集る傾向が見られる.Penicillium 細胞

内のミトコンド1)ア様物は直径約 0.61-0.91/上であり,PALABE等がネズミの肝細胞

で観察している直径約 0.35-0.74FLに比してやや大形であった.

Penicillium の老細胞内に観察されるミトコンド1)ア様頼粒はその限界膜は残されて

いるが,内部構造の横縞 (cristaemitochondriales)は網目状に変化しているのが観察さ

れた.この研究で Penicillium の菌糸細胞内に観察されるミトコンドT)ア様磁位の微細

構造が,高等動物の細胞内のミヤコンドl)アの微細構造と比較して,形態的に類似して

いるように思われる.

*S.TsUDA:ElectronmicroscoplCalstudiesofultra･thinsectionsinAspergil-
lus,PenicilliumandNeurosPora(I)IndianPhytopathoIJgy.XIII(2):83-93,
1955

S･TsUDA:ElectronmicroscopICalstudiesofultra-thinsectionsinPenicil-
1iumchrysogenum.(lI)JournalofBacteriology71:450-453,1956
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2) S〝(･(･tul,YY)〝blJCe.I(･ereL.ねilIeの呼吸酵素系欠失莫然変異について 酵母の呼吸

酵素系の欠失した突然変異については,紫外線,X線の如き放射線の外,euaavin,acri-

fLavinの如き化学薬剤を用いてもミトコンドl)アについての傷害を受けた変異株が有効

に出現されることが研究されてきており, こらの変異株が寒天培養基上で好気的条件で

増養された場合,正常株に比して非常に小さいコロニーを形成することから ‖petite"

と呼ばれている.

この研究は Saccharomycescerevisiaeを用いて,diploidの細胞について acriaavin

を添加した培養基に培養した際の "petite= 株の出現を試験した･培養基には Ballg

rolOの麦芽汁を用い,培養温度は 25oCである.acriaavin0.05%以上の濃度の培養基

では酵母の生育は阻害を受けたが,0.005% 以下の濃度では細胞分裂は行われた.0.005

9i,0.0005% の acriflavin 濃度の培養基で培養された材料では, 5時間の培養では

"petiteHの表現型を示す株の出現は殆んど観察されなかったが,これらの濃度で24時

間培養したものでは =petiteH株の出現は非常に顕著であった･ この外 acri触vinの

濃度が 0.00005%,0.000005%のものも同様な効果が見られた. EpHRUSSIは 10~6容

の eu爪avinを含む培養基に培養された酵母について,24時間培養されたもので 98%

のものが "petite=株の表現型を示すことを報告しており, MARCOVtCH は薬剤の存

在下で出芽分裂した酵母細胞は,結果的に `̀petite" 株になることを指摘しているが,

これらの vegetativemutantについては今後研究を進める･

27. 中腸型多角体の形態と申腸円筒細胞における多角捧形成過程の屯子顕稚鍵的研究

(辻田光雄)

中腸前,中後部に分けると一般に後部が侵されている場合が多い. しかし前,中部で

も侵されていることがあり, この場合後部は著しく白濁し,捕,中部では概して白濁の

笹慶が弱い.多角体は円筒細胞の核の上方に生ずる. しかし細胞質内の全体に亘って生

じていることも稀ではなく,またしばしは線状に違って形成されている.

多角体の外形は,中腸型のものも体腔型のものもよく似ている.ただ前者では多角体

の大きさに著しいちがいを伴うことがある.各細胞はほぼ同じ大きさの多角体が揃って

いることもあるが,細胞により大きさの異なること,一斉田胞でも大小のものが混じてい

たりあるいは小形のものが充満していることなどがある.

中腸型と体腔型の多角体との形態の相違について電子顕微鏡的観察を行った結果を要

一的すると次表の如くである.

2型の多角体

項 目 - - rい腸 型 多 角 体
体 腔 型 多 角 体

1. 多角体の形成域 .申腸円筒細胞の細胞質. 体艦組i,F･k･細胞の核.

2. 多角体の周辺の膜 膜状物が明らかでなく稀薄アルカ .)板

状物 に溶けたとき蜂巣状毒草する･
膜状物が認められる



48 研 究 費 蔚

3.__ウイ′レア?形態 二 重 毎 軽 重 ㌍粒空 確 率 車 重 頭 重 二

4.多fFJ休断面 !,).形の球状粒子が認められる. 棒状ウイル柚 子が認められる.

:体蟹白に包まれる状態が観 解 さ れ る.

核性ウイルスと細胞質性ウイルスとの関係については次の3つの場合が考えられる.

I)異なる種類. ⅠⅠ)突然変異により可逆的変換を来たす. ⅠⅠⅠ)遺伝物質的には同じである

が蓑型的なちがい,即ち細菌ウイルスにおける宿主支配による変異 (Hostcontrolled

variation)の如き現象により一方のウイルスより他方-一時的に変換する.ⅠⅤ)これ以外

のJJSi囲例えば荷主側の品種あるいは系統に基因した相違.

通例 (I)の場/かま血清学的に異なるし, (II)(Ill)と (IV)の場合は血清学的にはち

がわない.これらのうちのいずれによるかの決定は今のところ不明である.

28. 中腹型多角ウイルスの添竃美浜について (虻田光雄)

核性多角体病 (体彪型多角体病)に抵抗力の強い 1品種 (D)を用いて両型多角体ウイ

ルスの添食実験を行J,た.添食実験に先立/,て用いた材料が,冷蔵した場合,誘発 (in･

duction)によりどの程度発病するかを知るため,蟻垂より第 5齢3日目まで毎日100頭

ずつ 5oC に 36障間冷威した後飼育して発病する状態を観察した.

各齢処理を施さない区は多角体病蚕の発生を見なか′)たが,冷蔵せる区は若干の幼虫

が発病した.これらは主として体腔性多角体病であ′)た.

次に核性多角体 (この中のウイルスを NPV と略称する)を集めて,それぞれよく洗

推したものを材料として, これを席薄アルカリ溶液に溶かして桑葉に塗抹し,各齢初め

2回給与した.その結果によると,犠喪に NPV を添食したものは第 1眠末期 25頭,

弟2齢初めに添食したものでは第3齢に 12頭の体腔型の病秦を出し,その後は若干の

幼虫が発病するのみで他は異常なく発育し,第3齢期以後は添食しても殆ど発病しなか

/)た.これに対し CPV では蟻蚕添食により第 1齢末期に 30頭の中腸型多角体病杏を

発生し,その後第3齢までに悉 く発病し,これらは空頭性軟化病の外観を呈し,僅かに

食桑しながら数日ないし 10日間生存し結局衰弱弊死するものが多かった.いずれの病

泰も中腸円筒細胞に多角体を生じ,体腔組織細胞の核の侵されたものは殆んど全 く見当

らなか/,た.第 2齢斯添食のものは第 4齢期までに同様の病後を呈し,僅かに3頭のみ

結繭に至った.

第 3齢期以後 CPV の添食による停病率は著しく減ずるが,いずれも発病せるものは

その殆ど大多数が中腹型多角体病となり,極一部体脛組織の細胞核が侵されるものがあ

∫)た. この場合核を侵すものは添食した CPV によるのではなく既に体内に潜在する

NPV の誘発によるものと思われる.

以上の実験結果から見て NPV と CPV はその宿主細胞域の特異性においてちがって

いることが窺知される.
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C.生 理 漣 伝 部

第 1研究室 (駒井)

29. E]本妻ハツカネズミの t遺伝子 (土川 清)

野生ハツカネズミMusm.molossinus'の t遺伝子の検索方津およびその結果につい

ては前報で報告した.検索交配により現れた Fl無届は Musm.musculus(実験室飼

育)の厩知 i遺伝子をもつ無届系と交配してその遺伝子型をしらべた.いま Fl無届が

T/tm(trnは molossinusから見出した遺伝子記号として用いる辛)であり,あるいは im

が musculusの tの対立遺伝子であるならは,この交配から期待できるTTは致死(受

胎 11日日),T/iまたは T/i''Bは無届,i/i:'&は正常尾を表わすから,無届と正常のみ

が生じ,短属(T/.)は現れないわけである.検定交配の結果三島 (4系),新潟(2系),

有岡(1系)のそれぞれの無届は期待通りT/F'&であったことがわかり, したがってこれ

らの無届を生じた7頭の野生親は,i叫 こ関して-テロであったと考えられる.また後索

交配において imをもつ野生親(雄)からの短属 (T/+)の出現に比較して,正常尾と無尾

の現れる頻度が高い (第 1表),すなわち t7n遺伝子をもつ型の出現が多く, musculus

第 1 義 itnをもつ野生親と短尾(T/+)との交配結果

正 常 :短 鬼 無 尾

l

三 島 Ⅰ ; …8

新 潟 2 88

福 岡 1 8

7

7

1

3

1

2

11

25

1 8 16

の･f遺伝子について DuNN等が観察している事実がこの場合にもみられるようである.

このことは正常 (+/.)雌と T/Lm雄との交配実験から充分な結果を得たのち改めて論じ

たい,つぎに三島産の雄 m 309,m802と雌 m 4411, 新潟産の雄 n63,n65,福岡

産の雄 klの野生親から得た無尾同志の交配により,それぞれの無.尾系を導いて tTnホ

モの致死性をしらべた結果,いままで見出した tTn遺伝子のどれもが ホモ致死でなく,

tm/imは正常尾を有することがわかった.しかしこれらの ホモ姓の生筋力 および-テロ

(tTn/+)のそれとの比較については,いまだ検討中であり, おのおのの採集群から現れた

i)}8遺伝子問の異同についての結果とともに後日報告する.

*コ｡ンビア大学の DUNN 教授は三島の採集群よりBL.出した tm 遺伝子について
musculusの野生群からの tW 遺伝子列と同様の攻扱いで,tWIOZ=命名するよう提
案されているが,ここでは Jm を用い,いま少し検討したいと思う.
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30.ハツカネズミの運動失調症 tremorPCついて (土Jl] 清)

すでに KoBOZIEFFとPoMRIASKINSKY-KoBOZIEFF(1937)が報告している耳の異常

と類似の形質をもつ系統について,この特徴の不相称な発現様式を検討中,1953年に顕

著な体の寛厳をともなう運動失調症が現れ,劣性突然変異で"tremorH (tm) と命名し

た.tremorのホモは歩行の際,体の畏薮が明らかで,症状は "TremblerH に似てい

る.殊にある行動に移ろうとするとき,後腹の震薪が顕著に現れる.生後17日目までは

この症状を明確にみることができない. また年令が進むにつれて,後躯の軽い麻痔症状

が現れ "reelerHと同様後肢で立ち上ることが困難となり,狭い橋を "vacillansHと

同じく満足に渡り得なくなる.雄は交尾が不可能で,擬似生薙不能であるが,雌は正常で

またその子の曙青もできる.堆雌ともに聾ではなく,-テロではホモの示すような症状

が全く現れない.すなわち tremorは型と舞踏病棟疾息を主徴とする,いわゆる"walt-

zing"群の症状 (GR古NEBERG /43)とは異る.むしろTrembler,reeler(FALCONER

/50)に似た特性を示す. しかし Tr,rlとは異る遺伝子であることがわかり, "agita_

ns","ataxiaH,"duckyH,"jitteryH, vacillansH,"wobblyH,"Wabbler･le-
11

thalHとも特徴の発現がいくらか異る.最近オハイオ大学の YooN と LES(Mouse

NewsLetter.No.13,/55)が,=furlessH の研究と関係のある系統に見出している

"quiveringH (〃r)は,わずかの特徴の遠いをのぞいて tremorと酷似した症状をもっ

ている.さらに詳しく検討して報告したいと考えている.

31. ムナスジショウジョウバエ (DLやLqOPhila l･llfq,)の平衡多型現象 (乎 俊文)

ムナスジショウジョウバェの自然集団および実験結果,ならびに平衡多型現象の成因

についての分析結果は ｢集団遺伝学｣(鞄井 ･酒井共編,1956)に報告した.

ムナスジシヲワジョウバェの 自然集団における遺伝子型頻度の季節的変化を見ると,

4-5月には集団は小さいが淡色型が演色型に比して高い頻度を示し,7-9月には連に

旗色型が淡色型より高い頻度となり集団は最大になる.1952,1953年の高知自然集団で

はこの時期の遺伝子型頻度はだいたい演色型-テロが 50.8%,演色型ホモが 34.4%,漢

色型ホモは 14.8% を示した.

一方集団飼育箱を用いた大きい実験集団では,最初取合せる濃淡両型の頻度に対応し

て平衡状態における各漣伝子型の頗慶は必ずしも一致しないが,演色型-テロは 53.4-

56.796,洗色型ホモは 20.8-32.3%,旗色型ホモは 14.3-20.6% を示した.すなわち

自然集団と実験集団における溝淡両型ホモの頻度が逆の園係にあることがわかった.そ

こで自然集団では,7-9月に演色型ホモに淡色型よりも何か有利になる要因があり,他

方実験集団では逆に淡色型が演色型ホモよりも有利な要因を持っていると考え, これら

の原因が両遺伝子型の個体の生活力 (vitality)もしくは交配力 (crossability)の差にあ

るものと推定した.ところが交配カには D/a-D/D>d/d(250)の関係があり, これに

iっては実験集団における平衡状態の遺伝子型頻度の D̀/d>d/d>D/D の関係が説明で
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きない.また産卵率,筋化率には有意差がない. さらに幼虫から成虫にいたる発育率

(growthrate)の差を詞べたが,実験に使用した約 7ml.の餌に対して 100匹という幼

虫密度では明らかな差を見出しえなかった. しかし演色型は羽化期間の前半に多く淡色

型はむしろ中頃より後半に多く羽化する傾向を示した. また大きい実験集団が平衡状態

に逢した後,飼育温度を 250から 180に変えたが,平衡状態はくずれなかった. この

ようにして実験集団における淡色型の頻度が濃色型ホモの頻度より高 くなる原因を追究

する実験を重ねたが,明らかな結果を得なかった. ところが全く同じ組成をもった実験

集団 (大集団 ;小集団 10)を最初から25Oと 180の 2種類の温度条件に 2分して実

験したところ,大集団でも小集団でも,第 1表および第 2表に示すごとく,平衡状態に

おいて明らかに淡色型の頻度が異なることを見出した.大きい実験集団は前に報告した

通り最初の濃淡両型ホモを 400四とり50%ずつ範合せ,飼育要領も同一方津によった.

小さい実験集団は両型ホモの交配によってできた-テロを 50四ずつ用い,牛乳 1合瓶

を2本ずつ 2.5インチのゴム製ラジエータパイプで連絡して実験した. 250の方は 25

日ごと,180の方は 40日ごとに新しい飼育瓶を1本ずつ交換する方法で連続飼育した.

第 1表 大集団における淡色型頻度の変化 (3回反ぶ くの平均)

まま苧竺｢二 年= = す 122 153 187 240

25o r .500 .343 .282 .246 .294 .326

180 .500 .663 .507 .622 .415 .486

第 2裏 小集団における淡色型頻度の変化 (5回反ぶくの平均)

11ユニ 他 日 i'(
0 24 38 45 75 155

25o l ･500 ･336 ･275 ･258

これらの結果と,低温において発育期間が 10日以上も延長されること, および平衡

状態に逢した後に低温にしても, その平衡状態が くずれないことなどを考え合せると,

淡色型は生活力または競争力 (competitiveability),もしくは この両者において,覗

らかに演色型ホモよりも優っていると考えられる. これらの点における優位性が,交配

力において劣っているにもかかわらず,4-5月の自然集団および実験集団において,演

色型ホモよりも高い頻度を示す重要な要因となっているものと考える.

第2研究室 (岡)

32. 配偶子発雷田子のボ1)ジーン約位賢 (伺 濠-)

イネ品種間の雑種不稔性は二重劣性の配偶子を退化させる重複遺伝千 (配偶子発育因

チ)によって説明される.すでに報告したその分析の例 (育建学雑誌 2:212-224およ
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び3:23-30)は稔実性個体と半不稔性個体との明瞭な分離が見出された場合であって,

雑撞不稔性の遺伝行動は1蔽または2租の配偶子発育因子を仮定するとよく説明できた･

しかし同様な3品種間の (AXB)×C型の実験において正常花粉率の頻度分布が数個の

モードを示す場合も見出された.このような場合,関係する遺伝子の正確な分析は困難

であるが,それぞれ2対からなる教範の配偶子発育因子が存在すると仮定すると,正常

花粉率の期待分布は観察結果とよく一致することが認められた.

遠縁品種間のでは正常花粉率の個体聞変異は連続的になるのが普通である.しかし例

外的に下表に示すように,正常花粉率 95-90%,75-70%,55%,40%,30%等の個体

が不連続的に分離する場合が見出された.これらの正常花粉率は k組の配偶子発育因子

が互に独立に分離するとき期待される理論的稔実率 1,0.75,0.752-･-0.75k にほぼ一

致している.この場合には5組が存在すると考えると観察結果によく一致する期待頻度

が得られた.

F2における正常花粉率の不連続的変異の一例 (219×218:Fl正常花粉率 15%)

正 常 花 粉 率

95%90 85 80757065 605550 454035 30 25 20 15 個体数

2 6 2 4 6 1 16 3 2 5 1 2 1 1 43
観察数 ly } 一一一一一一J ､一一一一r一･････一ノ ー-･

x2-3.19
(dj,-3)

8 13 10 8 3
期待数 5.68 14.10 14.15 7.05 1.81 0.22 P>0.30

上記のような事実から見るとイネ遠縁品種の間には多数の組に属する配偶子発育因子

の差が存在すると考えられる.F2および後代における稔実率の変異が連続的になるのは

それらの配偶子発育因子と他の稔実性に関与する遺伝子の複雑な分離のためであろう.

それぞれ2対の重複遺伝子からなる配偶子発育因子の組は多数存在して量的形質として

の稔実率を支配することから見ると, Polygeneのような性質をもつといえる. それに

よる稔実率の変異は昭 29年度年報 (p.48)に報告した式に従うことが期待される.

33. イネ雑種集団における遺伝子頻度の変化 (岡 謙一)

昭和 29年度年報 (p.49)に,筆者は,ある遺伝子 A-aが 1対の配偶子発育因子

に密接に連鎖している場合に雑種の後代に期待される A-aの頻度の変化について考察

した.しかし実際には A-αと配偶子発育因子との間に組換が起る.また前項に述べた

ように遠縁品種の間には多数の配偶子発育因子が存在するから,A-a に2対以上が連

鎖する場合も考常せねばならない. これらの条件を考贋してデータを分析するため,吹

の式を求めた.ある遺伝子 A-aに連鎖する配偶子発育因子の数 (A-aを含む染色体

と組換られたとき不稔性を起す染色体の数)を m とし,4(2;'aJ.ll)-kとおく･またそ

れらの配偶子発育因子と A-aとの平均粗換率をp とし 1-2P-P とすると,Fnに
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おける AA または aaの頻度は,やや近似的であるが次の式で示される.

(巨 2ln)士 …fpp 1-(言)nJ~1I
次に受精競争によって A および a花粉の受精力が 1:1-Cであるとき Fn におけ

る各種遺伝子型の比率は次のようになる.

AA2lc(1-2nl-i) Aa2h1--1 aa三二:(ト 21-｢)

第三に雑種集団における遺伝子頻度変化の主要な原因としては遺伝子型による繁植率

の差が考えられる.AA:Aa:aaの繁殖率をそれぞれ 1:1-hs:1-SとするとFnに

おけるその比率は次のようになる.

AA1-2((1:fhhSs),nrl A a(1-2nh}1,n-1 aa (1-S'-? (Ill.-h(S2_112-S-;;in

hsおよび S に種々の値を与えて計算すると,hsの値の差は退伝子頻度の変化に斉

して影響が比較的少ないことが認めちれた.hs-0のときのFnにおけるaa個体の頻度

は次の式で示される.

2'rl(1-S)nー1-1
27- 1(1-2S)+2n-1(1-S)完-1- 2S

イネ遠縁品種間の数組合せの雑種を無選抜で集団的に筑穂し,F2-F7の各世代につい

て揮発着色遺伝子(C),モチ遺伝子 (gl),赤米遺伝子 (Rc)およびフェノール反応遺伝

千 (Ph)の劣性ホモ個体 (または種子)の頻度を調査した.上記の式を用いてそのデー

タから配偶子発育因子および繁殖率の差に関する 2,3 の母数 (k,S等)を求め,各世

代の劣性ホモ個体の期待値を計算すると,観察値とよく一致することが認められた.

3 4 . イネ雑種集団における遺伝子組換a)制限 (岡 建一)

昭和29年度年報 (p.51)に報告したように,イネ遠縁品種間雑種では独立の遺伝子の

間に組換制限の傾向が見出されることがある.F2 におけるこの現象は配偶子発育因子の

作用によって説明できる.しかし雑種の後代集団に見出されるこの現象には,前項に述

べた個々の遺伝子の頻度変化の場合と同様に,配偶子発育因子の作用と共に遺伝子型に

よる繁菟率の差その他の原因が関与するであろう.

畑 の配偶子発育因子に関する細 君 -222の Fnにおける各髄 伝子型の頻劇 ま

次の式で示される.(ただし2重優性花粉の受精力をOとする場合).

xx: 芸 ≡ 去-去 ｢ + 4(31n-2, - ul

xx: ;≡ ;: 夏… 83-21も+8(318-1)-u2I
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XI x2 XI X2 1 1

xI X2' xIJx2 一軒 ~面 二T=u3

511 ;22(半不稔) 1n1-1 -u4

この式を用いて計算すると世代の経過と共に u3および u4は 0に近づき, ulは 1/4

に u2は 3/8に近づくことが判る.従って Xl･Xlおよび x2-x2にそれぞれA-aおよび

B-bが連銭しているときには, A-aとB-bは互いに独立であるのに拘らず,その鮭換

が制限される.この際 XlとA,或は x 2とBの間の雛換は配偶子淘汰に影響されない

から,名世代における A-aとB-bとの各種取合せの頻度は ul～u年と各世代における

2対の連紫遺伝子の範換の瀕慶 (NELDER 1952:Heredity6)から,見出される.

第二に2対の独立の退伝子 A-aとB･bとの各種取合せが異なる集蒐率をもつ場合,

Fnにおける各種遺伝子型の比率は次の式で示される. (前項に述べたように-テロ個体

の繋礁率の影響は比較的少ないので,劣性ホモ個体 AAbb,aaBB および aabbの無声直

率がそれぞれ タ,qおよび Yである場合を示す.

AABB 十 去･41n
1

AABb･AaBB 去-22n-ll
AaBb

AAbb
(2n~1-1)†1-(29)nlll

4n(1-22)

Aabb-221n=111Ill_292㌢-‡

aaBB(2n11-1)_f1-(2q)n-1)
4n(1-2q)

aaBb去 †1-1'_2qZn-1)

〔AB] 巨 21n･41n

Liiil･わyA〔

-ヽ
し
ー
I
ノ

ZZ:rBE

(2'811+1)†1-(29)nrlI
4n(1-29)

(27t~1+1)†1-(2q)妃~1)
4n(1-2q)

･｡三号fI/4,',271に-2三, 2q.441:({1(!r4';i;…4-,L2宝,nr2}

品種 414(大陸群,ウルチ,赤米)と563(温帯島群,モチ,種皮無色) との雑種を

選抜を行わずに集団的に繋乾し,各世代の種子におけるモチ遺伝子 (+:81) と赤米遺

伝子 (Rc:rc)の各鐘組合せの頻度を調査した.その結果によると親品種の取合せ (+

Rcおよび gLrc)が世代の経過と共に多くなり,範換が少なくなる傾向が認められた.上

記の理論的考察に基いて,配偶子発育因子および無想率に関する 2,3 の母数の値を推

足し,各世代の期待頻度を求めて観察結果と比較すると,
よく一致するこ午が認められ
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た.イネ遠縁晶種間雑種では,多数の遺伝子に支配される生理的形質の間にも範換制限

の傾向が見出されるが,この傾向も上記と同様な遺伝的機構によって起るのであろうと

患われる.

35. イネ晶種間雑種における生産形賞の遺伝 (内 蔵-)

長,頼長および-穂粒数の遺伝を統計学的方法で裾査した.自殻は台湾の在来種(一期作

性)で,いわゆる印度型或は大陸群の特徴を示し,台中 65号は台湾の代表的蓬莱種で

日本型或は温帯島群に属する品直である.圃場試験は次のように行った. まず選抜を加

えず無徳した F2-F5の集団を同時に栽培して,その中から機会的に各世代それぞれ約

40系統をとり,次代にはそれらの F3-F6系統を FZおよび親品種と共に乱塊法で試験

した.各形質についてまず F2および F3のデータからMATHER(1949)の方法によっ

て分散成分 (D.H および E項)の分析を行った.またそれらの形質間の共分散につい

ても,同様に成分の分析を試みた.その結果見出された主要な結論は次の如くである.

1) スケール 仝形質について普通のスケールとその対数転換(変異の下端を温点とす

る)との双方を用い,各種の分散と共分散について期待値と観察値の偏差を求め,偏差

の平方和が小さい方のスケールを選んだ.出穂期 および穂数は普通のスケールの方がよ

いが,群長,穂長および穂粒数では対.数転換が必要であることが認められた.程長等で

は遺伝子間の相互作用が大きいと考えられる.

2) 遺伝子獲鉄の作用 MATHERの方津 (vF3を含んで計算する場合と含まないで計

算する場合との偏差平方和の比較)によって,各形質について連供の有意性の有無を調

査した.出穂期および穂数では連餅は有意でなかったが,梓長および-穂粒数では極め

て顕著であり,穂長にも連餅の作用が認められた.梓長等における連僕は,VF3の遺伝

的部分が VF2の遺伝的部分の 1ノ2より大きい点から見て,主として相反であると考えら

れる.おそらく遠縁品種間では各染色体において異なる位置に特長等を支配する遺伝子

が存在するのであろう.

3) 遺伝子型間の競争 昭和 29年度年報 (p.64)に述べたように穂数は著しく競争

の影響を受ける形質であって,その分散成分の分析には競争を考慮せねばならない.本

実験でも,穂数の競争分散は D項より大きく,競争を考慮しないと分散成分の分析は

殆んど不可能であることが認められた.

4) 音形資の遺伝力 上記のように スケール,連併および政争の影響を考慮して,各

形質について,D,H および E項を求め,F2の個体選抜の際の遺伝力を推定した･そ

の結果は次の如くであった :出穂期-0.823,穂数-0.090持長一0.317,穂長-0.237,

-穂粒数-0.302

5) 遺伝的相関 各形質間の共分散について分散の場合と同様に成分の分析を行い

(F3系統内共分散の平均を除外して計算),その結果から各形質間のそれぞれD,Hおよ
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び E項による相関係数 (それぞれ固定し得る遺伝的変異による相関,固定し得ない遺伝

的変異による相関および環境変異による相関)

ただH成分は標準偏差が概して大きいので.

D

H穂月日一群 長 0.613

〝 -棟 数 0.405

群 長一穏 政 一0.492

〝 一棟 長 0.568

〝 -一棟粒数 0.621

を求めた.相関係数は次の如くであった.

H相関の値は信敵性に乏しいと思われる.

H E

O.870 _rO.187

-0.706 -0.391

-0.340 0.409

0.627 0.288

0.223 0.406

穂 長--穂粒数 0.346 0.208 0.565

F4-F6のデ-タについては自然淘汰による遺伝的分散の変化を追求したが,その結果

は別に報告する.

36. 台沖野生稲集団の葡轟 (岡 霧-)

台湾の野生稲は現在桃園県八徳郷だ桝 こ見出される.栽培稲とのFlにおける染色体の

接合は正常である.したがって分類学的には栽培稲と極めて近縁であって,Oyyzasaliva

s♪onianaと認められている.しかしその性状は栽培稲と著しく異なる.野生の現地では

河中に群落をつくる多年生植物であって,種子は容易に脱落し,休眠期間が著しく長い.

形態的には荊とだが著しく長く,各部が着色していることを特徴とする.出穂期は斉-

でなく,開花時間が長 く,閑顎から花粉放出までに 3.9士2.5分 (台中における観察)を

要する.その数個体をモチの栽培品種でとり囲み,同時に開花した穂をとって,次代に

分離するモチ-テロの個体の頻度を調査すると,自然交雑率は 30.7%であった.

野生集団から 10数個体を採って,次代を系統別に観察した (1955年,三島).大部

分の系統では集鞘着色.秤先着&.Phenol反応等の単遺伝子形質について劣性個体の分

離が見出された. またぎの長さ,出穂期,程長,穂の形などの多遺伝子形質についても

著しい変異が見出され,野性集団は種々の遺伝子について-テロであることが認められ

た.-テロであることの原因としては,野生地における附近の栽堵稲との 自然交雑と突

然変異の蓄積とが考えられる.上述のように自然交雑率は高いが,野生楢の群落は附近

の水田から少なくとも 10m 離れている.附近の栽培品種は現在では Phenol反応劣性

の蓬菜種が多いが,この地方におけるその栽培は 1930年以後であって,それ以前に栽

増された在来種はすべて Phenol反応優性である.従って野生稲に Phenol反応-テロ

の個体が多いことは野生稲が本来 Phenol反応優性であるとすれば自然交雑だけで説明

するのは困難であろう.野生稲の集団は多量の遺伝子変化を蓄積する性質をもっており,

その遺伝子変化を適当に組合せることができれば,栽培稲に近い遺伝子型が生じるであ

ろうと思われる.

さらに本年度には台湾で野生集団間の差異を観察した.たがいに約2キロの距離をも

ち,完全に隔離されていると思われる3個の集団 A,B,および C を比較したところ,巴
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の長さ,穂の形,種子の形などについて集団間に有意な差が見出された. その 一例とし

て種子の長幅の比の測定結果を下表に示す. これらの集団は ほぼ同様な環境条件の下に

あり,また種子の形は環境変異の少ない形質であるから, このような集団間の差異は遺

伝子型の差異を立証するに役立つであろう.台湾に現存する野生稲は個体数も少なくむ

しろ痕跡的植物であるが,この点から見ると, もし登官やご布をすれば 集団間に著しい遺

伝的差異を生じることが想像できる.各種の遺伝子の頻度について集団間の差が見出さ

れるかどうかは今後観察する予定である.

台湾野生稲集団の種子の長幅比の差異

07

1

4

…
A

B

C

長/幅 比 率

2.85 3.00 3.15 3.30 3.45 3.60

3

1

2

3

4

2

2

7

1

-個体数 平 均

2 1 1 13 3.12

16 2.87

3 11 2 21 3.34

37. 相互転座法によってある染色体の量的形質に対する支配力を推定する公式

(岡 蓬-)

ある遺伝子 A-aが相互転座 三二42喜≡42に含れているとき,その転座点までの阻換率

を タ とすると,F2の稔実性個体および半不稔性個体の間の各種遺伝子型の頻度は次の

ようになる.

両親測定値
遺伝子型 平均に対する増減量 頻 度 平 均 値

稔実性個体(♪)

AA d

Aa h

aa -d

半不稔性個体 (S)

AA d ♪(1-9)

Aa h 1-29十2pZ

aa -d P(1-9)

(1-29十292)h

したがって半不稔性個体と稔実性個体との平均値の差は,1-22'-P とおくと,

MF2(S)-MF2(F)-(1-4タ+4♪2)h-P2h･-

また稔実性個体間および半不稔性個体間の分散と両者の差は,

(1)
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VF2,F,- 12(1+P2)d2･i (ト P4)h2･E (Eは環境分散)

vF2(S)--…(1-P2)d2･i (1-P4)h2.E

VF2(F)-VFZ(S)-P2d

F3系統平均値間分散(守F3)および F2とF3系統平均値の共分散 (WF2/F3)について

ち(2)と同じ式が得られる.F3系統内分散平均 (守F3)は次のようになる.

和3(F)- i(1-P2)d2･i (i-P2)h2+E

▽F3(S)- 去(1+P2)d2. a(1+P2)h2+E

▽F3(S)-▽F3(F)-j p2d2･ 三p2h21･. -(3)

上記の (1)(2)および (3)式は相互転座に含れない他の遺伝子の作用に関係なく成立

し,また環境変異を含んでいない.したがって適当な試験設計によってデータを得て,

これらの式を応用すると,d,hおよび P の値が推定できるであろう. これについての

実験的研究は台湾において実施中である.

D.生 化 学 遺 伝 部

第 1研究室 (辻田)

38.卵巣捗積による家蚕黄色致死における母軌牡伝の狼証(坂口文書 ･辻田光雄)

先に辻田 (/53,/54,/55)は黄色致死蚕の遺伝学的研究結果から黄色致死の母親遺伝

について報告した.すなわち十/leml遺伝子型の個体とIem/leml遺伝子型の個体との交

雑において母体をいずれにするかにより,次代の致死時期が異なり,前者を母体とする

ときは第 1眠丑の黄色致死蚕を分離し,後者を母体とするときは筋化直前に,第 1眠志

の黄色致死奉と同じ状態で黄色を呈して卵中にて死ぬ.私達は以上の母親遺伝の理論を

解明するため遺伝生化学的研究を続けているが, この方面の研究をさらに発展させるた

めの一助として,卵巣移植により母体が次代の致死現象におよはす影響を調べた.

材料は+/lemlxlem/lemlのFlに分離した+/lemlまたは+/lem の遺伝子構成をもつ
外観正常体色の個体と,lem/lemlの遺伝子構成をもつ黄体色幼虫を,おのおの315頭ず

つ用いた.卵巣移植時期は第5齢 1-2日目であった.

方法は十/lemlとIem/lemlとの個体の2つの卵巣をそれぞれ摘出し,これを相互に交

換移植し,これらのうち羽化した被植母蛾にIem/lem:雄を交配したが,結局産卵した

ものは5頭で,このうち3頭につき次代を検定しえた.

以上の方法によって得られた結果によると,+/lemlの母体に Iem/lemlの卵巣を移植
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した蛾区からは,第 1眠起に黄色致死泰を分離し,反対にIem/lemlの母体に+/lemlの

卵巣を移植した晩区からは,筋化直前に卵中で黄色を呈して死ぬ個体が分離した.

以上の実験により卵巣を構成する細胞の遺伝子型は,+/LemlまたはIem/lemlのいずれ

であっても,これを養う母体の遺伝子型がいずれであるかにより致死時期が決定するこ

とが判明した.この場合Iem/Ilem lの母体では,その体細胞により生合成する特定の物質

が体液を通じて卵細胞中に蓄積し,このため受精後 lemlホモとなった個体の致死時期を

早められるものと考えられる.私達のこれまでの生化学的実験の結果から 1眠志で死ぬ

黄色致死泰と筋化直前卵中で死ぬいわゆる黄色死卵の黄色物質は共にキサン下プテ1)ン

ーBであることを明らかにしたが,この実験において母体から卵細胞質中に移行し,致死

時期を早める特定物質は,キサン下プテリンーBに密接な関係をもつことが推定される.

39.黄色致死蚕 (leJJLl) の遺伝生化学的研究,lV.移籍卵巣におけるプチ])ンの

追跡 (坂口文書 ･鉦田光稚)

さきに私達は卵巣移植によって黄色致死蚕の母親遺伝を迫証し得たが, これに生化学

的な裏付を行うため,移植した卵巣におけるプテリンが,母体によってどのような影響

を受けるかを調べた.

材料は十/lemlxlem/lemlの Flに分離した +/lemlまたは +/lemの遺伝子構成をも

つ外観正常体色の個体とIem/lemlの遺伝子構成をもつ黄体色香の5齢2日目の幼虫を

用いた.

方津は+/lemlまたは+!lemとIem/lemlとの個体の卵巣をそれぞれ摘出し,これを相
互に交換して移植し,羽化に至/,た被植母蛾から発達した卵巣を取り出し,その一定量

にpH2の30% ェタノールの定量を加えてプテ7)ン類の抽出を行い,さらにペーパーク

ロマトグラフィーで精製分離し,これを蛍光比色計で比較定量を行った.なお対照区は前

記と同じ遺伝子構成をもつ外観正常体色および黄体色の卵巣移植をしない個体を用いた.

実験結果は,酸性ユタノ-ルの抽出液をペーパークロマトグラフィーで分離すると,い

ずれも4-5種類の蛍光物質が認められたが, このうちで各試数区間で著しい差異を示

したものは イソキサントプテ1)ンとキサントプテ1)ンーBに相当するフラクションであ

ったので,その結果を第 1表に示す.

第 1表 移植卵巣の pterinの比較的定量 (数値は比色計の諒を示す)

+/ler l禦 , lem/leml
+/leml は′′'/̀¢′′̀ -lem/leml チ-+/lem又は+/leml

isoxanthopterinj 57･0 15･0 42･8 24･2

この結果に示すごとく,イソキサントプテ7)ンおよびキサントプテ1)ン-Bの卵巣内

における形成量は,母体の遺伝子型によってかなり影響を受けることが明らかである.こ

の結果と先に報告した卵巣移植によって致死時期を変更しえた結果とは,母親遺伝の現
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象の解明に有力な手懸りを与えるものとして興味深い. なお卵巣の発達初期にはプテリ

ン類が検出されないので,如何なる物質が体液を通じて卵細胞に移行し,プテリンの合

成に関与するかは今後に残された問題である.

40.黄色致死蚕の遺伝生化学的研究,V.黄色致死委系統の金属代謝について

(鉦田光稚 ･坂口文書)

これまで私達 (/53,/54,/55)は Jgm‡の致死機構と母親遺伝とを遺伝生化学的に裏

づけるために種々の実験を行って来たが,今年度は Ieml系統を中心に金属の代謝につ

いて調べた.その方津と実験結果の概要は次の如くである.

材料は +/+,+/leml,lem/lem,lem/lemとの遺伝子型をもつ個体と十/lem!×lem/leml

のFlに分離した第 1眠起黄色致死蚕およびIem/lemlx+/lemlのFlに分離した黄色死
卵などを用いた.

方法は前記の各系統における産下直後の卵,筋化直後の蟻蚕および黄色死卵,1眠起の
幼虫と黄色致死奉,婦,成虫などの各変態期のものについて,その一定量を灰化し,こ

れを検出試料とした.金属の検索にはペーパークロマトグラフィーを用い,顕色試薬は

rubeanicacid,potassiumethylxanthogenate,pyrocatechol,dithizone或は黄血塩な

どを使用した･また市販のFe,Cu,NiおよびTiなどの塩化物の‰ 濃度の塩酸塩を前述

の各突療変異系統の化嫡直後の輔に 0.1-0.3cc当て注射し, それらの個体が産下した

卵について注射した金属が卵細胞に移行したか香かを調べた.

1) 各変態期における金属の検出 正常系統において検出された金属は各変態期を通

じて,Fe,Co,Cu,Niなどであり,黄体色香では前記の各種金属に加えて Tiが検出さ

れた.次に Ie肋/Jeml相互の蹄合せから得られた産下直後の卵では,Cuが僅かに或は殆

んど検出されず,それに代りTiが著しく多量に検出された.またIem/lemtの遺伝子型

の個体は,各変態期を通じて Iem/lem よりも常に Tiが多量に検出される傾向がある.

このように,+,lem,lemlの間では CuとTiとの消長関係が密接で,Cuは +>

Jem,Tiは Leml>lem の傾向を示していた.

2)金属の注射実演 +,lem,lemlの各系統の桶に Fe,Cu,Ni,Co,Tiなどの塩

化物を注射し,その羽化した個体から産下された卵について金属を調べた結果,いずれ

の系統でも注射した金属は総て検出された.

以上の結果を総合すると,lemlの系統では他の系統に比して,産下直後の卵を始めと

して各変態期を通じて常に著しくTiが蓄積されており,この金属が Ieml系統の母親遺

伝および致死の現象と密接な関係にあることが推察される.また先に吉川 (′55)らはキ

サントプテ1)ンーBは Tiの金属錯塩と考えていることと思い合せると興味あることで

ある.事こしかして注射実験により得た結果から黄色致死とその母親遺伝とを考えると,Ti
が単独でそれらの現象を引き起すものとは考えられず, これには Tiの外にこれに関連

した別の要素の存在が必要であるように思われる.
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41. 黄色致死事とアルビノ致死軍との遺伝学的関係 (辻田光雄)

十,lem および Iemlの複対立関係についてはすでに報告した通りである. ところが

Iemlによる黄色致死によく似た表現型を示すものにアルビノ致死がある.al劣性遺伝子

の支配によるもので,ホモの個体は第 1限起において正常蚕に比し体色淡 く,頭部その

他黒色化すべき部分に黒色色素が沈着せず,食桑しえずして致死する.従って Ieml と

αJの2遺伝子は遺伝学的にも関係があるのではないかと思われ,数年前この両系統を交

雑した多数の蛾区について調べたところ第 1眠起に異常蚕は少しも現われず,FZになっ

て致死蚕を分離する一部の蛾区を生じた. この場合黄色致死奉を分離する蛾区とアルビ

ノ致死蚕を分離する蛾区とがあり,両者を混ずるものは 見当らなかった.この実験の結

児から,alおよび Iemlが allelism または pseudoallelism の関係にあるものでないこ

とは判る.しかし第 III染色体におけるIem以外の座位を占めるかどうかについては,

この実験では不確実である. この点を明らかにするため Iem,/lem とal/+ と交雑をつ

くりFlを 11蛾区飼育し,各蛾区より採種した F25蛾区ずつ総計 55蛾区を飼育して

アルビノ致死蚕を分離した 9蛾区についてその分離状態を調査した結果は次毒に示す.

蛾区記号

5

1

4

2

5

3

2

5

2

i

m

!

I

I

一

一

一

J,

H

E

m

Ⅳ

Ⅳ

Ⅷ

Ⅸ

Ⅹ

m

+

97

32

40

45

32

19

85

11

45

1

1

2

2

2

2

1

2

1

㈹

76

41

85

75

75

78

62

68

40

-･■･l
al lemal*

5

5

1

0

8

8

4

5

5

6

3

8

7

6

6

5

5

1

1

8

5

4

2

1

9

8

4

2

1

2

2

2

2

1

1

計 1806 600 511 172
†

*7'ルビノ致死月別こして黄色体のものの帝位の程度にはかな L)変実があるが,多少黄色*_,呈す るめの (キサ ントプテ

リンーB を:含む)はこれを IemaLとした.

lem とalとが同じ染色体に属するならは+:lem:al-2:1:1の比に分離し,lem

αJは生じない筈である.しかるにどの蛾区もアルビノ致死喪中には少数の黄体色垂を含

み,かつ +:lem:al:lemalは 9:3:3:1の比に近い分離を示すことは,両遺伝子I
が独立無関係に遺伝することを示す.この結果よりalは第 III染色体以外に座位を占め

るこ鐘が明らかである.alにつきいくつかの既知連関群との関係は詞べたが,その所属

はまだ明らかでない.

42. 家蚕の第一視軸の実在について (辻田光雄)

家奉の第一裾卵 (brown-b)は外山博士 (/12,/13) により記載され,その後田中博
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士 (/19)によりその著書 ‖蚕の遺伝講話日に詳述されたものであるが,現在ではこの系

親は絶滅している.1945年家蚕遺伝学の分担執筆にあたり高崎,田島博士らにより果し

てこの第一褐卵なるものが実在するかどうかの疑問について凍議され,折角記載した第

一禍卵の遺伝様式およびこれに関する吉川博士 (/49)の生化学的理論の項は削除するの

やむなきにいたった.その後私はこの間岸について関心をもっていたところ,たまたま

1953年の冬,武豊麦湯の ｢白｣という系統において分離した謁卵を 1蛾区分譲 を受け

1954年春飼育し,これと正常卵との正逆交雑を行ったところ,いずれを母体とするも黒

卵となった.それでちがうものかと思いながらF2を経て F3に至った ところ,ここで

再び褐卵を分離するに至ったので.その年のうちに予備的に調べたところ母親遺伝する

ことを知りえた.従って第 1期飼育したものは褐卵雌に累卵雄の交配されたものだった

らしい.1955年春期上記褐卵を飼育し,これを正常黒卵と正逆交雑を行い,爾後3期飼

育してその遺伝分析を行ったところ,次の如 く明らかに母親遺伝することが判った.

P

1

2

F

F

F3

No.1

1

褐卵(81蛾区詞&)
l

黒卵(244蛾官菊勧

No.2
1 1
1 1 1 ~~t
黒卵 梱卵 累卵 棉卵

210蝦 72蛾 279蝦 85蛾

F4における分離も大体田中博士の記載と同様の遺伝的行動をとる.従ってここにえた

裾卵は既知の第一視卵と同じものであると認められ,かくしてかねて問題となった第一

褐卵の実在を確かめえた.

第一褐卵の母親遺伝の理論として,第一裾卵系の母体では何らかの理由により体液中

に含まれる3オキシキヌレニンが卵巣中の卵に移行するのが妨げられる.従って産下さ

れた卵の核内遺伝子型は,正常系母体と同様であってもこれが支配すべき色素の基質た

る3オキシキヌレニンの量が少なく,従って黒色色素の生産が著しく少なく卵は褐色を

呈すると説明されている.それ散票しここにえたのが第-禍卵であれは,同じ現象が証

明されねばならない.3オキシキヌレニンの量について実験した結果は大体上記の量的

腐係が認められる.すなわち産下された卵中の3オキシキヌレニンの量は正常に比し著

しく少ない.しかしこれにはかなり変異がある. なおこの場合用いた材料が少なかった

ので,これについてはさらに実験する予定でいる･ ＼

43. 家事の E 遺伝子群に関する研究 (封:EEl光稚 ･坂E3文書)

E･.aについて

A) 1951年第3期飼育において E∬sx+Pより1頭の8重い形秦を生じた.これは
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~第 5,6体節にい形斑紋をもち星紋を欠くので,この系統より時々分離する EMc型の個

体 と思い飼い上げ,正常雌と交雑し次代を飼育したところ,次蓑の如く分離した.

･ + 重い形蚕1* 重い形蚕3**

*惑い形蟹1:第 5および第 6体節にい形斑紋をもち,第 7体告別こ極めて小さい斑故をもつもの **窺い形茸8:

･第 6体節のい形斑紋を欠 くか又は小形のもの

上表中の重い形蚕を相互交配して翌春3蛾を飼育したところ,次表の如 く分離した.

~~ - -_-1 ･I二 義い形蚕1 重い形蚕2* 重い形蚕3 無半月紋蚕**
No. 交配様式

2 重い3×重い3 58 11 73 25

3 〝 j 90 49 115

*惑い形蚕2:第 5および第 6体節のい形斑紋をもつもの **無恥月放苛 :娘状紋はあるが,い形斑紋および

見放を欠 くもの

上表のうち重い形蚕 3と無半月紋蚕の相互交配を行い飼育したところ前者よりは第6体

節のい形舞紋を欠くかまたはこれが小形のものを多く生C,後者よりは第 6体節にい形

舞紋を欠くもの少数と無半月紋蚕を多数分離した.爾来この交配により大体同じような

分離を続け淘汰の効果あることを示すが,いずれも 1蛾区の全部の個体が同一の表現型

となることはない.ホモの個体は ECa型の異常歴子となり致死する.また既知の ECaと

交配しても同じようを致死歴子となる.重い形蚕 3は ECrに,また無半月紋奉は Nllあ

るいは Nl2に似た表現型である.連関実験の結果は E遺伝子群に所属する.

以上の実験結果より二つの解釈ができる.第-は ECaに似ているが少しちがった突然

変異体であって,-テロの表現型はい形薮蚊および星紋を欠除する.そしてい形凍紋の

現われるのは若干数 modifiersによる.もう一つは自然突然変異により生じた ECaであ

るが,表現型が ECrあるいは Nlに似る所以はい形斑紋を消失せしめる modifierが存

在するためと考える.第-の説明によるとECa2 の新しい遺伝子記号を追加することに

なるし,第二の解釈によるとmodifierに新しい突然変異を考えねはならぬ.

B) Nllの場合と同じ材料につき,同様のX線処理を行い,Nllと同じように多数出

現するのは Fa型突然変異体である.従って一定の処理によりこの突然変異体を確実

につくりうることが判った.これらは連関実験およびホモの荘子の形態は,ECaと異なら

ないので,ECaと同じ遺伝子蔽成をもつものと見倣される. やはり染色体異常に基因す

るもので,恐らくE-regionの欠失が関係しているものと思われる.

44.X舶 射により生じた集魚変異体 (江田光稚)

家蚕の E遺伝子群に関する一連の研究中,ある目的で HKb/HKp型の雌について化

簡後 3-10日日に約 8000γの量の Ⅹ線照射を行い,正常雄と交配し粁化した幼虫に

ついて裾査したところ,目標の突然変異体は未だえられないが,外にいくつかの突然変
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異体がえられた.そのうち遺伝学的研究のある密度進んだものについて以下述べる.

1)無半月故事 IV ll HKP/++型の幼虫で,しかも限状紋はもつが,第 4,5体節の
い形班紋と第8体節の星紋を欠き,既知の無半月紋泰 (NL)によく似た変異体 (Nll)で

あ-,た.この突然変異の座位に蘭し,ホモの個体は歴子期に致死する. この座位は少な

くとも連関実験からは U と完全連関し,odk,oa,Diなどとの連関関係も筑紫(/55)が

州 について行った実験の結果と大体一致する.さらに 州 との交配によっても 〃J/〟′l

の個体はえられない.以上の結果からこの変異体は,Nlと同一のものと考えられる.一

昨年より昨年に亙り3回に亙る実験において第一回と第二回はいずれも十教頭えられ,

第三回目にも調査個体数は少ないが1頭えている.かくして一定のⅩ線処理によって確

実にこの突然変異体がえられることが判′)た.Nllとoaとの交配では正常蚕は不透明

となり,NILは常に油蚕となる.従ってこれは oaを含む染色体部分の欠失による表現

型と考えられる.X線照射によりこの突然変異体が容易にえられることから見ると,罪

ⅩⅠⅤ染色体のこの部分の削除 (deletion)は起り易いことが考えられる.

U とoaとの間には極少教の正常体が現われるのでこの2つの遺伝子座位は少し離れ

ており,Diとoaとの間も若干ずれていると考えられる.かくして U,UBr,Di,Nl,

oaなどは第 ⅩIV染色体の 8.OcMorgansあたりにかたまって存在する遺伝子ないし

遺伝的構造と考えられる. この部位には 州 と似ているが,判然ちがう表現型をもつ人

為突然変異体 〃/2について次に述べる.

2) 第二無半月政事 JVl2

Nllと同様の処理によりえたい形班紋 (半月紋)を欠除した突然変異体である.Nllと異

なるのは NILは半月紋と星紋を欠除する.しかし既知のNlと同様に,両班紋が多少現

われるものが混じ,これを淘汰すれば,い形斑紋も星紋もかなり明瞭なものとなり,ほと

んど正常に近いものさえ現われる.すなわち modifiersの影響により舞紋欠除の表現型

はかなり変更されるのが特徴である.ところが Nl2は無半月枚蚕のその名の通りい字形

紋は完全に欠除するが,星紋の方は小さいかほとんど正常と変らない.今迄いろいろ交

配した結果ではい形舞紋が少しも現われない.すなわちNllのようにい形舞妓の欠除に

対する modifiersの影響は認められない.ホモが腫子期において致死することはNllと

同じである.Uと連関しているがU/Nl2雄における連関程度について十分実験していな

い.さらにNll/NL2が一部生存しうるようなので,NllとNL2が完全なallelismの関係に

あるかどうか疑問視される.いずれにしても今迄に記載されていない突然変異体である.

3) 新無量故事 (NNg) やはりⅩ線処理によりえたものでNlZと反対に第5体節のい

形軌 ま正常の如く存在し,第8体節の星紋を欠除する.体色は姫蚕の如く白色で,かつ体

形が著しく小形である.ホモは荘子期にすべて致死し,-テロも発育が正常蚕に比し遅

れる.仝齢で 2-3日経過日数が長引く.常に-テロで保存されるので,飼育にあたっ

ては各蛾区いずれも第 1齢より正常泰と無星紋泰との発育がちがうため著しく不揃いと

ならざるをえない.以上のように星紋欠除,望小性,発育遅延に関しては優性として働
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き,致死作用は大体劣性のようである.連関実験の結果によるとⅠ,ⅠⅠ,ⅠⅠⅠ,ⅠⅤ,ⅤⅠ,ⅠⅩ,

ⅩⅠ,ⅩⅠⅤ などの既知連関群には所属しないように思われる.これも今迄に記載されてい

ない新しい突然異体である.

45.家事集魚変異 Glossy幼虫の皮膚組織における TyI･OSinase活性について

(坂口文書)

突然変異 Glossy(GJ)は田中 (未発表)によ/,て発見され, この特徴は幼虫の皮膚が

光沢を帯ると同時に褐色に着色するが∴特に3齢眠期に最も顕著である. さらにこの特

性は4齢以後急に弱くなり, 5齢期に至/)て正常と殆んど区別し難い個体もある.なお

この系統は発生途上に 25%内外の致死作用がある.著者はこれらの現象を遺伝生化学的

に解明するための最初の段階として,Gl幼虫皮膚組織における Tyrosinase活性を調

べた.

材料は GJおよびそれと同一蛾区から分離してくる正常個体の 2齢から4齢期に亙る

発育諸段階の幼虫皮膚組織を用いた.

方津はこれらの各幼虫個体の皮膚組織を0.25M 蕉糖液中で摩砕し,遠沈後の上清を

和酸素液とした.酵素活性の測定は W ARl3URG検圧計を用い,基質として0.03M Ty･

rosineを加え,pH6.8,測定温度 28oCの条件下で実験を行った.

この結果は第 1毒の如くである.

第 1蓑 +とGL幼虫皮膚阻織における Tyrosinase活性の比較(単位 pl/hr)

-I - I _:_ ∴ ∴ ∴ ∴

この結果を通覧すると,十 とGJとの間の Tyrosinase活性の差異は,測定した各発

育段階の何れの時期でも CJが 十 より弱い傾向を示すが,特に GJの特徴である褐色

々素が最も多く形成される3齢盛食期 (3日目)と眠期 (4日目)にその差が顕著であり,

2齢盛食期 (2日目)がこれに次ぎ,4齢期においては初期から末期に至るに従い,両

系統間の差は次第に少なくなる.

以上の結果からCJの 1つの作用として,幼虫皮膚組織における Tyrosinase滑陸を

抑圧する方向に働くが,その作用力は発育時期によ,,て差異があることがわかった.し

かして該酵素の抑圧機構に関しては酵素自身の特性かまたは他の要因によるのかほ現在

不明であり,この点を追究中である.

46. 鱗麹El昆虫の越年牲機構に関する生化学的研究,ll.枠蚕の越年および不越年

性と糖代謝との関係 (坂口文書)
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梓蚕の卵期および幼虫期における日長の長短が,輔の休眠性を支配することは田中

(1941-/43,1950-′55)によって明らかにされた.著者は数年来この機構を生化学的に

解明するため実験を続けている.本報は越年性と糖との代謝について調べた結果の概略

を述べる.

1) 糖の涛童実験 予め卵期および幼虫期に越年性ならびに不越年性処理を施 した第

Ⅴ齢幼虫に0.88MSucrose液を添食してその影響をみた結果,越年化処理(卵期 18時

間,幼虫期 9時間照明)を行った幼虫 20頭に添食させた区では,上額頭数 16頭中,

30-40日以内に成虫化したもの 12頭で他の個体はいずれも60日以内に成虫化した.

また不越年化処理 (卵斯9時間,幼虫期 18時間照明)を行った幼虫に同様な添食実験

を行ったが,越年化させることが出来ず,殆んど不越年性婦であった.この結果から椎

蚕の不越年性化に対して Sucroseはかなり強い効果をもち,照明における長日処理に代

行し得るものと考えられる.

2) 幼虫血硬中における糖嚢の検索 前項で述べた試験の結果から糖の代謝と越年性

との闇には密接な関係にあることが推測されるので,これらの目的を明らかにするため,

予め越年化ならびに不越年化処理を行った第Ⅴ齢末期の幼虫血液中の糖類をベ-パ-ク

ロマトグラフィ-によって検索した.なお展開剤は butanol:aceticacid或は phenol

などを,また顕色剤は塩化アニリンを使用した.この結果,不越年性幼虫血液中には明ら

かにSucrose,Galactose,Glucoseなどの糖類が認められるに反し,越年性幼虫血液中に

はこれらの糖類が極めて佐かしか存在しなかったが,butanol;aceticacid或はphenol

で展開した場合何れもRtが 0.2附近に強い樫黄色の糖反応をする不明物質が検出され

た.

以上の結果を総合すると,梓蚕の越年性と糖の代謝との間にはかなり密接な関係にあ

ることが考えられる.さきに著者は越年性と不越年性の輔における Krebscycleの比較

を行い,後者は前者に比してこの cycleが清澄に運行していることを報告した. また糖

の代謝とこの cycleとは密接な関連を持つことはすでに微生物その他の生物を材料とし

た研究から明らかにされているが,枠蚕の越年性機構においても糖の代謝とKrebscy-

cleとが密接な関連のあることは興味深い. なお日長効果と糖の代謝或は Krebscycle

などとの関連については追究中である.

47. プチ1)ジン代謝に関する遺伝生化学的研究 (名和三郎 ･平 俊文)

ショウジョウバェの赤色限色素がプテT)ジン化合物と密接な関係にあることは前に明

らかにした(年報5巻,1955).現在ショウジョウバェに見出されるプテリジン化合物で確

認されているものは, isoxanthopterin,2-amin0-4･hydroxypteridine,2-aminol4-hy-

droxypteridine-6･carboxylicacid,2-amino-4-hydroxypteridine-6･(1/,2/-dihydroxypro･

pyl)･pteridineおよびN8-1acty1-7,8-dihydr0-2-amino-4-hydroxypteridine-6-carboxy-

1icacid(いわゆるキサントプテ1)ンtB)である.そのうち最も顕著に見られるのは休部

(主として精巣およびマルビギー氏管)に存在するイソキサントプテT)ンと眠色として
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se,cl.sedなどに見られるキサントプテ7)ン-Bである.

このキサントプテ1)ン-Bが赤色眼色素の免駆体であろうと予想して,V;se,V;clの

二重突然変異種を作り,その中に含まれるプテリジンおよび色素を珊べたところ,seと

V.,seのキサントプテリン-Bの含量は殆ど一致し赤色限色の形成が阻害された. この

ことは,

Se

の関係があることを示現する.同様のことは,V;clが clに似て黄色色素と赤色色素を

ともに形成し,それぞれの含量は clのそれに全く一致することからも考えられること

である.次に sedは clと同様に眼色として黄色色素と赤色色素をともに形成するが休

部において他の突然変異種に見られない黄色色素を含有している. この黄色色素がキサ

ン下プテ1)ンーB であることは吸収スペクトル, Rf値,光分解反応および他の化学的

性質によって確認された.そして休部のこの黄色色素と括抗するかの如くイソキサント

プテリンの含量が庵ド)て少なくなっている.そこでイソキサントプテ7)ンを多量に有し

赤色限色素のみを形成する cnと二重突然変異種を作ると,この cn;sedは眠色および

休部ともに sedのプテ1)ジン発現と全く同様であった.休部に見られるこのイソキサン

トプテリンとキサントプテ7)ン-Bとの蘭係は家蚕の正常と Iem との間に見出されてい

る関係と似ている.すなわち

sed,lem

の蘭係が考えられる.この場合酸化反応の機構に何か阻薯が存在しているものと考えられる.

これらの結果から,ショウジョウバェの頭部と休部における生体反応には差がある様

に思われ,そこに見出されるキサントプテ1)ン-B (黄色色素),イソキサ./トプテリン

および赤色色素の間の関係を調べるために,invitroの実験を行ったが明らかな結果を

得なかった.次に wlの幼虫の餌に seの頭部を水で抽出した搾液 (主としてキサント

プテリン-B)を加えて飼育した結果生じた成虫の脱色ならびに体内イソキサントプテ1)

ンを翻べた実験において限色については明らかに対照区より赤色色素の増加を認め (定

量的なことは後で行う予定),また体内イソキサントプテ7)ンは鄭照区より 1.3倍～1.4

倍の増加が蛍光慶の測定により認められた.

われわれは同位元素を用いた代謝の追究および雛織化学的研究などによって この間題

をさらに検討したい.

第2研究室 (棉)

4& 天然アン7･チアミンa)カラムクTlマT･グラフイーによる分離と精製 (鳶意 徹)

天然アントチアニンに対するカラム7ロマヤプラフィーの通用は,花色遺伝生化学の
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今後の発展に賛する重要な課題であるが,いまだに成功を報ずるものがない.本研究室

においても 1954年来澱粉,SuperCel,珪酸,珪酸マグネシウム, CellulosePowder

などを用いて,その実施方津を検討中であったが,最近 CellulosePowderを使用する

partition 方式により, ようやく色素の相互分掛 こ成功して実用化-一歩を進めること

ができた.

実施津の概略をのべると,内径 4cm,長さ35cm のガラス円筒にCellulosePowder

を湿式津により30cm の高さまで充現し,約 50ccの濃硝酸を流下する.この処理に

よって Celluloseは精製され一部は Cellulose水和物となる.これを硝酸の約 20倍量

の水で洗液後,ブタノール/濃塩酸ノ/水 (5:1:4,Ⅴ/v)の水屑を 400cc流下して Ce-

11ulosePowder中の水と置換する.ついでカラムの上鰍 こSuperCelを加え,これに

粗抽出のアンナチアニンを吸着せしめてから, ブタノール層 500ccを流下すると,価

々のアンナチアニンはベ-パ-クロマトグラムの Rf値に準じたカラムグロマヤグラム

を形成する.さらにブタノール層を流下し, アントチアニンの溶出液をフラクションコ

レクターによって分割採取すると,ほぼ純粋なアントチアニンのブタノ-ル溶液が得ら

れる.この際混在するフラボン色素の分離も可能である. 目下この方津によって,三色

スミレの花色に関与する各種のアンナチアニンの分別定量とその構造決定を実施中であ

る.

49. アサガオの載品種およびその Fllこ出現する花色素について (阿秘書積)

多くの有色花のアントチアン範成はこれまでの謝査によってほぼ明らかにされたので,

本年度は主として花冠のアントチアン生成に関与するといわれている4種の遺伝子 +ca

+ a+r+a (萩原,1930,1931)の効果に着目して実験を進めた. まず4憩の白色花 (ca

+C+ r+a,+cac+r十α,+ea+Cy+a,+Ca+C+ra),淡黄色花(遺伝子型不明)の花冠の

色素成分をベ-パ-･グロマTグラフ津で分析した.その結果は,主色素についてみる

と,ca*とCとは未詳色素 (2種)のみを含有するが,その量は ca<Cの如くである.

γは上記色素の他に,別種のフラボノイド様物質 (3種,大量)と未詳の蛍光物質 (2

痩)とを蓄積する.aではこの蛍光物質が大量に含まれ,黄色花では黄色物質 (2種)が

存在するが,この両系統では上記7種の色素は少ない. また淡黄色花とγおよび β白

色花では少量ながら Anth∝yan-leucobaseが含まれる.なお上記の諸系統に見られた

諸物質は一般有色花においても少量ずつ検出される. このように遺伝子型と色素雛成と

の間には関連が見出される.交配実験によると,白色花相互間, 白色花×黄色花,白色

花×有色花の Flはすべて有色花を着け, アントチアンを形成する.そしてアンナチア

ン以外の諸色素については,親植物の主成分をかなり大量に生産する場合もあるが,逮

常は一般有色花における組成と大差がない. このことからするとこれらの色素はアンt

チアンの生合成につながるもののように思われるので, 目下その本体について研究中で

ある.

*4遺伝子についてこれ以外は僚性の系統を示す.以下これに準ずる.
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50. ナスのアンT･チアン色兼に糾ナる有機葡縛合の連伝様式 (阿部章沫 ･後藤寛治)

ナスの果皮,茎および花のアントチアン色素をベーパー ･グロマ ヤグラフ津 (PC)で

調べたところ,ビルマ茄子,仙台長一号,帯紫,顛黒,エメラルドの諸品種では果実の

主色素は同一で,いずれも有機酸を結合する配糖体であったが,北京大円系のブラック

ビューティーでは有機酸結合を欠く配糖体であり,各品種とも別種の配糖体を殆んど含

まないことが判った.なお各品種の茎および花においても色素の阻成はそれぞれ殆んど

同様であった･ビルマ茄子の主色素は PC上の行動では Nasun享n (Delphinidin-3-di一

glucoside十かhydroxycinnamicacid.黒田 ･和田,1933)に一致したが,部分的加水分

解および鹸化処理による調査の結果から見るとDelphinidin-diglucoside+未詳物質+育

機酸と推定されるので,この点をさらに追究中である. ブラックビューティ- の主色素

は同様な実験によって,Delphinidjn-3-glJICOrhamnosideと認定された･

かくしてアントチアンの生体内アシル化の遺伝の研究にこれらの品種が適当と認めら

れたので,まずビルマ茄子×ブラックビューティーの雑種後代について果皮および墨の

色素を PC法で調べたところ,Fl ではほとんど完全にビルマ型の色素組成をとり,F2

ではビルマ型 (76個体)とブラックビューティー型(22個体)がほぼ 31･1(x 2-0.3401)

の分離を示した.なお,Fl,F2 ともに同一個体の果皮と茎との主色素は同一であった.

したがって,ナスではアントチアンにおける有機酸結合の有無は遺伝子の支配を受汁,

しかもその効果は果皮および茎に共通であると結論できる.

51. 高山頼物のアントチアン色兼 (林 寺三 ･阿部書抜)

この研究は前回(年報 5.p.62)報告した紅葉色素に関する研究 (植雑 68,299(1955))

と並行して数年来実施してきたもので,調査の方法は専らべ-パー ･クロマ トグラフ法

によった.その対象は 32科 101種に及び,わが国中部における主要な植物をほとんど

網座するに至ったので,一先ず本年度で研究を打切ることにした. この研究成績は将来

アントチアン色素に関する生理生化学的ないしは植物生態学的研究が進められる場合の

基礎資料として重要なものであり, これを契機として欧米両大陸における同様な研究が

早急に完成され,アントチアン色素の生理的意義など古来植物学における興味ある諸問

題の解明-の機運が促進されることが期待される. 詳細は近く植物学雑誌で発表の予定

である.

52. 花色変異の要因とくに青色アントチアンの本陣についての研究

(林 孝三 .阿部幸沫)

従来花色の変異は細胞液の pH に依存すると唱えられ,遺伝学者もまたこれを支持し

てきたが,凡百の花色を仔細に検討するとき, この学説は決して問題の核心を突 くもの

ではないことが判る.ここに柴田 ･林 (1949)の所謂金属錯塩説が登場して,紫より青

に亘る花色の変異を Mg,Ca,K等を含むアントチアン錯塩によって説明しようとした
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ことは周知の如くである.今やこの学説を徹底的に再検討して,花色の遺伝生化学的研

究-の基盤としての可香を決定する必要に迫られている. このためには,天然の青色を

損うことなく,青色素の本体をそのままの形で純粋に分離してこれについて化学的研究

を行う以外にない.この目的でわれわれは本年度後半よりツユタサの小碧色花を材料と

して図らずも従来不可能と考えられていた青色色素の結晶化に成功することができた.

既にこの一事を以ってしても花の青色は pHに起因するものでないことが立証される.

本年度の実験では原材料の採集が十分でなかったため結晶標品の得量が盤徴で,化学的

研究も予備実験の域を出でなかった.しかし得られた実験結果からすると,青色アント

チアンは分子内に金属元素を含むことは確実であり,それはおそらくMgと K より成

るもので,最近間摩視されている Mo,Fe,Coその他の重金属元素は介在しない.その

他有機化学的にみても従来予想すらされなかった幾つかの新知見が見出されつつあるが,

目下のところ追試確認の段階にあるから, ここでは記載を保留する.ただし,得られた

実験結果に関する限りではさきに捷出した錯塩説はほとんど改変を要せずして発展する

ものと予想される.

E.応 用 漣 伝 部

第 1研究室 (田中)

53. 家鶏,AIicl･01]le)iaの研究 (河原考慮)

1) 遺伝性および形態 当研究所において育種の目的で毛薙しているWhiteLeghorn

夜中,1955年春期畔卵の一組の仝兄妹交配死寵卵に Micromeliaの雅雄を発見した.

形態的観察の結果,現在までに報告されている7型とその形態を異にするので,これら

仝兄妹,半兄妹交配および戻し交配を行って正常歴 99に対し異常腫 43(期待数 106.5

対 35.5)を得た.一方他の正常系統などの交配においては異常歴を生じなかったことよ

り飼料などによる栄養欠乏の原因による多くの異常とは異り遺伝的なものであって,こ

の異常を表現する遺伝子は常染色体に含まれる単一劣性のものと推察している.異常歴

はすでに暇卵末期に達して卵黄嚢は腹腰内に吸収されているもの,肺卵途上で致死する

ものなどあるが,決して粁化することがなく完全致死である.

仝兄妹正常肱と比較するに,体長 76%,塀 68%,頭骨 83%,肢骨 37%,贋骨 399i

中足骨 44%,上陀骨 41邦,尺骨 41%であって全体的に瑳小旺であるが,特に四肢の短

縮が顕著である.内臓には形態的変化は見られなかったが,頭部および眼は膨らんで突

出している.中には上境が短い個体もあるが,いずれの異常肱においても筋肉ならびに

骨格は非常に柔軟である.報告されている7型の Micromeliaと比較して四肢の短縮が

著しく,他の形態的観察からも新しい突然変異型と考えられる.

2) 生化学的比較 この Micromeliaは諸器官中,骨格および喋が硬化しないため筋
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化することができず致死するもの と推測される.骨格などを形成してい る Caおよび

Mgを主として比較してみた.

全圧ならびに骨格のみを正常 および異常について,ベーパーグロT7トグラフ法を用い

体においては顕著な差異を認めることができなかったが,骨格においては正常に Caが

多く検出されたにもかかわらず異常には偉かしか認められなかった.一方 Mgについて

は Caと逆に正常のものには少なく,異常骨格に多く検出された.重金属ではCu,Fe女

両者に検出したが,顕著な差異はなかった.

第 2研究室 (酒井)

54. タバコの二倍体と同質四倍体間の鏡争 (酒井寛一)

タバコ2品種につき,二倍体と同質四倍体の競争力の比較を試みた.品種は ホワイト

バーレーとブライトイェローである.各品種の両染色体系統をそれぞれ 3回反覆で単植

および混植した.植物の開花期,地上部重,草丈,英数 および花数 を個体当りに調べ

た.実験結果の分散分析は,開花期と菓数を除く各形質に,競争の効果が有為であるこ

とを示した.第1表は各形質の単穂と混櫓における平均値を示す.

第1表 タバコにおける二倍体と同質四倍体の各単植および

混桂における形質の変化

ホ ワ イ ト バ ー レ ー ブ ラ イ ト イ ェ ロ ー

単 抵 触 植 単 桁 批 括 .単 枢 ･旭 松F単 超 厄 括

開 花 期 ;7月7日･7月5日7月15日7月14日7月5日7月4臥7月14日!7月16日

地上部重(瓦'･三;02:計 器;二59 4三99:; 2冒…二.2 ;≡;:;莞 … ;…三:芸 .;;49:;

花 町 10頼 177･9 43･3___22･1 250･0.353･7_____91･4L 3_9_･4_

本実験の結果は,タバコにおいては,染色体が同質的に倍加することは,競争力を明

らかに低下せしめることを示す.この結果は,今まで,オオムギ, イネにおいて得られ

た結果と全く同じである.

すでに本年報第5号において報告したように,われわれは, タバコ野生種を使い,そ

の人為合成種が,染色体数の増加にもかかわらず,競争力は強くなり,親の1種よりは

はなはだ強く,他鐘にはほほ等しい競争力を示すことを見出した. したがって,染色体

数の増加にもかかわらず何が異質倍数種の競争力の向上の原因であるかを知ることが,

興味ある研究対象となった.(本研究は近 くCytologia誌上に発表の予定)
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55. 競争個体の数比の変化と競争効果続報 (漕井JE-)

年報第4号および第5号において,競争個体の特殊配置とランダム配置に関する実験

結果を報告したが,その後ランダム配置に関する同様な実験を繰返して行い, 前報まで

の結論の正しいことを確め得たのでここに報告する.

1つの実験は ｢赤米｣と陸稲であり,他の1つの実験はオオムギ 2品種に園するもの

であった. ｢赤米｣と陸稲の実験は,｢赤米｣を0-6の陸稲でとりまく結果については
厩に報告したようであるが,陸稲を 0-6面体の ｢赤米｣で ランダムにとりかこんだ結

果は次のようになった.各種の個体数の ｢赤米｣でとりかこんだ効果は統計学的に有意

であり,線状回帰も有意であった.各種の個体数の ｢赤米｣でとりかこまれた陸稲の地

上部畳,茎数,穂数,1株粒重の変化は次の通りである.

と りか こむ 6個体 の申U)｢赤米｣の数

地 上 部 重(lL) 9.41 7.05 6.92 6.42

穂 数 3.31 2.62 2.52 2.37

1 枚 郎 重(ji:) 3.40 2.59 .2.57 2.46

9

7

6

3

8

3

2

7

4

2

2

1

6

4

7

1

2

4

2

9

5

2

2

1

5

8

5

4

9

4

3

0

5

2

2

2

陸稲の各形質の変化は次のような一次回帰式で表わされる.

Y比,-8.4211-0.6218Ⅹ (地上部重,瓦)

Yc-3.0518-0.1286Ⅹ (茎数)

Yp/-2.9212-0.1304Ⅹ (穂教)

Yた-3.0942-0,2314Ⅹ (1株粒重,瓦)

オオムギの実験には,｢静岡白六角｣と ｢千葉皮3号｣を使い,後薯を,前著の 0-6
個体を含む澄争円でかこんだ.その結果は,｢千葉皮3号｣の地上部重,茎数,穂重共に,
競争により減少したが,減少のしかたは,競争円の中における競争個体の増加に比例し

た.処理効果も線状回帰も共に統計学的に有意であった.｢千葉皮3号｣の各種形質の平

均値の変化は次の通りである.

地 上 部 芸勺lL)茎

8.11 7.05 6.92

4.08 4.06 3.61

1 棟 棟 重(瓦) 3.88 3.13 3.12

3

"
5

4

9

E
6

3

2

nU
7

1

2

7

2

5

2

2

084

7

7

5

5

2

2

以上の実験ならびに,過去に行われた実験によって,集団内における競争相手の異型

個体の数は,競争効果に一次的な関係で影響することがわかった.
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(本研究は JournalofGeneticsに売表の予定である)
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56. イネ品種の混合集団における競争力の丑埠条件による変化 (岡 恵一 ･漕井寛一)

昭和 29年度年報 (p,66)にのべたように白徳性植物の遺伝子型が異なる系統の混合

集団における混合率の変化は競争力 (p) と単権におけ名菓橿率 (1-q)の函数として示

される.ある2系統の間の pおよび 1-qの値は遺伝的に決定されるが,また環鷹条件

によっても異なるであろう.栽培条件による競争力の変化の一例を得るため,台湾にお

いて台中 65号 (蓬莱種)と自殺 (一期作性在来種)との最初等数に混合した集団を無

肥一本椿,無肥5本穂,無肥一本植苗代目数倍加および多肥1本椿の4種の条件の下に,

継続的に3世代栽増し,株数および種子数における混合率の変化を調査した.その結果

によると,どの条件でも台中 65号は漸次減少し3世代の終には極めて少なくなるが,

減少の速度は条件によって異なることが認められた.

別に設けた単植区から各瞳の条件における繁砥率 (1-q)を推定し,毎柑代の株数比

率 (ao)から種子数比率 (al)-の変化に基き,下記の公式 (昭和 29年度年等掛こ発表し

たものの変形)を用いて競争力 少を計算した.

♪- al-ao+a'oa(011aio72a'al)q

上記の各種条件における台中 65号の自殺に対する競争力 (1株種子数の増減)は下

表の如くであった.これによると多肥は台中 65号の実績力を高めると共に競争力を低

下させること,苗代日数の延長は競争力をやや高める傾向があることなどが認められる.

従来台中 65号は白殻に比較して多肥栽培に適応し, また苗代日数延長による収量低下

を起しやすい傾向があることが知られている.栽増的に適応した条件においてかえって

競争力が低下する傾向が認められるのは興味ある事実である.

台中 65号の白熱 こ対する各種条件における繁倍率 (1-q)

および競争力 (p)

栽 培 条 件

無 肥 1 本 枯

〝 5 本 枯
〝 1 本 枯
苗代日数倍加

多 肥 1 本 柄

俸 一 期 作 (低泣)
1-q I)

O.872 -0.398

0.815 -0.536

0.807 -0.203

0.949 -0.603

俸 二 期 作 (高温)
1-q I)

0.925 -0.122

0.912 -0.129

0.938 0.038

1.368 -0.597

57. イネ品種および雑種から分離した系統間の鏡争力の変異 (同 憂一 ･三西井寛一)

従来の種々の競争試験によると, イネではいわゆる印度型 (或は大陸群)の品瞳は日

本型 (或は温帯島群)の品種より競争力が強いことが経験された. しかし東亜各国に分

布する多数の品種の間の競争力の変異は判っていない. イネの親争力の品種間変異と雑
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塩の後代に分離する系統間の変異を知るため,台湾において本試験を行った.原産地の

異なる 53品種と遠縁品種間雑種 414×563などを選抜を行わず集団的或は系統的に集

准した後分離した 63系統 (F.o)を用い,それらの品種または系統約 100株の間に台湾

の代表的品種台中 65号 15株を Testerとして四周を試験品種で囲まれるように挿入

し,各区の台中 65号の穂数をその単植区と比較した.重複を設けなかったが,多数の

単植区を配置し,その変異から試験結果の有意性を推定した.供試品種および系統間の

競争力の変異は下表の如くであ/)た.

イネ品種および F10系統間の競争力の変異

(台車 65号に対する積数の増減 ;棟準偏差 土0.312)

集 団

栽 培 品 種

大 陸 群

弱 一一 競 争 カ ー一 塊
-3 -2 -1 0 1 2 3 4 5

品挿ま?I
は系統数

1 2 5 11 10 4 33

FIO 系 統

系統 分 離 1 5 11 4 1 1 23

集 団繁 赦 2 3 9 16 9 1 40

この裏を見ると大陸群 (印度型)品種はすべて,がいして瀧争力が強いが,島群(日本

型)では群内の変異が著しいことが判る.また Fl｡系統の間では集団簸鰭に由来するも

のは系統分離によるものより競争力が強い傾向がある. この傾向は自殻×台中 65号の

F8系統の間にも同様に認められた(未発表).この事実は雑種集団において競争力が強い

個体が自然に選抜されることを示すであろう. なお競争力と各種の質的あるいは量的形

質との間の相関はあまり顕著ではない.この点については別に報告する.

58. イネにおける雑種性と倍数性とが鎌手力に及ぼす影響 (涌井鷺一 ･内山田博士*)

同質倍数体が競争力の著しい低下を引起すに対~し,塩間または属間雑種より人為的に

育成した異質倍数種は,両親または少なくともその一方よりも競争力においてまさるこ

とが,今まで,タバコ,Abelmoschus,ライコムギなどで見出された.異質倍数種の競争

の優位性は何によるかを知ろうとするのが,本実験の主題である.ヽ
イネの印度型と日本型の Fl雑種およびその四倍体を用いて,両親およびそれらの四

倍体と,競争力につき比較した.供用品種は 日本型4品種とその四倍体, インド型2品

檀,日本型品種間の F12種,日本型インド型間の F12種およびそれらの四倍体である.

競争力の比較には,別に検定品種をとり,それとの混植により,検定品種の形質がいか

に変化するかを謝べた.栽増法は寝間 30糎,株間 12糎で,供試品種と検定品種を交

農林省段業技術研究所
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互植えした.反覆は4回で,地上部重と穂数をしらべた.分散分析は染色体数に関し,ま

た親品種とその Fl雑種およびその四倍体に関して行った.それによるとそれらの効果

は統計的に有意であった.各品種および雑種とその四倍体とに混植されたときの検定品

種の地上部重と穂数の平均値は表に示すようであった.ただしSは日本型,K は印度型

品種である.

SIXS2 S3×S4 S3×KI SIXKZ

sI S, FI S｡ S｡ F. S3:KltFI Sl.Kz Fl

地上部重 J2Ⅹ !38･536･3】28･937･8…33･7

(瓦日 4X ･42･439･7[361643･7･51･4

棟 数 ‡42xX .≡:冒≡:Z】

7.1 9.2;7,9

8.4 9.810.7

4Ⅹほ 2Ⅹに比し,いつも検定品種の形質を増加させる傾向を示した.また Flは両親

品種よりも検定品種の形質を減少させる. これから結論できることは,四倍体は,純系

品種あるいは Fl雑種のいずれをとわず,嚢争力を低下させ,また二倍体では,Flは両

親品種よりがいして競争力が強かった.Fl雑種の虎争力が両親品種に比べてはなはだ強

い場ノ針こは,その四倍体の競争力が,両親の一方または両方よりも強い場合があった.

オオムギでの別の実験で,草丈,生育量等に著しい雑種強勢を表わした Fl雑種も,

その競争力は両親品種よりも弱いことが示された. したがって, イネの品種間雑種の高

い競争力は,Fl雑種の雑種強勢的な発育の結果とみることができず,競争力を支配する

遺伝子自体の-テロシスの結果と見るべきである.

異質倍数体の競争力が両親よりも強いことは,恐らく,Fl雑種において-テロシスと

してあらわれた甚だ強い競争力が,染色体の倍加により多少の低下を示しながら,なお

両親よりも強い水準に止まるためであろうと考えられる.(本研究は近 くJournalofGe-

neticsに発表の予定である).

59. オオムギ野生種の競争力について (酒井JE一 ･後藤寛治)

著者等は,オオムギの栽培品種間に競争力に関して差異があることを報告した(午報第

3号 :50-51).ここには,野生種7系統の競争力の検定結果について述べる.供試した

系統は,第1表のとおりである.第1表

I.Hordeum
II. H.spontaneumvar.baciyianum (4142)

競争力の検定親には,莱

用品種のビ-ル麦 ｢K直2

号｣と ｢静岡自六角一号｣

Ill. 〝 〝 iu,Comanicum (5101) を用いた･これら品種の競

ⅠⅤ. ′′ ′′ ischnatherium (6586) 争力は,前記の実験で,強

V. 〝 〝 〝 (3325) い階級に属することがわか
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ⅤⅠ, 〝 〝 〝 (5060) /,ている.野生種の単植区

VIL H.agyiocriihonvar･eu-agr10Criihon と,野生種を検定親で囲ん
だ混植区を小試験区とした

3回反覆の split-plot津に よ り栽培し,地上部重,茎数を個体別に,穂重を区毎に測定
した.第 2表は,3区各々の平均値を合計した値を示す.

第 2表

地 上部重
(瓦) (屯 )

茎 数

164.5 997.3 1

114.0 718.2

105.8 615.8
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表から知られるとおり,単植区の値

は, 21区中20区で,混植区の値よ

り高い値を示し,野生種は検定親より

も競争力が弱かった.即ち,混植区の

平均値は,単植区に比し,穂重で 68

%,地上部重で72%,茎数で 77%と

減少している.分散分析の結果による

と,3形質とも競争による分散が,1

%水準で有意義となり,本実験が行わ

れた条件下では,野生種が,検定親(戟
培品穫中では,強い階級に属する2品
鍾)に比し,競争力が弱いことを証明

した.また野生種内にも激争力に差異

がみられ,強い群に属するものは,Ⅴ

と ⅤⅠであ った.

60.白殖性縫物の集団における競争

による遺伝子型間の平衡 (酒井

鷺一 ･平泉雄一郎)

自蒐性植物で2種の遺伝子型の混合

した集団があるとき,それらの繋埴力

と競争力がどのような条件にあるとき

両遺伝子型の頻度の間に平衡がなり立

つであろうか.本報告はこの間題に関

する理論的考察の結果である.

2種の遺伝子型 A,Bの無宿力と鹿争力をそれぞれ,1と1-Sおよび C2,Cl,とし

よう.混合集団における A と Bの繁植佃は,A とBの i代目の頻度を 11Ptおよ

び PEとすれば,1-PIC2および(1-S)十(1-Pt)Clとなる.するとi+1代目におけ

る Bの頻度は次式で表わされる.

PEt1-S+(1-Pr)Cll
(1-PE)(1-PLC2)+Plt1-S+(1-Pt)Cl)Pt+1--7

これから
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dPr_PIS(cl-C2)+PE2(C2+S-2Cl)+Pf(Cl-S)
dt PE2(C2-Cl)+Pl(Cl-C2-S)+1

これを解いて

i-C.1_slogPt-32-_Sslog(卜 P r)-†ti s一三:_cH log
t(Cl-C2)PE-(Cl-S))+logK

または

e(Cl-S)(C2-S)i= KPtく02-S)
(1-Pt)(1-S)(Cl-S)((cl-C2)Pi-(Cl-S))(C2-Cl-C2S+CIC2)

77

ただし,((Cl-C2)P'-(C1-S))<0のときは,この代りに ((Cl-S)-(Cl-C2)PE)

を用いなければならない.つぎに平衡の存在するための条件としては,

1,ill三eSP o

これより

1.Cl>S>C2 2.Cl<S<C2

3.C1-S-C2

これら3つの条件の中,安定な平衡

が成立するのは,第 1の条件のみであ

り,これが成り立つときには平衡状態

における Bの額塵pEは

pE-C?_-cS2 で与えられる･なお
S-0.5,C1-0.8,C2-0.3 のときの

Et
ad
J
t10
u
品
J
o
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u
u
a
n
b
a
JJ

â
t)t2t
at[

頻度変化の様子を第 1図に1例として示す.

Timeingeneratlon

俸 1 図

61. 白兎牲稽物の個体i等蛾における個件,系統および系統群の測定価の重みづけ

(酒井寛一)

個体の遺伝的価値をY とし,個体,系統および系統群の測定値をそれぞれ xl,x2,

x,,これらの各測定値にあたえる重みづけの係数を bl,b2,b3とすれば,個体の選抜指数

x-blX.+b2x2十b3X｡となる.X とY との相関を最大にするような bの各値を得るに

は,つぎの連立方程式を解けはよい.

blVxl十bZWxIx2+b3WxIX3-WxIY

blWxIx2+bZVx2十b3Wx2X3-Wx2Y

blWxIX3+b2Wx2X3+b3Vx3-Wx3Y

(1)

ただしV は分散,Wは共分散を表わす.

いま MATHER(1949)にしたがって,遺伝子の相加的効果による分散を β,非相加

的効果によるそれを H,環境の効果による分散を E とし,系統当り個体数を N,系統

群当り系統数をN/とすれば,Fn代における V および W はつぎのように与えられ
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る.

vxl- 2n2>nl=lD十 2n4Lnl二 lH+E

yx2-WxIX2- -等72In2;-TlD十等 ≠ H･是

また ∬とy との共分散は次のようである.

WxIY-Vxl-E

wx2Y-Vx21是

wx3Y-Vx3一意
以上から次のような連立方程式が得られる.

blVxl+b2Vx2+b3Vx3-Vxl-E

blVx2･b2Vx2+b3Vx3-Vx2一芸

blVx3+b2Yx3+b3Vx3-Vx3--NEN←

(2)

任意の形質につき,その遺伝力と,遺伝子の優性効果を表わす H/D-K がわかって

いれば,(2)式から,あの値を得ることができる. このようにして得られる選抜指数の

遺伝力は次のようにして与えられる.

h2x-Dx
Vx

但 し h2x は X なる指数の遺伝九 Vx は X の分散,Dx は相加的な遺伝子効果によ

る X の分散とする.この Vx とDx は次のようである.

Dx-〔(al･a2+a3,2- (al'-?-g2±2a23だ1'4ala3:2a22〕D
したがって X の遺伝力はこの両式の比で与えられる.

また X と個体の遺伝的価値 Y との相関係数は次式で与えられる.

rxy-
alWxIY+a2Wx2Y+a3Wx3Y

(4)

上記の (2),(3),(4)式から,白敵性植物の選抜育種における個体,系統および系統

群の各測定値の重みづけによる合理的な選抜指数が得られ, またその選抜指数が遺伝力

および個体の遺伝的価値との相関を如何に改善するかを知ることができる.従来の育種

においては,ここにあつかったような個体選抜はいつも個人の主観的判断にまかされ,

一般の実情は合理性に甚だしく乏しかったと思える. なお上に与えた各式による実用的

な数値計算の結果は育種学雑誌に近く詳細に発表する予定である.
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62. オオムギ品種 ｢独得2号｣の分化機構 (後藤寛治)

1) 耐塞性に関する地方系統比較試験 同一母集団から発生した と思われる ｢細得2

号｣の地方系統は,その形態的類似性や播性の差異に基いて, 3群に分類された (後藤

/55-a,-b).北海道にはⅩ型が分化し,それは主として高い秋播性を示す型 (C)からな

り,春播型 (A-S)を含む.青森の1系統 (D)は,中程度の秋播性を示し, Y型に属

する.また仙台以南に分化した系統群 (E,F,G)は,その後西南地域から蒐集した2系

統を含め,いずれも春播型で,Z群の特性を示す.著者 (′55-b)によれは,北見の系統

(A)は,Ⅹ型 91.0%;Y型 7.2%;Z型 1.8% からなり,Ⅹ群には Z型個体がほと

んど含まれていない.その原因とZ型の耐寒性との関係を瀬べるため,つぎの実験を行

った.

/53年度,播種後 12日目の苗を -7.5oCの低温に 10時間さらし, 2週間後に生存

歩合を調べる方法により,C,D,E系統の耐岩性を比較した結果,各系統の生存歩合は,

81.1%,80.6%,70.2%となり,E系統の被害率がやや高かった.

つぎに,北見の農業試験場に依頼し,圃場での耐寒性の比較試験を行った. 上記 C,

AIS,D,E,F,G系統の越冬株歩合は,′53年度,85.1,79.7,94.5,74.3,74.3,79.3;

′54年度,91.3,90.4,94.7,86.6,88.9,91.3% を示し,分散分析の結果,系統間の

差異は有意義でなかったが,Ⅹ,Y群とZ群の間には,5% 水準で有意な差異が認めら

れた.また ′54年度,上記6系統を-23.6oCの低温に 1時間さらす方法で,被害率を

調査したところ,Ⅹ群の秋横型系統(C)が,最も被害が少なかった.

以上の結果は,Ⅹ,Y群とZ群の間に耐寒性について差異がありそうなこと,極度の

低温下で,Ⅹ群に属する C系統の生存率が高いことを示し,耐寒性の点で,Z型が Ⅹ

型に劣ることが,Z型が Ⅹ群から除去された原因の一部をなすものとみなされた.

2) 限界播種期に対する出穂反応の変異牲 著者 (/55-b)がすでに指摘したように,

｢細障2号｣の青森系統 (刀)は,2月下旬に (この系統の限界播種期に近い)塔撞され

ると,系統 (line)間に出穂個体数について変異がみられる.

D系統は,穂長や穂密度では,わずかなポ7)ジーン性の変異を示すが (後藤 /55-a),

出穂期やいくつかの形態的形質については,かなりよく国定しているものと観察された.

また後藤 (′55-b)によると,この系統は,99.4% の中程度の秋塔型個体と0.6% の春

播型個体からなり,その後の実験で,前者は 45日間低温処理した上,20oCの調節温室

で長日処理を加えると,40̀日で全個体が出穂することがわかっている.

実験に供したのは,100系統で,′54年度反覆なし,′55年度3回反覆の乱塊津によ

り,2月27日または 28日にそれぞれ潜種し,1系統1区 10株立とした.調査は,両

年次とも6月 30日迄に完全に出穂した株の数を調べる方津によった.その総見 仝個

体か大部分の個体が出穂した系統から,その道のものまでの間に,顕著な変異がみられ,

/55年度の成績について分散分析をしたところ, 系統闇の出穂歩合の差異は,1%水準
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で有意義と認められ,反覆間には有意な差異が認められなかった.

両年次の出穂歩合の相関係数は,+0.2584**でかなり低かったが (この価は,系統と

年次の環穿条件の間の相互作用が強いことを暗示している),両極端の系統すなわちよく

出穂するものとその逆の系統については,両年の出穂歩合がよく一致した.

以上の結果は,β 系統が上記の条件下における出穂反応について,遺伝的な変異を潜

在していることを暗示している.このような変異が,ポリジーン系の分離によるものか,

あるいは,出穂反応について極くわずかに異I,た個陣が混在しているためであるかは,

今後の研究にまたねはならないが,かかる変異が, 自然淘汰圧による品種分化の重要な

要因になるものと推察される.

3) 種種期による春価型頻唐の変化 秋播型個体が充分な生育をとげ,種子を生産す

るためには,低湿または短日による秋播性の消去が必要である.一方春播型個体は,こ

れらの条件を要求しない.

Lz群に属する地方系統が,いずれも春矯型個体からなっていることは,Z型が西南地

域で,北部に分化した秋靖型に比し有利な点をもっているためと推定される.さきに著

者 (/55-a,′56)は,Zn=望系統が三島で栽増された場合,他の系統に比し,増嬉力や競争

力について優っていたことを報告したが,ここには,春秋堵型の混合集団と 1つの雑種

集団について,春靖型の頻度と播種期との関係を調査した結果をのべる.

第 1実験には,最も秋播性の高い C系統と春満型系統,A-S,E,F,Gの種子を半々に

混合した4つの集団を用い,4m の蛙,2畦を1区として,/54年 11月 26日,12月

26日および ′55年 1月26日の3回に分けて普通植した.収穫の後,1区から 150粒の

資料をとり,15oC以上に保-,たガラス塁で長日処理した上,播種後 35日目に,出穂し

た春婿型の個体数を各区毎に謂査した.実験の結果,11月区では,香,秋播型の頻度の

差異は明らかでなかつたが,播種期が映れると,春籍型の頻度は急に高まり, 1月区で

は集団の 69-86% を占めた.

第2実験には,EXC の雑種 F2代の集団を供試したが,両者の Fl雑種は,C型即

ち秋播性を示し,F2代では,3(秋潜型):1(春播型)の分離比を示す.前者と同様の

実験方法により,次代で春満型 (E型)の頻度を調べたところ,11月,12月区では期

待値とほぼ等しいが,1月区では,46%に逢した.

以上の結果から,晩靖が次代集団の春,秋播型の頻度に変化を及ぼすこと, および両

者の混合状態では,晩播区で春横型の頻度が高まることが明らかになったが, この現象

が,春播型 (Z型)の西南地域-の分化に際して,助成的な役割を果しているものと思

われる.

4) 尋所による出穂期の変異縄の差異 ｢紬程 2号｣の北見系統 (A)が,三島で2カ

年とも 22日にわたる出穂期の変異を示すこと,原産地では,その幅が著るしく縮小

し,栽培に支障をきたさないこと, およびこの現象の解釈については,既報のとおりで

ある (後藤 /55-a,-b,-C.).ここには,その後えられた成績を加えて,現象の実態を明ら
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第 1 表
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まず第 1表中,三島の成績は,反覆比較試験の結果に基いたもので,系統を単位とし

た出穂日の平均値である.β 系統の出穂期は他に比し著るしく早く,極娩生の C系統

との差は,両年次とも 16日であり,′54年度は 18日であった.一方,北見の成績は,

同一の材料を4回反覆の画境設計で栽植し,毎日出穂日を個体別に記録し (1系統当り

203-370個体),平均値と分散を算出したものである.表によれは,A の分散が他に比

しわずかに大きい値を示しているが,全体として系統間の差異が少なく,変異幅も類似

していることがわかる./53年度,β と C の差異は4日であったが,この調査では,両

者の差異はわずかに 1.2日である.

著者 (′55-a,4-b表)によれは,三島で Jl,D,G の3系統につき,100個体とその次

代系統の出穂日を記録したところ,A の分散は,′52年度,21.5631,′53年度,21.6658

となり,他系統のそれに比し著るしく大きい値を示した.A系統に類似した成績は,/54

年度,Y群に属する ｢青系 14号｣でもえられた,この系統は,原産地青森では,かな

りよく揃って出穂するが,三島で1日置にラベルを付して出穂日を記録したところ,3月

31日蓮 (32%);4月 12日迄(27%);4月 24日迄 (29.5%);それ以後 (ll.5%)と

いう集団構成を示した.なおこの系統については,次代 300 系統を供試して,実験を継

続している.

何故三島で出穂期の変異が増大するかという問題については,次節でやや詳しい考察

を加えたい.

63. オオムギ品種 ｢岩手メンシ3.71)-2号｣の集団分析 (後藤寛清)

この品種は,在来種 ｢メンシュア1)-｣から選抜 されたもので,古い混系品瞳として

よく知られている.集団構成の分析法は,｢細樺2号｣の場合と同様である.比較試験の

Ⅰ～IV の引用文献 :GoTOH,K. 1955-a:Jap.Jouer.Genet..10(3):95-106.

1955-b:Jap.Jour.Genet.30(5):197-205.
後 藤 恩 給 1955-C:科学 25(1):40-41.

GoTOH,K. 1956:Jap.Jour.Genet.31(1):1-8.
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結果,供試した5つの地方系統間には,程長,穂長,穂数,収量について,統計学的な

差異が発見され,菓輔の毛等の有無,底知の長短毛,春秋播性に関与する主遺伝子 (Hs

hs;Ss;whWh)の頻度に関して,各系統の集団構成が異ることが明らかになった.

また盛岡産の A 系統は, 幼苗の型や出穂期 (4月 16日-5月8日)について,他の

系統に比し著るしく広い変異を示し,上記の3つの主遺伝子のすべての組合せのうち,

6種類の遺伝子型を含んでいた.特に興味あることは, 西南地域に分化した D,E系統

が,春播型個体からなっていることである.この型は,III型と名づけられ,A,B,C,

D,E系統にそれぞれ,41,72,47,100,100%宛含まれ,他の型の頻度よりも高かっ

た.なおこの型は,｢細程2号｣の Z型と同じ遺伝子型 (Shswh)を示す.以上の成績
は,｢柵梓2号｣の場合とよく類似しており,これまでに報告した推論を再確認する結果
となった.ここに附記したいことは,盛岡産の A 系統で,著るしい出穂期の変異が観

察された点である.変異増大の主要な要因と考えられるのは,短日に経過する冬期と短

日から長日-の移行期の日長条件である.即ち,A 系統のような集団には,各種の日長

条件に各様に反応する遺伝子型が含まれており,著るしい出穂期の変異は,それら遺伝

子型の節闇伸長に移る時期が,各種の日長段階の下で規制される結果として発現するも

のと解釈されよう.

出穂期に関する広い変異が,特定の場所で長年保たれていること,その場所で表現型

では早塊の判別が困難な個体群が,異った遺伝子型個体からなること, および出穂期に

関する潜在変異が,顕著に発現する場所があることは,育種学的に興味ある現象と思わ

れる.

64. ビールムギ ｢轄多2号｣の地方系統間差異 (後藤寛治)

さきの5節に示した混系品種の場合に対応して,育成鐘の分化機構を調べる目的で,

古いビール麦 ｢博多2号｣を供試した.育成品種が,よく固定した状態で普及されれば,

二短年月の間に品種の分化が起ることは考えられない. この場合問題になるのは,選抜を

受けなかった形質,不可視形質およびポ7)ジ-ン系が関与する形質の分離だけである.

しかし,最近の遺伝学的知見によれは,それら形質の固定が, これ迄想像されてきたよ

りも困歎なことは,推察されるとおりである.

資料は,北海道(A),北陸 (B),蘭東東山 (C),東海近畿 (D),九州(E)の各農業試験

場より分譲を受けたものであり,これらの地方系統は,圃場観察のみではその識別がむ

ずかしいはどよく類似していた･2カ年の反覆比較試験の結果に基き分散分析を行っ苧

ところ,系統間の差異は,収量,穂数,出穂期では,いずれも有意義とは認打蔚花市
った･一方,梓長,穂長,小穂数,千粒重では,5乃至1% 水準で有意な差異が発見さ

れた･ とくに興味ある点は,第 1表に示したように,穂長が南方系統程長い傾向であ

る.この裏は,/53年度各系統 75個体について穂長を測定した結果である.

GoTOH,汰.:丁ap.Jour.Genet.31印刷中
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第 1 表

A 10 23 19 19 3 1

月 1 5 8 15 23 16 6 1

上) 1 5 8 16 26 12 5

E 1 6 14 24 21 6

8 3

9
･
7

〓

=

一
3

供試系統が少ない上,長短両系統間の交配実験をともなっていないため,結論的なこと

はいえないが,この品種の原種が,穂長に関するポリジーン系が未固定のまま増遷され

たため,各地の自然環康の下で淘汰を受け,このような変異が生じたものと推定される.

(Go'/oH,K. :Jap.Jour.Genet 31.印刷中)

65. コムギ品種 ｢埼玉 27号｣の･異型について (後藤寛治)

小麦や燕麦のような倍数性作物の品種の中には,その品種特有の異型 (Rogueまたは

Off･type)を発生するものが知られている. これまでの研究では,異型発生の原因の一

部に,染色体の異常が関連しているとされているが,詳しくはいずれの場合も不明で,

手におえない遺伝的な変化として扱われてきた.

ここに供試した ｢埼玉 27号｣では,原種圏で種子の増植中,長程の異型が発生し,

徹底的に淘汰したにもかかわらず,その発生を抑制できなかったといわれている.

5つの地方系統につき, 2カ年にわたり比較試験を実施した結果,盛岡産の β 系統

が 88タ̀ の長停異型個休を含む以外は,いくつかの実用形質について,系統闇に差異が

みられなかった. また か 以外の系統には,短得と長持の異型が極 く凍れに含まれてい

た.D系統の長梓異型は,正常に比し,葉色やや淡く,茎葉が細長で,やや多藁な上,

秋播性を示す.すなわち,正常型は,高温長日条件下で,播種後約 1カ月で出穂するが,

長持型は,61日目からその後1カ月以上にわたって漸次出穂する.そこで,この条件下

での出穂の早晩に基き,異型を4階級に分け,各々の階級毎に,圃場での得点と出穂期

を検討してみた.なお,この集団では,両形質ともポリジーン性の変異を示す.分散分

析の結果,両形質につき,階級間に1%水準で有意な差異が認められ,さらに,高温長
日下で速に出穂する系統程,短梓で,臨場での出穂も早い傾向が明らかになった.

以上の結果から,この品種の異型が,短梓と長程の2つの型を含むこと,点種型で秋

禰性を示すものがあること,その異型個体群の間に, ポリジーン性の変異が認められる

点で′従来知られてきた異型と性質がちがうことがわかった.雑種初期世代では,いわ

ゆる異型と普通の分離個体の識別は困難である.したがって,純度がかなり高くなって,

始めてその発生に気付くことになり,異型が多発する場合は,実際育種上 重大な問題

になるものと患う.(GoTOH,K.:Jap.Jour.Genet.31.印刷中)
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66. ナスの量的形質の遺伝力 (続報)(後藤寛治)

量的形質を対象として個体または系統選抜をする場合,扱う形質の遺伝力の推定値は,

選抜の時期や強度を決めるめやすになる.ナスの量的形質については,すでに著者 (′53,

/54)が,遺伝力の推定を試みた.ここには,企救長×仙台長一号の雑種 F3,F4代の系

統の遺伝力について報告する.

本年度扱った F3系統は,/54年度 Fz代 144個体中より,任意にとった 45の白癒

系統であり,F4系統は,′53年度栽植した F2集団より 30個体を白筋し,その種子を

混合して /54年度 F3集団として 144個体栽培し, その中から任意にとった 45の自

推系統である.設計は,2回反覆の乱塊津により, 1系統1区8個体宛移植し,個体別

に開花迄日数,草丈,茎の太さ,着果数,異形指数を測定または算出した.つぎに,1

系統7個体の成績につき平均値をとり,分散分析法により,遺伝的分散を算出し,表示

したような遺伝力の推定値をえた.

遺伝力の推定値 (%). 蓑によれは,果形指数や開花迄日数の遺伝力が高 く
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草丈や茎の太さがこれに次ぎ,着果数が最も低い.ま

たいずれの形質でも,固定慶の高い F4代の方が高い

値を示す.

著者 (/53)によれは,F2と Flの分散に甚いて推

定した広義の遺伝力 (5掛合せ平均)は,開花迄日数,

果形指数,着果数で,それぞれ 69.6,89.3,4.1%を

より遺伝力を算出した結果 (後藤 /54), 開花迄日数で,64.8,75.79i,果形指数で,

74.9,66.4%という値をえた.

ここで指摘したいことは,開花迄日数や異形指数の遺伝力が,取合せが異るにもかか

わらず,またどの推定法でも,ほぼ一致した高い値をとる点,および F2代では,4.1%

と極度に低い遺伝力を示す着果数が,F,,F4代の系統の遺伝力で,34.5,48.6% とやや

高い値をとる点である.GoTOH,K (1953):Genetica.26(516):453-467.

- -一一一 (1954):Jap.Jour.Genet.29(3):89-97.

67.貰相の単為結果 (古里和夫 ･貧木英次郎*)

夏相の種子なし果実品種育成にさいし, まず無種子果実が単為結果するのかどうかに

ついて調べる必要がある.そのため数種のホルモン剤を使用して単為結果を起させる実

験を試みた.使用した植物ホルモン剤は, アルファーナフトール酪酸, tマヤトーン,

2.4.D.,2.4.5.-T.,フルーTン, 下マトフックスで各種濃度のものを用い,撒布は開花

時に行った.

*静岡大学段学部
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突放の結果,2.4.5.-T の 42p.p.m.を撒布したものから無産子果実を得ることが

できた.その果実の大きさ,味等は肴種子果実とほぼ同様であった.

またこの撒布の実験とは別にナフ下-ル酪酸を幼巣に注射したものから小さな靴のあ

る無種子状態の果実を得たが,これは果実の発育は劣りかつ 肉質が固く食用には不通の

ものであった.

以上の実験により夏相に単為結果性のあることを確めた.

68. 相席種子の多旺現象に関する研究 (古里和夫 ･太田泰雄 ･石橋憲二)

柑橘種子の多歴性について,主として夏鐙,三宝柑 および温州蜜柑等を用い, 3カ年

にわたり種々の見地から調査を行い大要つぎのごとき結果を得た.

(1) 各果含有種子数とそれら種子の涯数との間には相関関係は認められない.年に

より,また柑橘樹個体間或は枝により相関係数は +0.84より -0.84迄種々の値をと

るが,それらの間には全 く規則性がない.

(2) 涯数を幼樹 (5年生)と成樹 (30年生)について比較すると,すべて成樹の方

が多く,いずれも統計的に有意である.

(3) 着果枝の方位により腫数に変異が認められ,北側の枝の方が南側に比して広数

が多い.しかし頂枝と下枝との問には有意差は認められない.

(4) 各棟毎に既数の経年変化をみると,成り年に多く,裏年に少ない傾向がある.

(5) 隣接する2巣はそれぞれの合有瞳子数および各種子歴数分布状態が酷似する.

これらの点から種子の腫数は柑橘樹の生理ないし栄養状態により相当影響されること

がうかがわれる.

69. 葡萄の倍数体品種について (古里和夫 ･石橋憲= ･太田奉稚)

一般に栽培されている葡萄品種のうちから倍数体らしき外観をもつ品種を集め,これ

らの染色体数を潮査した結果,次の品種が四倍体あるいは二倍体であることを知一,た.

染色体数

n 2n

セ ンテ エア /レ (Centenial) 38 76

マ ス カ ッ ト ･カ ノン ･ホ ール 76

(Muscatcanonhall)

宜 峰

宜峰枚変 t)

宜峰×互鯨

4)l暁や'lT.

大 粒 デ ラ ウェ ア

38?

76

76

76

38

上記の品種のうち石原早生は入手した実験材料では n-19で二倍体であったが,石原

早生とセンテニアルとの雑種から生じた宜峰が四倍体であることから推察すると,石原
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早生は四倍体であろうと考えられる.この実験に入手した材料が間違っていたらしいの

で,この点をさらに追究する予定である.大粒デラウェアは果実は普通のものよりも大

きかったが二倍体であった.また自然授粉によって得た種子を播いてそれ等個体の染色

体数を詞べたが,いずれも二倍体で三倍体のものは見られなかった. あるいは表皮が四

倍体であるのかも知れないがいまだ確めていない.

70. スイカとコT)シントウl)の雑種 F2について (古里和夫 ･宮沢 明)

スイカ (n-ll)とコロシントウ1)(n-ll)との雑種 Flの減数分裂時における染色

体の接合は 11ⅠⅠをなし,種子稔性は高い.この Flに戻し交雑を行って,Bl個体なら

びにFZ個体より諸形質の分離の状態を観察した.果肉の色は両親は桃色(スイカ)と白色

(コロシントウ1))であったが,その子孫にはこれ等の色のほか黄白,緑白,黄緑および

樫色の果肉のものが現われた.果実の味については甘味(スイカ)のあるものと,苦味(コ

ロシンナウ1))のあるものの両種から,双方の形質以外に無味,甘酸苦味 および酸味な

どのものが分離した.果肉は硬 (コロシントウリ),軟 (スイカ)両種からはさらにその

中間型のもの,種皮の色も両者の中間型のものが多く,果皮の色は癌色無地(スイカ)と

濃緑網目状 (コロシントウリ)のものから, このほか縞のあるものが多く現われた.こ

れらの分離の状態は複雑である.

71.甘鳶の出穂開花 (古里和夫)

甘贋の品穣 Co.285および Co.番号不明の2品瞳を用い, 出穂開花させるため植付

第1年目 30oCの調節温室で栽培し,翌第2年目は戸外の団場に移し, 9月中旬より電

燈照明を1カ月半行ったが,開花しなかったので,晩秋,ガラス室-移して栽培したとこ

ろ, 7月下旬3年生の茎のみから出穂するものが認められた.甘簾の出穂は北半球では

普通秋期に見られるのであるが,この場合は春期に花芽形成が行われたと推定される.

甘蕪に花芽分化を起させる 日照時間は 12時間 30分内外といわれているから,この

場/斜ま前記の日照時間をもつ 4月中旬に花芽分化が誘起されたものと考えられる.

F.変 異 蓮 伝 部

第1研究室 (松村)

72. X 線の稔性および葵然変異率に及ぼす影響 (松村清二 ･藤井太朝)

1) 一粒コムギの美浜 一粒コムギ (Triticummonococcum,n-7)の2変種 (vul-

gareおよび Pavescens)の休眠種子に 180KVP,3mA のⅩ線を洩過板なしで 5,400,

8,100および 13,500Yと線量をかえて照射した. また線量 8.100r一定として,80,

130および 180KVP と電圧 (波長)をかえて府射した.これらの Ⅹ1植物の花粉母材

胞の成熟分裂を観察して,染色体異常率は線量の増すとともに, また硬練になるほど高
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くなることを確めた (年報,第3号).一方, Ⅹ2の穂別系統について遺伝子突然変異率

を計算すると,ほぼ同様の関係がみられた (年報,第5号).両変異ともに var.vulga-

reの方が var.Pavescensより発生率がやや高 く,感受性が高いことを示した.これら

を纏めると第 1表となる.

第 1表 一粒コムギの Ⅹ 線による突然変異率および稔性の変化

線 景 電 圧 var.Pavescens var.vulgare

(r) (KVP)墓&(x#1警衛賃貸芸驚 守谷讐xnl竿性葦等 苧骨髄 笥 変展覧 ;稔

無処理

5,400

8,100

13,500

8,100

8,100

8. 50.'70冒 ･･ 呂.'3日 ;62:≡.7 2:8080 1?.I;3

1

833 ; 1…･.喜O. ･ 喜:…芸 ; …三･.82… 1三二三… 98･.36日 :11･.三三

次にこれら Ⅹ1植物の稔性を穂別に調査したところ,標準区,照射区ともに var.jla-

vescensでは 81-90% にモードがあるが,標準区に比し照射区のモ-ドはすべて著し

く低くかった.さらに線量が増すに従って少しずつモードが低下し,不稔性の高い穂が

多数出現した.線質の差を見ると,130と 180KVP では稔性に大差なく,80KVPで

はやや両者より高かった.ちょうど,この不稔性増加の関係はⅩ1の染色体異常率の増加

とにている.各瞳の平均をとって表示すると第 1表の如 くで,var.vulgareでは一般に

稔性が低いが(晩生のため高温に会うからと思われる),だいたいにおいて染色体異常率,

遺伝子突然変異率および不稔性は平行した関係を示した.

2) 二条オオムギの実験 二条オオムギの栽培品種,早生ゴール, アサヒ5号, スワ

ンス-ルス,札幌6号,札幌 10号,6-7(札幌6号より育成したもの)および 10-4

(札幌 10号より育成したもの)の7品瞳を材料とし,180KVP, 3mA,距離 13cm,

384.5r/minの条件で 8,100および 13,500Yの X線照射を行った.

その結果,第 1表に見られるように, この程度の照射量では Ⅹ1における発芽歩合の

低下は殆んどみられない. しかし Ⅹ1の稔性では各区とも照射量の増大とともに稔性が

著しく低下す1 .コムギその他の実験によると, 品種または変種により放射線感受性が

ことなる. この関係は Ⅹ1の稔性にも示される.オオムギでもこのような感受性の相違

があると思われるが,今迄の実験すなわち Ⅹ1の稔性および x 2の葉緑素突然変異の出

現率のみでは品種間の差異はわからない.

x2の芽生で種々の葉緑素突然変異体がえられたが,これはコムギでもしばしば見られ

る albina.xantha,chlorina,basi-viridisなどであり,これらの出現率は第 1表の通り

である.この結果から考えても品種間の差異についてはいえない.
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第 1表 二条オオムギ数品種における Ⅹ 線の発芽,稔性および

突然変異率におよはす影響

Ⅹl発芽 穂 別 Xlの穂別稔性
渉合

(%) 系統数 %

F･生 ゴ-ル

無処理 96.0 9 73.09

Ⅹ2の薬線素突始
x2の発芽 :変輿

指 数 歩合(%)=系統数 称呪率(9i)

1..... h o.48

13,500Y 90.2 26 42.59 58.27 i

無処理

8,100r

13,500タ.

札 幌 6rB･

.QTiLul1!.

8,100γ

13,500r

札 幌 10号

.Ql.1処理

8,100r

13,500r

6-7

.～.牲Etu

8,100γ

13,5(氾r

10-4

無処理
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0.00

8.33

73. 放射名刺こよる一触コムギの染色体異常 (蛤村清=)

以前の実験では,Ⅹ 線の波長 と染色体異常との蘭係が,一粒コムギの休眠種子に一定

線量 8,100γを 180ノ130および 80KVPと電圧を変えて照射して研究された.その結

見 教練では染色体異常率が明らかに低下することをみた. しかし,この実験では泥過

板なしで,単位線量 γノ′minも一定にせず照射された.今回は各波長を一層差をつけるた

めに,硬練ほど厚い洩過板を入れ,r/minや照射時間もだいたい同様にして照射した.

さらに 20や 50KVPの X線をそれぞれ別装置を用いて照射し,また Co60による γ

線照射をも比較研究した.
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その結果は第1表の如くで,80-180KVP に関しては前回と同様の結果をえた.50

KVPでは意外に変異率が高く,再び線量測定に疑問をもち,従来のマツダ"r''･meter

による結果を吟味する意味で,Siemens社の Universa1-Dosismesserにより昨夏測定

したところ,80-180KVPの装置ではいずれも 8,100Yはなく6,190-6,580Yであっ

た.これを考慮に入れても 50KVPの場合の変異率は高い.教練や極教練とよはれるX

線については今後の研究によらねは解決できぬ問題が多い.

γ線は Ⅹ線よりも染色体異常率が高く,植物に及ぼす障害の程度や種類もX線とは

異,,ている. γ線の方が障害が大きいが,各個体同様に影響され芽生なども一様に小さ

い.また γ線の 16,200r照射では発芽した芽生が小さく1カ月ぐらいで全部枯死した.

これに反し Ⅹ線では障害は少ないが,各個体による影響に差異がある.

以上の結果を総合すると,線量は同じでも線質(波長)により染色体異常を起す率に差

があることがわかる.硬練であるほど電子の イオン化の密度は粗で染色体切断が分散し

て起る.これに反し教練ほどイオン化が密に分布し切断を密集して同一染色体におこる

ことも多く,癒合して回復するものが多く,転座が少ないと考えられる.

第 1表 放射線の質と染色体異常との関係 (1953+1955)

欝 針 滅 過 枚 管(蕊 )iR 線 (,)丑 親祭- 難 戦 ) 数

披 準 42 0(0 .00)

130 0.3Cu十0.5Al . 3 8,100(6,190) 106 6(5.66)

80 なし 4 8,100(6,580) 114半 5(4.42)

50 0,;5LAl'(119955353 .…描 喜喜用 壬3路 芸003 103ほ9 ll(10･68)ほr5:82岩;

20 な し 10 ---- (8,100) 44 1(2.27)

* その うち 1本は′1ミ敬体,千()UnlVCrSal-Dosismcsserにて榊j定

74. X 線再封による一粒コムギの vil･idfHIlbilla葵然変異の研究 (藤井太朗)

1951年に一粒コムギ (TriticummonococcumPavescens)の気乾種子を 130KVP,

3mA,抜髄 16cm,294r/minの条件で 5,400,8,100 および 13,500Yの Ⅹ 線照射

を行い,x2でそれぞれ 6.67,12.73および 37.04% の劣性突然変異をえた.これらの

内には albina(al),chlorina(ch),basi-viridisI(bzJⅠ), 同 lI(bzJII), virido･albina

(va)および striata(st)などの葉緑素に関する突然変異体が大部分であった･これらの雀､
突然変異体の葉緑素量は ch,bvIおよび bvIIでは正常の約 1/2,また vaでは約1/4に減

少していることが Spectrophotometerによる測定の結果明らかになった.

しかしbvI,bzJIIおよび vaは冬期温室に入れると, その葉緑素量がかなり増加し,
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さらに蛍光燈照明(約 4,0001ux,8および 14時間)を加えると照明時間の長短にかかわ

らず正常と同量になることがわかった. なお vaは圃場においては完全な敦死作用を義一

わし,1-2月の低温期間中に枯死するが,この照明条件のもとでは出穂,結実するもの

である.一方 al,chおよび stは同じ処理を行っても前者のような葉緑素量の増加はみ

とめられない.

葉緑素形成には青色部の光 (波長約 445mp)が最も有効であり, また低温では形成が

抑制されることがわかっている.したがって bvI.bvIIおよび vaでは葉緑素形成に関

与する基質は正常と同量だけもち,これが抑制されているのであり, これに反しal,ch

および stでは,このような基質が突然変異により減少しているものと考えられる.なお

vaの回復したものはこれを囲掛 こ出すと,それ以後の集はvaとなり,また回復した植物

からえられた直子よりの芽生は同じくvaであった (遺伝学雑誌 30:167-168参照).

さらに Warburg検圧計により相 の酸素消費量を測定したところ正常の約 1/2に減少･

しているが,塩室で回復したものは正常よりもやや多くなっている. また同じ方法で

cytochromeoxidaseの活性を測定したところ,圃場,温室ともに正常とだいたい同率

の活性を示した. chは温室に入れても回復せず,cytochromeoxidaseの活性は正常

の約 1ノ2に低下している(藤井 1955).したがって葉緑素量の回復には cytochromeoxi-
daseが正常と同率の活性を有することが必要であると考えられる.

75. 三倍牲胡葬の実用的採種 (松村清= ･望月 明*)

昭和 27年度に 4398(木骨 398号 4x)×本官 162号 (2x)という三倍体取合せが奨

励品種 3n-1号に指定された.翌年度, この 3x組合せと398号×162号の 2x組合

せとを比較したが,収量には大差なく,わずかに 3xがよかった.また 4402(本育 402

号 4x)×US216というアメ7)カ優良品種を 2x親に入れた範合せが,他の 3x取合せ

と比較されたが,とくによい結果はえられなかった.

一方,昭和 28年度から3タレ1号の実用的採種のため基礎研究を初めた. まず一定の

方式に 4x:2xを 3･.1の比に定植して,4xより採種したもの (A)と2xより採種し

たもの (B)とを 2:1の比に混合したもの (種子混合),4ガと2∬の種子を 3:1に

混合して播種し,それらの母根より採種したもの (原種混合), および両種母根を3:1

の比に混じ採種したもの (母根混合)の3区を作り,翌年度には収量比較試験を行った.

これら3区間には反当根重,根中糖分,反当砂糖収量などに有意な差はなかった. しか

し,3区とも普及種である本官 192号よりやや糖分が低かったが,根重が重く,結局,

砂糖収量を増した.

次に,上記原穣混合の場合に 2x,3x,4xの穐子が実際にどんな割合に混合されてい

L.さるかを,次の3取合せについて染色体数より決定した (第1表).その結果, 4398×162

号では 3∬の頻度が最も高く,4398×399号では最も低かった.本官 399号は早生鐘で

あり398号 4ガの開花が鴨れるため 2ガが多くなったものと想像される. したがって

*兵庫農科大学
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4ガ と 2ガ との開花期を揃えることが 3∬を多 くえるために必要な条件 と息われる. ま

た 4398×162号でも 3xの頻度は 45.6%にすぎないので, 実用的に原種混合の場合,

3:1よりさらに 4∬を多 くしなければならぬものと推察される.

第 1表 各種三倍体組合せにおける 2x,3xおよび 4xの頻度

交 雑 組 合 せ 2n-18 2n-27

% ; 81.0 17.3I

4398×401 27 19

9i 50.9 35.9

4398×162 63 57

% 50.4 45.6

2n-36 計

7

13.2

5 125

4.0 100
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yopterin",itsnonidentitywithisoxanthoptery1-6-aceticacid.Jour,

Biochem.42:419-422.

村椅幹夫 .防本寧男 1955.Pharbitis.FaunaandFloraofNepalHimalaya2.

名和三郎 ･枚浦貞郎 ･後藤幹保 ･平田義正 1955.Remarquessurlespt6rinesnatu-



発 表 文 献 93

relles.Jour.Biochem.42:359-361.

名和三郎 ･平 俊文 1955･TheeyepigmentofD.melanogasierandpteridine

derivatives.D.Ⅰ.S.29:166..-167.

-- 1955･Yellow pigmentfound in the body ofthemutant

"Bed"inD.melanogasier.D.LS.29:167

岡 彦- 1955･四倍体稲の研究, Ⅴ.稲四倍体品種及び品種間雑種に於ける染色体の

行動 遺伝学雑誌 29:205-214.

1955･Studiesontetraploid rice,ⅤL Fertilityvariationandsegrega-

tionratiosforseveralcharactersintetraploidhybridsofrice,

Oryzasaliva.L.Cytologia 20:258-266.

1955.稲の分けつ,杵長等に於ける温度反応とその品種間変異(栽培稲の系統
発生的分化 第7幸齢.育種学雑誌 4:213-221.

1955.稲種子の休眠と寿命に関する品種間変異 (栽培稲の系統発生的分化

第 10報).育種学雑誌 5:90-94.

1955.稲雑種集団に於ける遺伝子頻度の変化 (栽培稲の系統発生的分化 第

11報).育種学雑誌 5:207-212.

1955･Changeofgenefrequencyandarestrictionongenerecombina-

tioninhybridpopulationsofrice.Jour.Agr.Assoc.China.New

series. 10:22-28.

酒井寛一 .鈴木保男 1955.Studiesoncompetitioninplants,II.Competitionbe-

tweendiploidandautotetraploidplantsofbarley.Jour.Genet.

53:ll-′20.

----- - Studiesoncompetition in plants,V.Competitionbetween

allopolyploidsandtheirdiploid parents.ユour.Genet.53:585-

590.

酒井寛一 ･後藤寛治 1955.Studiesoncompetition in plants,IV･Competitive

abilityofFlhybridsinbarley.Jour.Heredity46:139-143.

酒井寛一 1955.植物育種法に関する理論的研究 II.自殖性作物の交配育種における組

合せ検定法の理論.育種学雑誌 5:110-114.

1955.Theoreticalstudiesonplantbreedingtechnique,ⅠⅠ.Theoretical

basisfordiscriminating the mostdesirablehybridcombinations

inearlygenerationsofhybridbulks.Jap.Jour.Breed.5:110-114.

1955.Secondaryselectionandaplanformultiplicationofsuperiorseed

ofricevarieties.Indianユour.Genet.andPlantBreed.15:18-24.

阪本寧男 ･村橡幹夫 1955.アサガオの日長反応の生理遺伝,I.曙期感受性の系統間差

異とその分布との関係.遺伝学雑誌 30:184.

竹中 要 1955.タバコ属植物の細胞遺伝学的研究,ⅤⅠ.タバコと他の種との交雑種の減



発 表 文 献

数分裂.植物学雑誌 68:358-362.

1955.タバコ属植物の細胞遺伝学的研究 ⅤⅠⅠⅠ.サンデレーと他の3種との交

配 Flの減数分裂.遺伝学雑誌 30:236-241.

--- --日 1955.タバコ属植物の細胞遺伝学.最近の生物学 5:152-185

田中克己 1955.Estimationofthefrequency ofpartially sex-linkedgenesin

man.Amer.Jour.Hum.Genet.7:163-169.

館岡亜緒 1955.KaryotaxonomyinPoaceae,ⅠⅠLFurtherstudiesofsomaticcbro･

mosomes,Cytologia 20:294-304.

1955.再びイネ科における直子澱粉粒の分類学的意味について.植物研究雑

誌 30:199-′208.

1955.日本産イネ科植物の染色体.染色体 24-24:843-879.

1955.カズノコグサの染色体とその分類学的位置.染色体 22-24:824-

825.

館岡亜緒 ･林田良子 1955.ノガ1)ヤスの細胞分類学的知見.植物研究雑誌 30:336-

339.

辻田光雄 1955.黄色致死と讃体色との連関特に黄色致死の母親遺伝について. 通伝学

雑誌 30:1()7.-117.

辻田光雄 ･坂口文書 1955.黄体致死の遺伝生化学的研究,(1).黄色致死蚕系統のプテ

リンについて.遺伝学雑誌 30:83-88.

辻田光雄 1955.カイコの E遺伝子群中の ETIと Ek2'の交叉について. 遺伝学雑誌

30:227-285.

------1955.カイコの E遺伝子群中の H とKp との組換型の致死作用と環境と

の関係.遺伝学雑誌 30:252-256.

Acad.30:93.-98.

辻田光雄 ･稔井千秋 1955.AdoublelysogenicstrainofPseudomonassolanacea･

rum.Proc.Jap.Acad.31:180-185.

津田誠三 1955.Electronmicroscopicalstudiesofultra-thinsectionsinAspergi･

llus,PenicilliumandNeurospora,(Ⅰ).Indian Phytopathology81･

83一一93.

1955.Studiesonheterocaryosisin AspergillusandPenicillum･Indian

Phytopathology 8:1-8.

渡辺強三 ･辻田光雄 ･坂口文書 1955.ゾウリムシの単離せるミトコンドリアの研究.

静岡大学研究報告 5:153-160.

吉田俊秀 1955.OriginofV･Shapedchromosomesoccuringintumorcellsofsome

ascitessarcomasintherat.Proc.丁ap.Acad.31:237-242.

1955.癌細胞の特殊性一癌における染色体研究の概況.癌の臨床 1:457



発 表 文 献 95

･-465.

1955.癌の遺伝学的研究一特に実験動物における癌.最近の生物学 5:53-

87.

1955吉田肉腫細胞における Ⅴ字形染色体の由来.科学 25:425-426.



Ⅲ.発 表 講 演

発 表 者 . 題 目 月 E] 場 所 備 考

藤井 太 朗 .X線による一粒コムギの葉緑素突然変異(予報) 〝

盲 最 和 副
西瓜とコロシンナウリの雑種について 10･17

豪遊 盃1 植物ホルモンによる夏樫の単為結果 1018

国立遺伝学研究所 l三島遺伝談話会第 33回例会

東京大学 !日本育種学会第8回講演会

::---:- _∵ _I.I-_::--∴ こ -∴ ::: :I-~二
石 原 隆 昭 ･MYマウス肉腫の移植感受性に関争するH遺伝子 . 2.28.L国立遺伝学研即 日 三島遺伝談話会第 34回例会⊥ rT1人h=売1 !′､rコ≒･rhこr庁.LEL.,･rヽ一息J二二Lt.i.I./171Ttカ7＼

.1.,T-号 ∴ミ ェール1)ッ ヒ癌に現われたナイトロミン抵抗性系統 4.3L京都大学

石 原 隆 昭 !三毛堆猫の精子形成について .10･18

庵 讐蓑 霊 ､響 ornに発見された"icro-ela突 10117

日本癌学会第 14回総会

日本遺伝学会第 27回大会

岡IU大学 L日本遺伝学会第 27回大会

N.Y. Statistics,AnnualMeeting

くD⊂n

撒

船

群

常



駒 井 卓

'/:l'l･i:(...;::I..
橡村 清 二

格付 清
藤井 太

GeneticsofJapan,pastandpresent

ル

ル

//

/′

Chairman'scommentattheopeningsession
oftheSymposiumonPopulationGenetics

Anactualcaseofmicroevolutionobservatedin
anaturalinsectpopulation

青色撃膜の遺伝

癌における異常核分裂の意義とその原因

欧米学術視察談

放射線遺伝学

放射線による突然変異とその利用

放射線による一粒コムギの染色体異常

タバコのⅩ線突然変異体

一粒コムギのⅩ線による遺伝子突然変異

ショウジョウバェの眼色色素について,第2報

統計遺伝学的方法によるイモチ病の抵抗性の遺伝子
分析

5.17

5.18

5.26

6.22

6.24

6.6

6.12

12.19

4.2

2.4

9,ll

9.20

10.17

4.4

10.13

10.17

4.3

University of
california DepartmentofZoology

Stanford
university DepartmentofBiology

OakRidgeNatio-
na l Laboratory DivisionofBiology

Universityof

Universityof
NotreDame

ColdSpring
Harbor,L.I.,N.Y

//

国立遺伝学研究所

京都大学

東京教育大学

国立遺伝学研究所

東洋醸造

岡山大学

東京大学

浪速大学

岡山大学

東京大学

国際集団遺伝学討論会

Il

三島遺伝談話会第 40回例会

日本癌学会第 14回総会

農学教室講演会

静岡県東部レン トゲン技術研究
実習会

三島遺伝談話会第 39回例会

日本遺伝学会第 27回大会

日本育種学会第8回講演会

日本育種学会第9回講演会

日本遺伝学会第 27回大会

日本育種学会第8回講演会

凝

紙

製

常



発 表 者 ｣ 題l

業 苦 重義‡
酒 井 寛 一

酒 井 寛 一

坂 口文 書

l

稲における量的形質の遺伝

(A)Areviewon the natureofintervarietal
hybridsterilityinrice
(B)FertilizerresponseofricevarietiesinTa･
iwan

赤米に対する陸稲競争力の品種間差異 4.3

交配育種における取合せ検定津の理論 ′/

Competitioninplantsanditsrelationtoselec∴ 6.9
Competitioninplantpopulations 7･3

卵の cyt∝hromeCoxidase活性について

浪速大学

台北中山堂

東京大学

り

ColdSpringHarbor,L.Ⅰ.,N.K
NorthCarolina
StateCollege
Universityof
Wisconsin

浪速大学

蓋蓋≡蒐語 等 芸等荒蒜 ,I._iF巣及び 11喜･::喜 恵 ≡…

lll

_,_.-:_ -:二 二 ∵ 三 = _ 三 二二

雪 雲霊 慧IF芸 孟…芸警筈対称並びに不対称変異 ::::;

九州大学

岡山大学

広島大学

岡山大学

l

中華農学会民国 44年度会

ll

日本育種学会第8Lr1]講演会

､
Il

1DepartmentofAgronomy

j 日本育種学 会第9回講演会
〝 討論会特別講演

二 _ 二 二 二

日本動物学 会第 26回大会

l

日本植物学会第 20回大会

!日本遺伝学会第 27回大会

く.O
O〇

轟

鮒

即

発



津 田 誠 三 細菌性ウイルスの増藷に蘭する研究(弟 1報) 4.3.京都大学

~~ 一J〔 !部微細構造の観察

日本ウイルス学会弟3回総会

日本電子顕微鏡学会

日本遺伝学会第 27回大会

辻 田光 雄 .哲学多角体ウイルスと細胞質性解 体ウイルスにつ 2･6'国立遺伝学研究所 三島遺伝談話会第 33回例会

カイコの細胞質多角体ウイルスについて 4.7i東 京大学 日本蚕糸学会第 25回大会

Ⅹ線照射によるカイコの無半月紋蚕 (Nl)の形歳 :10.17 岡山大学 日本遺伝学会第 27回例会

中腸型多角体ウイルスの添食実験について

- 儲 蓋暮雲篭掌語 義鰭 FqR筒細胞における多角体

墓 冒要 割 L卵巣移植による家奉黄色致死の母親遺伝の追証

法 巽 学 割 Pseudomonassolanacearum の重複溶原株の形成

吉 田俊 秀 .ラッIの癌細胞におけるⅤ字形染色体の性格

__ー 動物染色体の微細構造の観察に適した新おしつぶし
;漢

真 宗窪副 ラットにおける正常肝及び肝醐 胞の染色体比較

烹荷票栗) いわゆる低調溶液前処理法の検討

フミ
l

ll り

1

2.6 国立遺伝学研究所

2.28 国立遺伝学研究所

4･23本 大学

10.17.岡山大学

1

り 7J

三島遺伝談話会第 33回例会

三島遺伝談話会第 34回例会

日本癌学会第 14回総会討論会
特別講演

日本動物学会関東支部第7回大
′∠ゝ7ミ

染色体学会三島第2回例会

日本遺伝学会第 27回大会

日本動物学会第 26回大会
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発
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100 その他 の研 究 活 動

Ⅰ.そ の 他 の 研 究 活 動

飯野徹雄 米国 Wisconsin大学奨学生として Prof.LEDERBERGの下で研究中

(31.12.1まで)

木村草生 米国 Wisconsin大学奨学生として Prof.CROW の下で研究中 (31.7.27

まで)

駒井 卓 米国 Longlsland,ColdSpring Harborにおいて開催の国際集団遺伝学

会議に出席 (30.6.6-13).

酒井寛一 同 上

岡 彦- 台湾省立鼻学院の招請により ｢稲の遺伝育種｣ の特別講義および研究調査

のため中華民国に出張 (30.10.1-31.3.30).

山田行雄 弟の研究社主催夏期大学第 4回総合養弟講習会に おいて ｢弟の遺伝 と善徳

津｣について講演 (30.7.31).

〝 名古屋市産業通信中禽社主催養鶏夏期大学において養親に関する講演 (30.

8.ll).

〝 徳島県主催種尭遺伝研究会において連発の遺伝に蘭する講演(30.9.2).

田中義麿 徳島県主催種弟遺伝研究会において種弟の遺伝に関する講演.(30.9,2).

酒井寛一 肢阜県高富種畜場主催検定鶏出品者研究会において ｢米国における最近の

種親改良｣について講演 (30.9.5).

木原 均 宇都宮大学において レト麦発祥の地をたずねて｣について講演.

(30.ll.23).

〝 北海道大学において ｢小麦の相克｣〝ヒンズークシ探検談′/について講演.

田中克己 九州大学医学部にて臨床遺伝学特別講義 (30.ll).

(30.ll.25).

VI.図 書 お よ び 出 版

図 書 主 任 (30-31年度)

図 書 委 員 (30年度)

購入図薯および雑誌

和 書 (増井 清 :発の育種,その他)

洋 書 (VANNOTTI:Porpbyrins,その他)

和 雑 誌 (化学の餌域,その他)

洋 雑 誌 (AgronomyJournal,その他)
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図 書 お よ び 桝 版

ゴル1･シュミッt･文庫

今年は次のように寄贈された.

到 着 月 日 別 刷 部 数

2 月 28 日 328

4 月 1 日 129

8 月 13 日 284

12 月 6 日 208

計 949

冊

31

25

46

38

40

誌

1

雑 単行本冊数

8

55

18

101

*娃 諒 内 容

AmericanNaturalist,AmericanScientist,JournalofGeneralPhysiology,

JournalofHeredity,ProceedingsoftheNationalAcademyofSciences,

Science,その他 27種

寄贈図書および報告繋

国 内

大学報告および雑誌 (東京大学,その他) 62種 370冊

各種研究所報告 (国立公衆衛生院研究所,その他) 26種 73冊

各種試験所報告 (姿源技術試験所,その他) 6種 145冊

学会雑誌 (人類学雑誌,その他) 11種 115冊

別 冊 200部

国 外

図 書 〔Martin Ekblad:Induced Abortl'on on psychiatricGrounds,

その他〕計 2冊

雑 誌 〔AgriHortiqueGenetica(Sweden),その他〕 計 62冊

年報報告および蓑報 〔Hilgardia(CaliforniaAgriculturalExperiment

Station),その他〕

別 冊

書 名

国立遺伝学研究所年報
5号 (昭和 29年度)

NationalInstituteof
GeneticsAnnualRe-
portNo.5(1954)

19部

350部

年 報 出 版

i'iJ数 発行部数 配 布 先

･12 1,000 歪墓芸讐 讐適大学,

90 1,000 同上



102 新規の施設および行事

ⅤⅠⅠ.新規 の施設お よび行事

1. 7イソl･-プ実験室

ラジオ･アイソト-プ実験室として鉄筋コン71)-I,一階44坪および地下室 18坪

(γ･線照射窒)が 11月より着工され,来3月5日完成予定で建築中である.小さいな

がら一階には管理室,夏衣窒,オー十グラフ宝,7- ド室,実験室,貯蔵量,測定室,

動物飼育解剖宝および植物窒 (ガラス星)など一通りのものが揃っている(第 1図参照).

また地下室は Co60による γ一線の連続照射を行う目的で,放射線防御を考麗して動植物

0eE b C C D IA

dD⊂享コ軍Elt[=コ C也r
也 F -

e∫

bC C

Kd

A.管珊采 B,苛衣宴
C.オー トグラフ賀 (噂室〉

D.7- ド宝 E.貯蔵冥
F.廃棄物処坪罵 G.=R

秤宝 H.実験銘 Ⅰ. 動

物飼育解剖寮 J.測定罵
K.椀物宝 L.東泉物搬

入口 M_稀釈博 N.ガ

ンマー線照射劣 0.抹作
室

a. カ リホル-ヤ理2_フー ド

b_ ヒユーム7g17- T･ C.

実験fi d. たが L e･

たた f. 貯萩穴 g. 水

槽覗き慧 h.制糾発作器

i. ホイス ト

第1図 アイソT-プ実験室 1階平面図 1/100

第2図 完成近きアイソT-プ実験室

実験に供されるため,特別に

設計 され た (第 1-3図参

照).

内部設備は,庁費と機関研

究費によって特殊の γ一線照

射装壱,放射能測定器その他

ラジオ ･アイソトープの研究

に必要なものが揃えられた.

γ一線照射量はその装置ととも

にわが国最初の考案で,Co60,



新規の施設お よび行事

第3図 地階平面図 (ガンマー線実験室)

A.ガンマ一般照/W宝 0.操作貰

f. 貯蔵穴 g. 水fyllLは 慧

h. 制御操作器 i. ホイス ト

k. 牧作室床面

第4図 オ-ソルックス顕微鏡
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50curjeを天井中央の 2m の高さ

にあげ,床に1日300タ.,1507･,

50Y,1rと線量をかえて照射される

(第 3図参照).すべて遠隔操作によ

り線量測定を容易にしたもので,放

射線障害や人為突然変異研究に期待

されるところが大きい.

2. オーツルックス (ORT-

HOI.UX)顕微鏡および

顕微鏡室

オーソルックス顕微鏡は西 ドイツ

のエルンストライツ光学工場にて製

造されたもので,昭和 29年度文部

省科学研究費輸入機械購入費によっ

て購入し,30年3月に当研究所-逮

られたものである.

この顕微鏡は大型の鏡基 (照明装

置,双眼単眼兼備鏡筒,接眼鏡,コ

ンデンサー,その他),位相差装置,

偏光装置,ウル トラパーク装置,蛍

光装置,曙視野装置,写兵撮影装置,

加温冷却載物台,積分求積器などが具備され

ている.このように完全なる備品をそなえた

オーソルックス顕微鏡は現在のところ,当研

究所に入/)たのが日本に唯一のものである.

この顕微鏡を設置するために,一階東側に

顕微鏡宝を新設し,さらに暗室を設備して顕

微鏡写真に便ならi/めた.

3. 皇太子殿下の御見学

箱根御滞在中の皇太子殿下は4月 13日,

当研究所を御見学のため来所された. この

日,皇太子殿下は学友 2人を伴われ午前 10

時に研究所御着,小憩ののち,田中所員は本

研究所の研究概況および昭和 31年9月に日
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本で開催される国際遺伝学会議について御説明申し上げた. ひきつづき騎井所員が ｢人

間の遺伝について｣,路村所員が ｢放射線と遺伝について｣の御講話を申し上げ,別室

において酒井所員が ｢イネの遺伝と育種｣,青田所員が ｢癌細胞の染色体｣についての研

究成果を御説明申し上げた.

第5図 休憩室にて随員および所員と共に御歓談される皇太子殿下

研究所の諸施設 (ゴルTシュミット文庫,電子顕後産, ショウジョウノ,-ェ飼育室,ネズ

ミ飼育室,種鵜検定含,たばこ苗床,硝子温室および調節温室等)を順次御覧になった.

その間しばしは学術的な御質問があり,殿下の生物学-の御興味の深さがしのばれた.

第 6 図 電子顕微鏡でパラメシウムを御覧になる殿下

御見学を終って,休憩室で随員および所員となごやかに御歓談され,14時 20分研究

所を出発され河口湖-向われた.昨年は天皇陛下をお迎えし, このたびまた皇太子殿下

をお迎えするなど,重ねての光栄に全所員は感激もあらたに,意義深い一日の行事を終

っ た .



実 数 駒 場

ⅤⅠⅠⅠ.実 験 圃 場

圃場別面積および栽埼植物

開 場 名 両 横 栽培植物

西 7 番 団 67619坪 一般作物

西 二 // 1713.8// 〝
酉 三 〝
東 - 〝
東 二 〝
束 三 〝
東 四 〝
東 五 〝
東 六 〝

1762.4//

700.0∫/

2375.8//

1000.0//

2543.4//

2373.3//

540.0//

計 13685.6坪

//

楕根性植物

一般作物

一般作物

桑樹および一般作物

桑樹および一般作物

桑樹およびクヌギ
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他に 水田 300坪

主な研究用栽樗植物

コムギ,エジロ-ブス,オオムギ,ミズイネ,オカイネ, ナス, トウガラシ, セキチ

ク,ナデシコ,スイバ,メランドリゥム,アサ,アサガオ,コルヒグム,ホウレンソウ,

ユ1),パンジー,スイカ,マクワウリ,ダイコン,サ トウキビ, アルファルファ,リコ

リス,クワ,クヌギなど.

圃場記録抜拳

固場転換のため東五番圃場に桑樹を植え付けた.東四番屈の桑樹は毎年一部の桑樹を

裁き取り整地して,他の作物を植え付ける予定である.なお実験植物の蒐集および保存,

サクラ,ツバキ各品程の蒐集と保存,日本産大根の諸品種の蒐集を引きつづき行った.

ⅠⅩ.実験材料の蒐集と保存

コムギ類とその近撮種

TriticumiurgidumL.(分枝穂)

AegilobSSquarYOSaL.(パキスタン産)

Agropyroncrisiatum (L･)GAERTN･(カナダ産),A.elongatum(2x)(HosT)P.B.

(フランス,アルジェT)ア産),A.Gmelini(LEDEB)ScRIBN.etSMITH(ネパ-ル産),

A.junceum (L.)BEAUV.SSp.boreoatlanticum STMONETetGuINOCHET(スウェー

デン産),A.semicosiaium NEES.(4x)(ネパール産),A.spicatum (PURSH)ScRI-
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BN.etSMITH (アメT)カ合衆国産),A.siriatum NEES.(ネパ-ル産)

ElymusdahuricusTuRCZ･(ネパ-ル塵),EISibiricusL･(ネパール産)

ByachyPodiumsylvaticum BEAUV.Var.lozonienseHARA (ネパール産)

タ バ コ 難

Nicotianaacuminata,N.amnis,N.alata,N.aiienuata,N.benavidesii,N.ben-

thamiana,N.bigelovii,N.bonariensis,N.Cavanillesii,N･clevelandii,N･corym-

bosa,N･debneyi,N･&astii,N,excelsior,N･exigua,N.glauca,N･glutinosa,N･

Goodspeedii,N.gossei,N.Langsdormi,N.longijloya,N･maritima,N･megalo-

siphon,N･mz'ersii,N.muliivalvis,N･nesophylla,N.nudicaulis,N･oiophora,N･

♪almeri,N.?aniculaia,N･paucijlora,NIPlumbagimfolia,N･quadrivalvis,N･

raimondii.N.re♪anda,N roiundlfolia,N.rustica,N.Setchelli,N･Solamjolia,

N･stocktoni,N･suaveolens,N･sylvestyis,N･iabacILm,N･tomeniosa,N･tomen-

tosZformis,N.trigonophylla,N･velutina,N･wigandioides･(昭和30年2月10日現在)

大 根 蒐 集 晶 種 名

′ト葡名,赤頭,山形,山形珂込,仙台地,秋田,麿風呂,寺尾,川合,赤塚,自首赤

塚,富山冬蒔,青口上野地,赤口地,人参切葉地,からみ,打木源練,諸江,山田中鼠,

三月掘入れ,女山赤,春信,比江,血冠,兵庫白, 白玉,甘太り,火の国,小田部,据

江,阿波中生,鬼若,自首夏,青首夏,三月,四月,黄葉みの早生,かき葉,青味,は

ま,盛岡宮重,箕島,王子,雪の下,西海四月,秋山,改良みの九日, えらぶ,辛味,

砂糖,大王春君,極早生四十日, 山口沢庵,指宿地,かじき,朝鮮,支部,大赤丸廿

日,赤長廿日,白長廿日,庄内三月.

ア サ ガ オ

品種名として 天津,新千代宝,碧竜,右近,都の挙れ,白妙,枝垂れ等.

花型の遺伝亮として 吹掛絞り,紫吹撃,濁黄雲輪,水色畳縮咲き,紅無地,藍吹雪,

白花中輪,石畳咲き,紫八重桔梗咲き,赤覆輪八重桔梗,水色八重桔梗,7人桔梗,衣

色桔梗,縮咲き,糸咲き,乱菊石畳咲き,乱菊,菊咲き牡丹,宋咲き,孔雀咲き,獅子

咲き(風鈴,乱れ嘆白,早咲き鼠,総風鈴,林風,早咲き茶,黒鳩,紫,紫紺,白,紅等),

台嘆き (薄紫,赤,白,薄空色 薄経,鼠 紫,紫紺覆輪,黒鳩覆輪,刷毛目等)等.

葉型の遺伝系とLて 砂摺黄*,南天孔雀,木立7人常葉, コ-モ1)莱,立田薬,黄

尾長立田集,渦柳,青渦,黄渦緋,雨竜,餐,縮緬,鼻薬,乱菊菜,林風蝉敷 革集等.

その他を併せて,全系統では約 250.

ハ ツ カ ネ ズ ミ

米国 Columbia大学 L C.DuNN 博士から送られた突然変異系統.

(1)T/t12 (2)T/tw5 (3)Fu.
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治 革

国立遺伝学研究所は昭和 24年5月第 5国会で設置津案が可決され,同年5月31日津

律第 146号文部省設置法の公布となり,それに基づいて6月1日にいよいよ待望 10年

の国立遺伝学研究所の創設が実現した.

本研究所は文部省設置法第 13条に基づき,遺伝に関する学理の総合的研究および促

進をはかることを使命としている.本研究所は最初4部門(庶緒部,研究第 1部,研究第2

部,研究第3部)の構成で発足したが, その後研究陣容と研究施設を逐次整備し,昭和

27年度には化学実験室 (鉄筋コンクリ-T二階建)および調節温室の完成により面目を

一新した.次いで昭和 28年 1月には研究組織を改組して形質遺伝部,細胞遺伝部,坐

理遺伝部とした.

昭和 28年8月には生化学遺伝部,昭和 29年7月には応用遺伝部,つづいて昭和 30

年9月には変異遺伝部の増設が実現し,現在では 6研究部門により研究が推進されつつ

ある.このようにして幸にも研究体制および施設の整備拡充が着々実施され,設立当初

の10部門構成の理想に漸次近づきつつある.今後はさらに人類遺伝部,数理遺伝部,追

化遺伝部の諸部門を加えることによって遺伝学を中心とする生物学のあらゆる重要テー

マについて総合的研究を実施し,以て学術の進歩と社会碍社の増進とに寄与せんことを

斯している.以下その後の沿革を述べる.

昭和 30年1月 31日

昭和 3()年4月 13日

昭和 30年5月 27日

昭和 30年9月 12日

昭和 30年9月 15日

昭和 30年 10月1日

社団漢人全国種親遺伝研究会 か ら育雄検定舎 ほか附属施設

(132.5坪)の寄附を受け入れした.

皇太子殿下行啓され,研究状況および施設を御視察された.

静岡県から宿舎5梯 (103坪 75)ならびに土地 (498坪 S)

の寄附を受け入れした.

行政機関職員定員津 (法律第 126号)第 3条の規程に基づき

文部省令第 16号文部省職員定数規程の改正により定員43名

を 45名に改められた.

文部省令第 18号文部省設置津施行規則の改正により変異遺

伝部が増設された.

所長小熊梓の辞職が認められ,その後任として京都大学数投

木原均が発令された.

なお昭和 30年度に拡充された主な施設には次のものがある.

拡充された施設 構 造

アイソト-プ実験室
鉄筋平屋建
一部地下室

坪 数
備 考

建 坪 延 坪

43.659坪 64.907坪 .昭和 31.3竣工
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国立連伝学研究所機構固 (現在)

ー 庶 務 課 -

一 会 計 課 -

- 庶 務 部 -

一 第 1研究室

l

評 議 員会

- 第3研究室

一 第 1研究室

一 細 胞遺伝部 一一 第2研究室

- 第3研究室

一 第 1研究室

一 生理 遺伝部 -- 第2研究室

- 第 3研究室

一 第 1研究室

一 生化学遺伝部 一一 第2研究宝

一 第3研究室

一 第 1研究室

一 応空 遺 伝部 ~!
'- 第 2研究室

一 図 書 室

一 実 験 圃 場

-.庶 務 係

十 人 事 係

T;経 理 係

Ll用 を 墜
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組織お よび機構

1. 鞍鼻の定員 (昭和 30年 12月 1日現在)

区 分 1事 務 官 教 官 雇 員 ′傭 人 計

2. 評議員会

口員議

〃

〃
〃
〃
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〃
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〟
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東
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目
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1刊 二土 耶

L

田

泉
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中
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浅

下

鵬

数

学

醐

博

学

大

名

長

裁

事

授

院
長

授

長

獅

崇

教

生
部

教

学

Lb巨

大

研

公

県

学

衛
学
衆
計

大

東 京 大 学

慈 悪 会 医 科 大

坂 田種 苗 株 式 会 社 々長

盛

入

斎

野

誠

正

文

精

与

太

武

寿

爾

理

俊

野

永

間

藤

口

上

名
要

司

徳

育

蔵

七

郎

姓

夫

善

一

郎

中

雄

一
正

武

護口

田

田

坂

寺

坂
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発 令 年 月日 備 考

29

30

30

30
0

1

2

7

6

1

l

1

6

6

6

9

9

0

2

2

3

16

92

会 長

副 会 長

3. 敬 具

A. 所 長 文部教官 木原 均 30.10.1 発令

Ii.研究職異

部 別 官 職 名 学 位 ･ 氏 名 発令年月日

文 部教 官,研 究 員 ;藤 井 太 朗 25.9.30

′′ ′′ ･.阪 本 寧 男 29･11･1

細胞遺伝部 1文部教官,部長･宝長 理学博士 竹 中 要 24･10･22

;文 部 教 官,室 長 理学博士 吉 田 俊 秀 27･4･1
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生 理 遺 伝 部

庶 # そ

雇, 研 究 員

文部教官,部長,室長

文 部 教 官,室 長

文 部 教 官,研 究 員

h uu

生化学遺伝都 塵 叢 書 …

/l Jl

応 用 遺伝 部 首

の 他

士

士

博

博

学

学

理

畠

士

土

樽

博

学

学

点

理

/∫ //

文 部 教 官･ 研 究 員 l/′ ††

昭

卓

一
生

清

文

雄

三

郎

書

徹

雄

一
堆

清

明

息

二

隆

彦

姿

俊

光

孝

三

文

徹

寛

行

寛

孝

清

原

井

村

〃

田

和

口

藤

野

井

田

藤

沢

原

村

石

駒

岡

木

土

平

辻

林

名

坂

遠

飲

酒

山

後

宮

河

格

29.1.1

24.12.31

29.8.1

24.ll,30

26.7.1

28.8.1

25.2.28

28.8.128.8.1

25.4,15

25.4.30

27.9.1

24.12.7

29.10.16

25.1.31

24.10.5

29.7.1

24.12.8

C.併任および非常tb研究員

官 職 職 名 ･氏 名 学 位 発令年月 備 考

〝 東 京 大 学 助 教 授

研 究 員 .国際基督教大学教授

l

〝 輿 農 学 囲 長

外 国 人
研 究 員 ･

牧 野 佐 二 郎 理学博士 30.4.1 併 任

江 藤 秀 雄 医学博士 .30.4.1 1(

篠 遠 善 人 理学博士 30.4.1:非常勤

古 里 和 夫 30.4.1 〝

フロー･ラ ･アリ

ェル Tl

d. 客 員
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e.事務識見

官 職 :役 職 名

文 部 事 務 官
付

け

ll
ル
ル
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氏 名 :発令年月日 ･備 考

一
義

夫

弟

子

三

党

純

正

尚

括

淳

藤

生

沢

原

野

脇

乙
杉

宮

稔

同

中

門

長

長

兵

長

長

長

長

部

課

課

係

係

係

係

務

務

計

務

事

理

度

庶

庶

会

庶

人

経

用

28.6.1

24.ll.15

24.6.23

24.9.30

25.4.1 (兼 任)

24.10.31

24.8.2

土 地 お よ び 建 物

土 地 総 坪 数 26,023坪 78 建 物 総坪数(逮) 1,543坪 71

内 訳 研究所敷地 24,524坪 98

楕 舎 敷 地 1,498坪 80

建 物 内 訳

区 別 . 構 造

本 館 .木 造 瓦 葺 二 階 建

実 験室 お よび図書室 鉄筋コング1)← ト造り二階建

変

硝

渡

ネ

電 歪 木 造 大 壁 良辛 逮

子 宝 .木 造 平 屋 建

り 廊 下 [木 造

ズ ミ飼 育 実 験 室 木 造

増 圧 ポ ン プ 室 ･ 〝

肺 卵 育 雄 含 1木 造 瓦

検 定 舎 〝

コロー ニー含 (6棟)･ 〝

ポ ン プ 宝 //

公 務 員 宿 舎 (14棟) ′/

階

屋

二

平

屋

屋

屋

平

平

茸

平

茸

建

建

建

建

建

(延) 2,212坪 942

.
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1
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予 算

(項) 国立遺伝学研究所 26,108,000円 (項) 官庁営繕費 4,754,000 円

人 件 費 15,116,000円

物 件 費 10,992.000円

科学研究費

機関研究費 1件 5,600,000円; 総合研究費 6件 3,430･000円; 試験研究費

1件 200,000円; 農林省試鼓研究費 2件 175,000円

国立漣伝学研究所 建物配重囲

イ は昭和 30年旋増設のアイソトープ実験室

A~十本 館 iI l養蚕室お~よび昆虫飼育室
岩庵蜜実験蜜豆1示画重賞｢ i
C lたばこ温室

H l~堆肥合

K
M
N
0
P

ネズ_!飼育実験室
増圧ポ__yプ

個 室 _- _
直撃革雛食_ー _
検定合

p=~~盲三 一合
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会 合 お よ び 人 事 往 来

1 月 13 日 国際遺伝学会組織委員会

19 日 統計遺伝研究会

20 日 揮蚕研究会

27 日 第 12回評議員会

28 日 第 33回日本遺伝学会三島談話会例会

2 月 17 日 たばこ研究成績発表会

21 日 放射線特別調査委員会生物班長会議

28 日 第 34回日本遺伝学会三島談話会例会

3 月 18 日 第 9回バイオロジカル ･シンポジァム

25 日 第 35回日本遺伝学会三島談話会例会

4 月 20 日 国際遺伝学会議範織委員会

21 日 第 36回日本遺伝学会三島談話会例会

25 日 第 37回 〝 〝

26 日 第 10回バイオロジカル ･シンポジァム

27 日 国土開発中央道建設に関する講演会

5 月 10 日 第 11回バイオロジカル ･シンポジァム

7 月 1 日 社団津人全国種弟遺伝研究会総会

15 日 第 38回日本遺伝学会三島談話会例会

12 日 ミカン技術員講習会 (静岡県主催)

26 日 第 13回評議員会

8 月 4 日 国際遺伝学会議雛織委員会

6 日 ｢遺伝｣編集委員会

16 日 程蓋改良研究会

9 月 20 日 第 39回日本遺伝学会三島談話会例会

10 月 7 日 第 40回 〝 //

29 日 第 41回 〝 〝

11 月 7 日 第 42回 〝 〝

9 日 国際遺伝学会議展示委員会

27 日 第 12回バイオロジカル ･シンポジァム

30 日 第 43回日本遺伝学会三島談話会例会

12 月 3 日 第 13回バイオロジカル ･シンポジァム

6 日 たばこ委託研究者会議

113
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人事往来

主たる未払著

昭和 30年 2 月 21日

昭和 30年 3 月 10日

昭和 30年 4 月 13日

昭和 30年 4 月 21日

昭和 30年 7 月 16日

昭和 30年 8 月 28日

昭和 30年 9 月 25日

昭和 30年 11月 27日

昭和 30年 12月 3 日

所長a)王迭

庶 三好 .そ の 他

通商産業大臣石橋湛山.

台湾省立農業試験所農芸系主任鯵進三.

皇太子殿下の御見学.

ニュ-ヨーク, スロ-ンケタ1)ンク癌研究所杉浦兼枚博

士が来所し,｢癌について｣の講演を行った.
参議院議長河井雅i八.

ロックフェラー財団フェローシップ選考委員 R,BRADiTI-

ELD博士,R.F.CHANDLER,Jr.

台湾省立台中農林改良湯島芸課長余慶束技正.

米国農務宥家禽研究企画官 (パデュー大学教授)Dr.D.

C.WARRENが来所し,所内研究施設視察後 ｢ニワト1)

育種の最近の傾向｣についての講演を行った.

コロンビヤ大学教授 F.J.RYAN 博士 (フルブライト交

換教授,東京大学応用徴研)が来所し,所内研究施設視

察後 ｢休止細胞における自発的突然変異｣ についての講

演を行った.

昭和 24年8月 10日に当研究所

の初代所長として就任された小熊揮

博士は昭和 30年 10月1日付をも

って退任され,後任所長として木原

均博士を迎えることとなった.これ

ら新旧両所長の歓送迎会が30年 10

月3日に当研究所講堂において行わ

れた.小熊前所長は研究所創設の最

も困難なる時代の初代所長を務めら

れ た外,財団法人遺伝学普及会々

M.J.マラー博士と語る小熊前所長 (26.4.ll) 長,社団津人全国種鶏遺伝研究会々

長をも兼務され,多方面に御活躍さ

れた.研究所を去るに当って,人の和ということを強調され,また若い研究者は,すべ

からく師を乗り越えて前進しかナれほならないと諭されたお別れの言葉は特に感銘深い

ものがあった.木原新所長は就任の挨拶としてi次代所長としての抱負を述べられた那,

その内容は本年報の巻頭の言葉に充分述べられているのでここでは省略する.
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附 薄

A. 日本寺責公武秦野タバコ試験場

三 島 分 室

国立遺伝学研究所は昭和 24年以来日本専売公社からタバコ,闇屯改良の基礎
研究を委託されている.ついでその業務を推進せしめるために翌年2月,秦野

タバコ試験場三島分室が本研究所内に設置され,タバコの肥培管理,収穫,戟

煤,鑑定等につき相協力することになった.委託研究の成果は年々目覚しいも

のがあるが,本年の概況は次の通 りである.

タバコ属の細胞遺伝学的研究 (竹中研究室および リ､エンフェル I女史担

当)および倍数体に関する研究 (古里研究員担当)は我国におけるこの方面の

業績を世界の水準にまで高め,Ⅹ線照射による突然変異誘発試験 (松村研究室
担当)では早生,良質あるいは耐病性を具えた多数の変異体が育成され,それ

らの一部は実用化されんとしている.酒井研究室では昨年から紅葉の統計遺伝

学的研究を担当しているが,本年からはさらに絞 り葉性在来種の育成にも参劃

することになった.これはタバコの産業界において目下の急務とされている問

題である.また一昨年開始されたタバコ病原微生物の細胞学的ならびに遺伝学

的研究 (辻田研究室担当)は耐病性を新らしい分野から究明するものとして大

いに期待されている.

なお世界における骨稜の趨勢に鑑み,日本専売公社ではタバコ属野生種のも

つ耐病性を実用品種に導入せんとする計画が進められ,本研究所もその一部を

担当することになった.業務の種類と分担著は次の通 りである,同質倍数体の

育成 (古里),異質倍数体の育成 (田中),戻し交雑 (竹中),異質三染色体植

物の選抜 (橡村),N.tabacumxN.plumbaginifolia の後代における異質三

染色体植物の研究 (l)1)エンフェルト). タバコ研究室で 日下実施している種

間交雑における花粉Ⅹ線照射に関する研究は困難な交雑を容易ならしめる点に

おいてこの研究に大いに役立つものと期待される.

タ バ コ 研 究 室 一 覧

分 宝 主 任 田 中 正 雄 一l

室 員 今井最二,綾部富旗,川口富次,鈴木和代･

外 人 研 究 員 F.A.LIuENFELD 】
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委 託 研 究 内 容

課 題 タバコ品稜改良の濃礎研究

研 究 担 当 者 木 原 均

研究分担項目および研究室

1) タバコ品種の生理生態に関する研究 ･･

2) 優良形質の本質に関する研究 -

3) タバコの種間交雑に蘭する研究 ･･

4) 人為突然変異の誘発に関する研究 -

5) ウイルスと遺伝に関する研究

=-タバコ研究室

タバコ研究室,酒井研究宝

･-竹中研究室

･･松村研究室,古里研究員

研 究 業 績

上記の委託研究課題にもとづき,昭和 30年度には次の事項について研究が行われた.

1. タバコ昔a}凄書防漁法について*(田中正雄 ･今井農=)

タバコ苗の凍害を防ぐ手段として藁やパラフィン紙等を霜除けとして苗の上にかける

方津が一般に用いられている.この方津は効果は非常に大きいが,多大の労力と経費を

要するのが欠点とされている.もし安価な化学薬品を移植苗の葉に噴寮することによJ,

て耐寒性を強め,これによって被害を軽減することが出来れば非常に好都合である.筆

者等はあらかじめ 30oC の恒温室内で育成した苗の葉に種々の薬品を噴覇して OoCよ

りやや低い温度に矧時間曝し,凍馨の程度を比較した.供試薬剤として主に農薬を用い

たが,それらの中では食塩水が最も有効であった.次に食塩水の 0より2.5%までの濃

度について再試験を行ったところ,1.5%以上のものを撒布する必要のあることがわかっ

た.濃厚な食塩水を苗に噴老すると集は萎凋するが,枯死する傾向は認められず, また

収唾棄の品質に及ぼす悪影響も全然認められなかった.

食塩水の撒布が有効な原因は,これが集の細胞中から余分の水分を脱却せしめ,細胞

液の濃度をたかめる結果,OoCでも凍り難くなるのであろう.

2.黄邑種育成系統の生産力換定朝挨 (田中正稚 ･今井農二 ･川口富次 ･稚部富雄)

稔村研究室において育成された黄色種の9系統 (No.6-1,2,3,No.10,No.12-1,

2,No.13-No､14および 15)をBrightYellow と比較裁増し,生産力の検定を行っ

た.これら9系統中,No.6,10および 12の各系統は元来早生を分離する系統であっ

たため,中程度の早生系統を育成する目的で選抜を続けて来たものである. しかし本年

は早生の分離も一,二の系統を除いては殆んど見られず,育-で開花期も BrightYeL

low と差異がなかった.No.13および 14,15は昨年それぞれ BrightYellow およ

び DixieBright1101の圃場中から品質優良と認めて選抜したものである.各系統中,

*綜合研究 ｢温湿度,日長の調節による作物の生理遺伝学的研究｣に発表の予定
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No.12-2は葉がやや小型,顧質,撤密で鮮黄色を呈し,品質的に最も有望であった.又

No.6-2,613,12-1もこれにつぐ成績をあげた.なお,No.13は葉が軟質で吸湿性

が強く,美乾で,かつての優等菜に四散する品質であった. これらの各系統は収量も少

なからず,品質も BrightYellow を凌駕するので今後は良質品種を目標に育成を続け

る予定である.

3. 染色体数の増減にともなうタバコ形質の変化 (EEl中正杜)

黄色種品種,BrightYellow の x,2x,3xおよび 4xを供試し, 染色体数の増減に

ともなうタバコの形態学的ならびに組織学的変化を調査した.以上の中,3xおよび 4x

は国立遺伝学研究所,古里研究員が育成したものである.主な相違点は次の通りである.

1) 熟 期 染色体数が増加するにしたがい晩熟となる傾向を示し,xが最も早生で

あった.すなわち,移植時期は厳密には同一ではなかったが,開花始期は Jが 6月1日,

2x.6月 17日,3x,6月 28日,4x,7月 15日で,これらの間に非常に大きな差異

が認められた.

2) 概 形 草丈は 2xが最も高 く,英数,菓長および菓幅は3xが最も大であった

が,これらは環魔の影響を受けやすいため,差に有意性があるか疑わしい. ところが菓

長,葉幅比は染色体数と明瞭な関係が見られ,染色体数の少ないものほど細長く,多い

ものほど丸型であった.

3) 耽 夢 殿芽の長さおよび発生本数は無摘心の状態においてxが最も顕著で,2x

これにつぎ,3xおよび 4xは澱芽が殆んど発生しなかった.

4) 毛 茸 毛筆全体としての密度は染色体数の少ないものほど大であった. また構

成毛等中,短毛歩合は染色体数と無関係であったが,腺毛歩合は染色体数の少ないもの

ほど増し,軟毛歩合は逆に減少する傾向が認められた.

5) 気 孔 気孔密度は染色体数の増加に伴って減少するが,気孔の大きさは増し,

孔辺細胞中の葉緑体数も増加する.

6) 葉の構造 葉の厚さおよび柵状駈織の厚さは染色体数にともなって増すが,海綿

状組織,組織比数の値は減少する. このことは染色体数の少ないものほど柵状組織に比

し海綿状組織の発達が良好なことを意味する. また染色体数の少ない植物は多い植物よ

りも一般に細胞が小さく,単位菓兵当りの柵状細胞数が多い.試験成横を要約すると,

染色体数の少ない植物ほど生活力が旺盛で,英数の少ないことと相ま_,で早く開花期に

達する.また菓質的に見ると細胞が小さくて質が撤密,毛等が発達して樹脂の分泌が盛

であるということが出来よう.

4.種間交雑に及ぼす花粉Ⅹ絶無封の影響 (田中正雄)

緑の遠い,あるいは染色体数を異にする植物の閲に交雑を行うと,掛け合せの方向に

よって屡々非常に異った結果が得られる.タバコでは染色体数の少ない植物を母,多い

植物を父として交雑すると着弗が非常に悪く,逆の交雑では清瀬が良好で,種子は多数

得 られるが充実が非常に悪い.筆者はこのような現象が顕著に見られる組合せ, タバコ
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と alata亜属の交雑例につき,掛け合せの方向によって花粉Ⅹ線処理が如何なる影響を

与えるかを調査した.X線の強さは 0,1200,2400,4800および 9600Y の5通りとし

た.試験の結果判明したことは,染色体数の多い植物を母,少ない植物を父とした交雄

では線量のある強さまでは着弗歩合,弗当り種子数,種子の充実歩合等が良好になるが,

逆の方向では多くの場合,結取が一方的に不良になるという事実である.成功歩合を最

大ならしめる線量は 1200-2400rの場合,4800-9600Yの場合等があり,取合せによ

って一定しない.一般に交雑親和性は両親のプラズマの類縁関係にもとづくものと,花

器の大きさ,構造.あるいは染色体数の差異によって発現するもの二種があり,掛け合

せの方向によって異った結果が得られるのは主 として後者に由来すると考えられる.

Avena や Triticum では染色体数の多い植物の花粉は少ない植物の雌芯に対して過大

なある種の勢力を持つため,歴乳の細胞分裂に悪影響を与え,種子の充実を妨げると報

告されている.両親の染色体数と勢力の強さに関して タバコでは逆の関係が存在し,そ

のために染色体数の多い植物を母,少ない植物を父とした方向において着粒がよく,種

子の充実が不良になるのであろう.かような交雑例において花粉Ⅹ線照射が好結果をも

たらす原因は,Ⅹ線が染色体数の少ない植物の過大な勢力を弱め,両親の生梓細胞間に
生理的均衡を保たせるからであろう.

5. タバコの紅葉に関する遺伝学的研究 (･西井Jl- ･井山響也 ･音尾乾二郎)

前報に報告したように,供試 30系統の間に紅葉発生程度に明らかな差があったが,

その中から平均紅葉発生程度の高い系統 3,低い系統3を選び,各系統からそれぞれ 4

乃至6個体ずつ計 30個体を抽出して白筋種子を得,それを本年度の 30系統として供

試した.1系統 1区 15株の3回反覆の乱塊法で栽培し,各棟から7葉を採取して乾燥

し,紅葉の発生程度により肉眼で0から4の5階級に分けた. この紅葉程度に便宜的に

与えられた階級値について,株間の差を最も大きく現すように重みづけをし,それによ

り得られた数字について分散分析と,前年度の親株の紅葉摩慶と本年度のそれとの間の

相関を求めた.

1) 階政江に対する竃みづけ

X-aox｡+alXl+a2x2+a3X3十a4X4により,各棟, および各葉の得点 Xi,Xlが表さ

れる時･-;Xxぎーを最大にするように･重み ao･al･.･.a4を決める･ここで ∬O,xl,-,X4
4 4

は階級 0,1,I･4に属する集の数で,Xiでは ∑ xL･-7,Xlでは ∑ x.･{-1,但し xk>
k-1 A-1

≧CI(k-0,･.4)である.

このようにして得られた重みづけの式は, X-Oxo+0.035.rl+0.110x2+0.194x3+
1.000∬4である.

2) 分散分析 上の式を用いて得た各区の平均紅菓発生程度 について分散分析をした

結果を次頁の義に示す.
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･J; 平 均 平 方

4.8727**

0.4952

1.1308*

0.3253

119

**1% 水準で有意. *5% 水準で有志.

前年の紅葉発生程度にくらべて,今年は著しくはっきりと紅葉になったことから,発

生程度が環境条件により変ることが推察されるが,その出現に関係する因子は遺伝的で

あって,割合簡単な遺伝をするらしいことは,分散分析表で,系統群間に有意な差があ

り, かつ,群内は均一であることが示されているのでも判る. さらに親子相国は r-

0.670(1%水準で有意)と高いことからも上のことが裏書きされ,同時に年次 (環境)杏

変えてもその発生雀慶の相対的関係は安定であることが知られる.

6. タバコ展の細胞遺伝学的研究,VH (竹中 事 ･胡兆等 ･下山勝久)

確聞#種9種の減数分裂

9櫨の種間雑種,すなわちN.iabacumXN.solanifolia,N.tabacumXN.LanLls-

doreii,N･DebneyiXN.tabacum,N.DebneyiXN･irigonophylla,N.sylzJestrisXN

iomentosa,N.a/aiaXN.Langsdor,eii,およびその道交配 N.rusticaXN.Langsdo-

reii,N.longijloraxN.LangsdorjWiの減数分裂の研究をおこなった.

1) FIN.tabac2Lm (n-24)×N.Solamjolia(n-12)

本雑種の減数分裂第一中期の2価染色体数は 1をモ- ドとして 0-5個ある.1につ

づいて2および3個も相当数見られた. GooDSI'EED (1954) もまた同じ雑種で2をモ

-ドとして 0-7個の2佃染色体を見たが,1と3個も 2箇につづいて多数であった.

彼の研究とわれわれの研究とはほぼ一致する. すなわち本雑種における2佃染色体数は

N.tabac2Lmのゲノム内(2つのサブゲノム間)親和として考えられる程度のものである.

2) FIN.tabacum (n-24)×N.Langsdormi(n-9)

本雑種は僅かに East(1928)が成功した以外に記録がない. しかも彼はその減数分

裂を研究しなかった.われわれは本雑種が 11をモ- ドとして 5-12個の2価染色体を

もつことを見た.N.tabacum のゲノム内,すなわち2のサブゲノム間の親和染色体が

僅かに 2-3であることを考えるとき, N.LangsdorPiの仝染色体またはそれに近い

ものが,N.tabacum のゲノムの何れかの染色体との間に相同または部分相同の関係が

あると推察せざるを得ない.

3) FIN.Debneyi(n-24)×N.iabacum (n-24)

本雑種の外形は KosTOFF (1943)の記載と大体一致する. KosTOFF は本雑種を1

本得たと記録している.その外には KosTOFF によると Claytonが成功したらしいが,

詳しい発表はない.本雑種の減数分裂第一中期の2佃染色体数は2をモ- ドとして 0-6
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であった.その上多数の二次対合が見られた.KosTOFF (1943)もこの雑種で,通常は

不親和で1侶染色体であったが,1-3個の2価染色体を混ずることを見た.以上2つの

減数分裂の研究から察すると,N.DebneyiとN,tabacum とのゲノムの間には親和は

ないものといえよう.すなわちN.tabacum のゲノム内の自家 (同質)親和だけを考え

ても,上の程度の染色体接合は存在し得るからである.

4) FIN.Debweyi(n-24)×N･trigonophylla(n-12)

本雑種の減数分裂の研究は KosTOFF (1943),GooDSPEED (1954) によって行われ

た.前著は本雑種の減数分裂第一中期では全然親和がないか,或は 1-2個の2個染色

体を示し,2個以上のものは殆んど存在しないと報告した.後者は非親和の細胞が最大

多数で,1-2佃の2佃染色体をもつものも相当あるが,3個の場合は非常に少ないと述

べた.われわれの研究では5個までの 2佃染色体を観察したが, 1佃染色体のみの非親

和が最大多数で,それに次いで 1-2個の2個染色体を示すものが多く, 3個以上のも

のは少なかった.すなわち彼等の研究結果よりも僅かながら親和性が強いことを見た.

しかしこの摩慶は環境の相異等によって変化し得ると考えられるから,彼等の研究とほ

ぼ一致するものといえよう.ただこの親和が,GooDSf'EED も指摘しているように,両

親それぞれのゲノム内親和であるか,殊に複二倍体種と推察されるN･Debneyiのゲノ

ム内親和であるか,或は両親ゲノム間の親和であるかは判定できなかった.

5) FIN.sylvcsiris(n-12)xN･iomeniosa(n-12)

本雑種の減数分裂第一中期においては 3をモードとして 0-7個の2相染色体が見ら

れた, GooDSPEED (1954)も同じ雑種で 2-3をモードとして 0-7佃の 2佃染色体

を見た.KosTOFF (1943)は同じ雑種で,多数の細胞は1価染色体のみで,少数に 1-

4個の2佃染色体を見たが, 4佃以上のものは稀れであり,かつごく少数のものに3価

染色体を見たと述べている.

GooDSPEED (1954)は FIN･otophoraxN･sylvestyisと,FIN.sylvesirisXN.

SetcheLLiiとで,ともに3佃をモードとして 0-7箇の2価染色体を観察した.またKo-

sTOFF (1943)は FIN.sylvestrisXN.tomentoslformisで,彼の観察した上記の FI

N.sylvestrisXN･iomentosaよりも,やや少ない2価染色体を見たと報告した.竹中

(1955)もまた FINISylvesirisXN･tomentosiformisと FIN.sylvestrisxN.otO-

phoraとで,それぞれ4をモードとして 1-9佃の,2-3をモ-ドとして 0-5個の2

価染色体を観察した.

以上の Tomentosagroupの各種とN･sylveslris との雑種では, GooDSPEED,竹

中およびわれわれの研究結果はほぼ一致するが,ひとり K()sTOFF の研究では2相染色

体数が相当少ないように思われる.しかし一般的にいって,Tomentosagroup のもの

とN.sylvesirisとの間には′かなり相同性の高い 2-4個の染色体があるといえよう.

6) FIN.alataxN.LangsdorjWiとその遡雑種

本雑超は容易につくられるから, MENDEL 以前の研究者によっても報告せられてい

る.この雑種の減数分裂で,KosTOFFは 9IIが大多数で,少数の 8ⅠⅠ十2Ⅰを見た. ま
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た別紅の交配では 7ⅠⅠ+1ItI十1Ⅰやその他の染色体構成を観察した.また第一後期に1つ

の染色体橋を観察し,しかもこの染色体橋は2附着点をもつ染色体と附着点をもたない

染色体片とに分れることを見た.そこで彼は一方の親の 1染色体に一部分の逆位がある

ことを考えた.

AvERY (1938)はこの雑種で2価の外に3価, 4価,5価, 6価等の多価染色体を見

て,ごく少数の母細胞が2価染色体のみで構成されることを報告した. そして減数分裂

の研究の結果,多数の相互転座のあることを推察した.殊に多数の母細胞は611十lv+1Ⅰ

からなっており,この5佃染色体の形成は両種のゲノムにおける 2の相互転座の結果で

あると述べている.そしてこれに関係するものは中央部または中央部附近に附着点をも

つ大きな染色体であると報告した.

われわれの研究では最大多数は 9ⅠⅠであって,KosTOFF の研究と一致するが, しか

し3佃および4価の染色体が相当数あ一つた点では AvERY の研究結果に近い.また 9ⅠⅠ

に続いて 7ⅠⅠ+1ⅠVが多いことは注目すべきである.竹中(1955)が N.Langsdorffiiの

減数分裂において常習的に4価染色体のできることを見ているが,これからきた2染色体

(1つは大きくて中央部附着型,1つはなみの大きさで亜端部附着型)が, この雑種に

おいて見られる4価染色体と関係しているらしく思われる.少なくとも大きい中央部附

着型の染色体は明らかに関係している.すなわち N.Langsdorffiiのゲノム内にも転座

が存在しているのであるが,N.alataと N.LangsdorHliとの雑程において,そのゲ

ノム間にも転座の存在が推定される.

7) FIN .rustica(n-24)XN.Langsdorjfii(n-9)

本雑種の外形は KosTOFF (1943)の記載と一致する. この交配もなかなか困難で成

功した人は少ない. この雑観の減数分裂第一中期に, 4をモー ドとして 0-8イ固の2価

染色体を見た.外に多価染色体も稀れに存在した.KosTOFF もまた同じ雑種で種々の

段階の2億染色体をもつ母細胞を見たが,最も多いのは 5-7個の2価染色体をもつも

のであった.この外多価染色体も見た.すなわち,われわれの研究結果と KosTOFF の

それとはほぼ一致する.

N･rusiicaのゲノムは2つのサブゲノム,♪aniculaiaと undulata からできている

と考えられるが,それらの何れと LangsdorHiiゲノムはより多く親和を起すのであろ

うか.FIN.paniculataXN.Langsdorjfiiの研究で KosTOFF (1943) は 3-8個の

2佃染色体を見た.また DREMLUG (1936)もほぼ同じ結果に達した.他方 FIN.un-

dulaiaXN.Langsdorjfiiは GooDSPEED (1954)によって研究されたが, その2価染

色体数は 0 をモードとして 0-4個の間に分布した.彼によるとこの接合は残余相同の

ために起ったものであるという.上の3つの雑産の研究から判定すると,N.rusticaと

N･LangsdorHiiとの間の親和は主として LangsdorHiiゲノムと Paniculata ゲノム

との間に起ったものであって,Undulataゲノムは殆んど関係ないか, 或はほんの少し

の関係しかないものであろう.

8) FIN.longijloya(n-10)×N.Langsdorjfii(n-8)
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FIN.longifloraXN･LangsdorHlliの減数分裂第一中期における 2伺染色体数は4

をモードとして 2-8個であった.そしてしばしは 3価染色体を見た. しかるに Kos-

TOFF(1943)は N･LangsdorqiiXN.LongijToraの Flにおいて 9ⅠⅠ+1Ⅰが通例であ

り,外に 8ⅠⅠ十1ⅠⅠⅠ,8ⅠⅠ+3Ⅰ,7ⅠⅠ+5Ⅰ,7ⅠⅠ+1ⅠⅠⅠ+2Ⅰ等を見たし,AvERY(1938)もFl〟.
LongiGoraXN.LangsdorHiz'の研究で 6-7個の2価染色体を見たが,その内で 9ⅠⅠ+

11が大多数で,次に 8ⅠⅠ+3Ⅰの数が多いことを報告した.そして AvERYは1個のフラ

イパン型の2価染色体があるが,その大きい方は,N.LangsdorHiiゲノムからきた中

央部附着型のもので,′トさい方は N.longl'jToraからきた亜端部型のものであると考え

た.なおしばしは1個の3佃染色体が見られるが,それは上記の大ぎな N.Langsdor-

3iiの染色体と小さい2個の N.longijloraの染色体からできていると推察した.従っ

て N.Langsdord2'iの大きな中央部附着型の染色体は N.longijloraの2個の亜端部

型の染色体の融着によってできたか,またはその反対であると述べた.

われわれの研究は2価染色体数について,KosTOFFおよび AvERY の研究と大きな

差異がある.しかし彼等と同様に3佃染色体を見た.この3佃染色体は AvERY の研究

と一致し,その構成要素中の大きなものは N.LangsdorHiiからきておる.しかし小さ

い2個の染色体が N.longiPoraからきているかどうかは凝わしい.それは既に竹中

(1955)が指摘しているように,N.LangsdorHiiには正常で1菌の4侶染色体が見ら

れ,その構成要素中の中央の2箇は大きな中央部型で,両端の2箇は小さい亜端部型で

ある.従って上の雑種における3佃染色体要素には N.LangsdorHiiの中央部型の大

きな染色体と亜端部型の小さな染色体とを含んでいる可静性がある.もっとも積れに 4

価染色体を見るが,この場合には 2箇は N.Langsdordiiより他の2箇は N.longi-

Poraよりきたものと考えられる.以上のことから推察して AvERY のいうように N.

LangsdorUz-iの大きな中央部型の1染色体とN.longijToyaの亜端部型の2染色体とが

同起原的であるということには簡単に賛成することはできぬが,N.LangsdorHiiの大

きな染色体の1腕とN.Longijloraの亜端部型の1染色体とが,長い相同部分をもっこ

とだけは確かである.

N.longijloraとN.LangsdorHiiとの雑種において,両親染色体間の親和性につい

ての KosTO,JFおよび AvERY と筆者等との研究の結果に大きな差異のある理由は解

決できなか-,た.しかし N.LangsdorHiz'は種内変異の多い種であるから,彼等と筆

者等の使用したものとの間には相当の遺伝的差異があったのではあるまいか.

7. タバコ尻の細胞遺伝学的研究 (竹中 宰 ･田中正堆)

N.tabacu,NLの半数ft (染色体数 24)

N.alaiaの花粉を Ⅹ線で処理し,N.tabacum の1品種 Brightyellow に交配し

て,後者の半数体を得た.

本半数体の減数分裂第一中期における2佃染色体数は0をモードとして 0-3個であ

った.1個の2価染色体をもつものは約 22%で,2個のものは約 7%,3佃のものは的
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1%であった.従って0個のものは約 70% の多きに逢した.そして1母細胞当り0.39

の2価染色体を生ずる計算となった.

CLAUSEN と MANN (1924)はタバコの1品種の半数体で,対合する染色体が完全に

ないことを報告したが,同じ材料で CHIPMAN と GooDSPEFD (1927)は時折り2価

染色体のあることを見た. しかし移動期や,それより前の時期に染色体の集合がないか

ら太糸期対合の結果による2佃染色体でなく,単に第一中期の紡錘体中で,近接した2

染色体の接着のために起ったものであろうと説明した.KosTOFF(1941)は N.triplex

-N tabacumX(N.sylvestrisXN.tomentosiformis)からできた稔性のあるタバコー

とN.sylvestrisxN.tomentoszformisの複二倍体との両者から生じた2瞳の半数体の

研究をして,これ等は N.tabacum の半数体と同じ染色体行動をなすことを見た.す

なわち2価染色体数は 0-3個であって,母細胞の大多数には零であり,若干のものに

1,2および3個がその順序に従って減じて行くことを見た.そして仝花粉母細胞中 27

抑 こ2価染色体があり,1母細胞当り2佃染色体数は N.iriL'lexからの半数体では 0.

35,N.sylvesirisxN･tomentosiformisの複二倍体からの半数休では 0.34 であるこ

とを報告した.LAMMERTS (1934)もまた N.iabacum の半数体を研究して, 同じく

0-3個の接合が起ることを見たが,温室で育てたものでは 1母細胞当り 0.43,屋外で

のものは0.18-0.19の割合で2佃染色体をつくることを観察した.LAMMERTSとKo-

sTOFFのものを合計して計算すると1母細胞当り 0.307の2佃染色体を生ずることに

なるし,1-3箇の2佃染色体をもつものは仝母細胞の 22% に連する.この結果はわれ

われの研究結果とほぼ一致する.

竹中 (1955)は FIN.sylvesirisXN.iomentosiformis,FIN.sylvestrisXN･t0-

mentosaおよび FIN.sylvestrisXN･oio♪horaにおいて,それぞれ4をモードとして

1-9箇の,3をモードとして 0-7箇の,および2をモードとして 0-5箇の 2個染色

体を見た.GooDSPEED (1934,1954)もまた N.otophora,N.Setchelliiおよび N･

tomentosaと NISyLvesirisとの交配 Flにおいて,3着とも3をモ-ドとして0-7

倍の2佃染色体をつくることを見た.すなわち竹中と GooDSl'EED の研究はほぼ一致

する.

KosTOFF も FIN.sylvestrisXN.tomentosaおよび FIN･sylvestrisXN･tome･

ntoslformisの研究をしたが,その結果は前二者の観察より若干2佃染色体数が少ない

ように思われる.すなわち FIN.sylvestrisXN.tomentosaでは 0-4個の2佃染色

体を見たが,5個以上は甚だ稀れであるといっている. また FIN.sylvesirisXN･i0-

mentosiformisでは前者より少しその頻度が低いが,大体同じであったと記録している.

しかし KosTOFF の研究も竹中や GooDSPEED の研究と大差があるわけではない.

以上に記した如くN.tabacum の半数体は N.sylvestrisと Tomentosagroup の

種との問の雑壇と較べるとき,2佃染色体数がかなり少ない. これについて CLAUSEN

(1941)は,N.tabacum の2つのサブゲノムは天然にタバコが合成された最初は高い

二重性の完全な構成を持っていたに違いないが,長い間にその二重性を減じるようにな
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ったのであろう.すなわち,この2つのサブゲノムの間の姥種相同 (crosshomology)

が減少したのであろうと述べている.

8. タバコ黄色種におけるⅩ絶集魚変異体の利用 (蛤村汁二 ･藤井太朗)

1954年に線量 3),000YのX線を DixieBrightlOlの気乾種子に 20,50,75およ

び 180KVPで照射した.Xlで低電圧の区 (20,50KVP)の方が生育が非常に抑制さ

れ,また発芽歩合もこれらの区の方が高電圧の区に比べて劣った (第 1表).1955年は

この追試を材料をかえて BrightYellow を用いて行った. この結果は第 1表にみられ

第 1表 Ⅹ線の質と発芽歩合との関係 (%)(照射境 30,000r)

材 料 無処理
i電 圧

20KV 50KV 75KV 130KV 18〔)KV

るように発芽歩合は前年とだいたい同様であった.また 20KVPの区では葉の崎形や蛮

性のものが多く,開化,結実したものはほぼ半数であった.他の照射区では標準と大差

ない開花結実を示した.一粒コムギを材料とした実験でも同様の結果が えられたが,こ

の原因は今のところ不明である.

次に 1954年照射の DixieBrightlOlの x2を栽増した結果,各区に退伝子突然変

異によると思われる窺性.細葉や丸薬などを分離した系統があったが, これらは 今後調

査して形質および遺伝様式を決定したい.

以前から突然変異体として固定した良質なもの,丸薬型,細葉,碧阻 錐入,中骨短

縮などは引続き栽培した.これらのうち DixieBrightの丸薬型 (180KVP,3(),000r

の Ⅹ3) および良質(180KVP,30,000Yの Ⅹ4)は 白色斑点性病顔が少なく,育種的に利

用可能と考えられる.また早生の系統は固足しにくいので, これの遺伝様式は引続き調

査中である.なお,この早生のあるものは収量が多く良質であることが専売公社三島分

室の調査によって明らかとなった.

その他,290rの X線照射を行った BrightYellow の花粉を DixieBrightに授粉

したものの x2に現われた広葉型の系統は良質らしく思われた.

9. タバコの倍数掛こ関する研究 (古里和夫 ･宮沢 明)

A) 29年度に Nicotianaiabacum (BrightYellow)と合成タバコ (N.sylvestris

xN.tomentosiformisの複二倍体)との雑瞳をコルヒチン処理して八倍体を育成した.

この八倍体をN.tabacum(BrightYellow)に正逆交雑して六倍体の種子を得た.染色

体数の多い方を母親とした場合の発芽率は 10-20%であったが,その道交雑の場合は種

子は生ずるが内容が空虚なため,殆んど発芽しなかった.N.iabacumX複二倍体の子孫
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とその八倍体との両者の生育状態を比較すると,同質倍数体におけると同様に,前者の

方が草丈,幹径,葉の大きさ等,何れも優っていた. また乾燥葉の品質を見ると色の仕

上りが悪く,黄色になり切らず青味が残る.またしなやかさがなく葉肉が大分もろくな

り,折れ易くなる.このような形質は野生種特有のものらしく,その因子が入っている

ため,品質上に現れて来たものと考えられる.因みに引き続い て行ってい る Bright

Yellowの四倍体と二倍体との雑種の乾燥集の品質は正連何れの交雑瞳も品質が良好であ

一〕た.特に色が鮮明な黄色に上り,中肋の太さも普通のものと殆んど同様で,四倍体の

ように太過ぎるというようなことはない.

B) 次に採種に当り夏期戸外および調節温室を利用し 20oC,30oCの温度の下で交

配を試み結実状態を調査した. その結果 BrightYellow の二倍体×四倍体の交配では

20oC室のものが着粒数が最も多く平均 235粒,30oC宝がこれに次ぎ 207粒,外界の

湿度でのものが 121粒で 20oC童の約半分であった.これ等の種子の発芽率は非常に悪

かったが,この着粒数の多少は戸外と調節温室とにおける温湿度の環境の差異によるも

のと思われる.このような事実は交雑種子を得る上に一つの暗示を与えられたというこ

とが出来よう.今後さらにこのような方津による採撞法を検討してみたい.

10. P.<eMb,JybOJWt/L<L<OlanltJCelI/mulbの重任溶原菌に関する研究 :新型ウイルス

について (虻田光雄 ･松井干軟)

実験日的 Pseudomonassolanacearum の S-9溶原菌株に TIC200 ウイルスを重

複感染させるとS-9溶原菌株,S-9プロウイルスと T-C200プロウイルスと置き代っ

たもの,S-9プロウイルスと T-C200プロウイルスとを併せもった重複溶原菌株とがえ

られる.この重複溶原菌株の混合培養液中には,S-9ウイルスと T-C200ウイルス以外

に両ウイルスの特徴を併せもった阻換型と考えられる新型ウイルスを生ずる.このラ阻換

新型ウイルスがいつどのようにして生ずるかを究めるため実験を行った.

実験の方法と結果

Ⅰ. 前回報告したものと同様の実験を5回反覆して行った.その結果は前回と大体同

棲であるので省略する (Proc.Japan.Academy31(3):180ト85).

ⅠⅠ.新しくえた非溶原菌株 S-ⅠⅩ菌を用いて S-9ウイルスと T-C200ウイルスによ

り人為的に重複溶原菌をつくり,これより新型ウイルスの生産の有無を調べた.重複音容

原菌株をつくる噸序としては先ず S-9菌より遊離するウイルスをあつめて,S-ⅠⅩ宙を

指示菌として溶菌麹≡をつくらせる. この溶菌班には透明なものと不透明なものとがある

から,後薯をs-9毒性ウイルス (2.8×109ノ/mJ)を含む寒天平板上に塗探してコロニイ

を作らせ,この手技によりS-9ウイルスにより溶原化された S-ⅠⅩ 菌を淘汰すること

ができた.ここにえた S-IX済原菌の S-9ウイルス放出能力は遺伝的に安定した形質

であって,継代培養により消失するものではない.放出された Sr9ウイルスは S-9溶

原菌より放出されるウイルスと同様に T-n30菌には親和性を示し,紫外線照射により

えた非溶原性 T･C200菌には親和性を示さない.興味あることは S-1Ⅹ菌は Splウイ
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ルスを吸着せず,従ってこのウイルスに親和性を有しないと見倣しうるが,S-9ウイル

スを以て溶原化された S-ⅠⅩ菌は Splに親和性を示すようになる.なお SIX(S9)溶

原菌はガラグト-ズ頗酵能力においても,原菌に比し,遺伝的変化をうける. この現象

はプロウイルス (S-9染色体)の存在により菌の形質が変化することを示すもので, ウ

イルスによる transformationあるいは lysogenicconversionの例と見なしうるであ

ろう.

S-9ウイルスにより溶原化した S-ⅠⅩ 菌を用い, これに T-C200ウイルスを重複感

染せしめて重複溶原株をえることは実験 Ⅰと同様であるが,この方津によりえた重複音容

原菌について新型ウイルスの生産の有無を調べた.その結果によると,実験 Ⅰと同様の

新型ウイルスの放出が認められ,従って S-9溶原菌を用い実験した現象は,この菌以外

の菌を材料とし,同じく2系のウイルスを用い実験しても起ることが判った.

新型ウイルスは replatingにより継代しうるが,ただ継代により著しく活性が低下す

るのが特徴である.この原因については明らかでない.

ⅠⅠⅠ.実験的にえた (T-C200 十S-9)菌株一重複溶原菌株-のみを耗化してこれより組

換型の出現する頻度を見ているが, 現在迄に 100回近くに亘る実験において T-C200

ウイルスとS-9ウイルスは放出されるが,組換型は全く生じない. 従って前回考えた

AppLEYARD (1954)が大腸菌 Escherichiaco/iの2系の スウイルスの重複i容原株で捷

唱するプロウイルス (provirusrecombination)組換では鋭明できない.そこでこの租

襖の起る時期として次のように考えられる.すなわち ‖S-9溶原菌において重複溶原化

が起るとき,大部分の菌では両ウイルスの染色体が対合して宿主細胞の一定部位に定着

し,かくて一度細胞の附加的鮭成分とな一,た後は組換 (somaticcrossingl0Verに相当

する現象)は起りにくい.しかし極少数のものでは両ウイルスの染色体が対合する時期

一恐らくS-9染色体が replication を行う時期-において組換が起り, かくて重複溶

原化に際して蔽換型ウイルスを生ずるかまたは組換型プロウイルスをもつ新溶原菌が新

に生ずる."後の仮説によれは組換型のみを生ずる菌株がある等であるが,その数は制限

されているためか,その単離には未だ成功していない.

B. 財団法人連伝単普及会

沿 革

昭和 20年 11月 10日寄附行為を変更し,名称を財団津人遺伝学普及会となってか

ら,もっぱら遺伝学の普及事業を行うこととなった.

役 員

会 長 小熊 稗

理 事 木原 均,駒井 卓,小熊 揮,篠遠善人,竹中 要,松村清二

常務理事 竹中 要,梅村清二
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監 事 田中義麿,和田文書,山口顧輔

行 事

30.3.17 第 18回理事会 30.4..13 第 10回理事会

〝 第 8 回評議員会 〝 第 9回評議員会

暮 集 概 況

A.雑誌 ｢遺伝｣の編集 C.遺伝学用幻燈スライド頒布

B. プレパラ←Tの頒布 D.遺伝学小実験機具の絹布,その他遺伝学に関

する資料の頒布

C.社団法人全国種親藩伝研究会

活 羊

条の産卵能力は年間連産為の続出により著しく向上したかに見えるが,一般の水準は

まだまだ低い.本会は弟の遺伝育種学的研究を目的として昭和 25年9月 24日発会式

を挙げ,昭和 27年4月 23日社団法人の認可を得て登記を了し,国立遺伝学研究所内

に事務所ならびに種為遺伝研究所を設置して事業を開始し今日に至ったものである.

昭和 29年7月国立遺伝学研究所に応用遺伝部の新設せられるにおよび,人件費,飼

料費の1部は国費の所管に移り,また総会の決議に塞き尭含ならびに住宅を国庫に寄附

する手続をとり,昭和 29年 12月文部大臣の認可を得た.

組 織

a. 金 具 その後も引き続き会費未Im著を整理した結果,昭和 30年 12月 31日

現在正会員 186名 (総会ならびに理事会において1人1口とすることに決定したので,

口数は正会員数と同じ),準会員 27名,賛助会員3名,特別会員 50名である.

b.役 員 会長 欠,副会長 田中義麿 (会長代理,種弟遺伝研究所長),米野与七

郎 (正会員),高橋広清 (正会員),常務理事 田中義麿(栄),理事 上記3名のほか 14

名,監事2名,参与8名.

e. 顧 問 5名

会 議

昭和 30年 7月 1日 理事会 昭和 30年 7月 2日 第 4回通常総会

第 1 表

成 鶏 雛
種 別

受 入 払 出 現 /托 受 入 払 出 現 IF;

W L 1,003 ; 650 353 1,727 1,466 : 261

合 計 1,179 716 463 2,426 ･ 1,989 437
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事 業

a.施 設 電気軒卵器 2台 (計 2,100卵入),バタT)-育縦帯3台,その他

b.供ま親の暴動 (30.12.31現在)(第 1表)

C.研究経過 (植当著 田中叢鹿)

最初に基礎鶏間の総当り交配,次いで近親交配を行い,その子孫の産卵能力を検定し,

初産後 120日で第1回の選抜をなし,これに合格した雌を 365日間にわたり検定した.

第2表はその4カ年間の成績を示したもので,第 1位鶏の産卵数も,毎年の平均値も年々

進歩の跡が著しいことが解る.

第2表 全年産卵記録 (1955年 12月 31日謂)

WL

鮮化の年

1年 日 2年 日 3年 日 4年 El
(1951) (1952) (1953) (1954)

(1)292

(2)279

(3)271
(4)261

(5)

(6)

(7)

(8)

(9)

(10)

(ll)

(12)

8

5

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

1

7

2

0

2

2

5

4

20

却

ーノ
)

＼ーノ
)

)

l
ノ
)

)

)

＼.ノ
)

)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

302k2)308:(2)329

295;(3)303～(3)322
292r(4)303 (4)319

278;(6)296:(6)313

272272

266

262

260

(7)290:(7)310

(8)274;(8)300

(91265:(9)289

し 263;(10)287

(ll)263.(ll)282

(13)204j(13)250･(13)251r

1

(16)166:(16)244【(16)249

点 ≡..二∴ :.::≡:::

_~ ∴ ≡こ

く(21)206≒(21)214

,(22)197∃(22)195

; ;(23)185

∫(13)276

.(14)271

(15)261

:(16)255

(17)252

(18)235

(19)233

:(20)210

:(21)206

4

2

2

0

2

1

1

0

0

9

3

3

3

3

2

6

7

8

9

10
:(ll)291

･(12)289

1
i(13)283

1

i(17)245

i(19)231

BP

筋化の勺･'･

1年 口 2年 臼 3年 日

〔1951) (1952) (1 9 53)

平均 223.4 257.3 260.9 280.3 平均 267.5 274.0 285.0, 287.8
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本年度の研究所における大きな変りごとの一つは所長の更迭である./)ヽ熊前所長は

研究所創設の労多き時代の初代所長として清廉されたが,本年の 10月1日付をもっ

て木原均博士がその職務をうけつがれた.巻頭の言はとくに木原新所長にお題いして.

所長としての抱負をのべて戴いた.

研究部では変異辻伝部が新しく増設され,わが国でも診らしい γ線府射実魚童が

完成した.また日本にはまだ一台も入っていないという完備したオーソルックス貫徹

鏡がそなえつけられ,研究に斬新な面が開かれようとしている.

研究所は今年で創立6年になる.過去6年間をふりかえってみると,決して平穏な

日はかりではなかった.その一つとして,研究所に服 した東中学校を工場 (日西化

学の過軟化永棄工場)に転換しようという聞席が患った.研究所の棲く近くに工場が

できたならは,研究に支障のきたすのは当然のことである.この計封を阻止するため

に研究員一同はカを合わせて清楚L,災厄を事前にくい止めることに威勢した.この

ような受難記は年報のどこにも盛りようがないので,研究所の歴史の一曲として有集

後記に附記することとした.

本号の印刷は従来から御厚意を戴いているサイエンス社にお願いした.印刷盲の他

について与えられた同社の林別の抑努力に漸し厚く新 し申し上げる.

(唱和 31年 5月 青田俊秀)

1UL.

昭和 31年 6月 20日 印 刷 国立遺伝学研究所年報 第6号

昭和 31年 6月 25日 発 行 〔非 売 品〕

発 行 者 乙 森 文
辞阿井≡良市谷田 官立柵 節内

編 集 者 青 田 俊 秀
辞粥井三島市今月 可正典伝榔 内

印 刷 者 佐 久 間 信
書棚 A区Er自町 3丁目3573 サイエyス社内

-発 行 所 説立遺伝 学研 究 庸
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